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は じ め に

千里の道も一歩から

保健センター長・教育学部特別支援教育専修　成田奈緒子

若いころはどこへ行くにも車でした。仕事柄地方から地方への転勤が多かったし、荷物がいつでも多くて
重いし、と色々言い訳をしますが、結局のところ楽だというのが一番の理由でした。

でもだんだんに歩くことの楽しさを覚え、最近は格段に車の走行距離が伸びなくなりました。時間的余裕
によってですが、できるだけ電車の一駅か二駅分を歩くようにしています。新越谷駅からなら大学までは約
50分、ちょうどよいお散歩になります。

歩く方なら共感していただけると思いますが、散歩には本当に発見があります。車で通過するだけでは一
生見つからなかったであろう面白い看板や美しいお庭やちょっとしたお店がみつかります。

それだけではなく、珍しい鳥や虫や花も見つけます。サギやキジの営巣を見つけた時には感激しました。
カマキリやカタツムリなど今ではめったに見られなくなった小さな生き物も、歩いているとみつけやすくな
ります。自然大好きな人間には、わくわくの宝庫です。

そんな楽しい散歩を繰り返しているうちに、いつのまにか筋トレになっていたようで、年々長距離・長時
間歩くのも苦にならなくなってきました。そこで先日、ついに調子に乗って初めて熊野古道を歩いてみまし
た。いにしえの人々が踏みしめ固めた石畳の道はところどころ苔むしていかにもつるんと滑りそうだし、手
すりもなく不揃いな石で造られた傾斜45度！の急すぎる石段は、しばしば命の危険を感じるし、さすがにな
かなかの難所でした。

でも、うっそうとした森の中の古道に足を踏み入れた途端、それまで聞こえていたひっきりなしに国道を
走り去るトラックの轟音も、衣服の中まで容赦なく照り付けてくる酷暑の日差しの熱も、すべてが一瞬にし
て「無」になったのには、驚きを通り越して畏怖を感じました。1000年以上の昔から、信仰心のみに突き動
かされて、熊野詣でに一足一足踏みしめながら参った無数の人々のすべての「思い」がこのしんとした森に

「気」として存在している、そんな風に感じました。
新幹線より早い乗り物が開発されつつあるこの世の中で、忙しい現代人が、少しでも速く、遠くに移動す

る便利な乗り物を追い求めるのも当たり前かもしれません。でも私たちの歴史は、人の一歩を積み重ねた上
に作られているということもまた、忘れてはいけないことだと思います。たくさんの人たちの一歩一歩から
つくられた歴史の遺産が自然の動植物と共存しながら今も存在している、そんな場所を知ることも大事です。

たったの一歩、されど一歩。さあ、皆さんも便利な乗り物をたまには降りて、小さな発見をしに歩いてみ
ませんか。
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心と体の調和：ヨガとアロマとバスタイム・リラクゼーション

保健センター次長（湘南キャンパス）　浅川　雅美

湘南校舎の相談室で開催しますワークショップについてご紹介致します。
７月には、粘土にアロマオイルを混ぜて固めたアロマストーンを作り、20名の学生が参加しました。エッ

センシャルオイルの香りを嗅ぐことで、ストレス軽減、気分改善、不眠解消などが期待できると言われてい
ます。

11月にはリラクゼーション・ヨガ（ヨーガ）のクラスが開催されます。ちなみに、“yoga”という語はイ
ンドの古典語であるサンスクリット語です。サンスクリット語では「o」は必ず長母音になるので、学術的に
は「ヨーガ」という表記になります。以下の文章では、学派の名前などは、この「ヨーガ」という表記を使
います。その他については、一般的に普及している呼称である「ヨガ」と書かせていただきます。

ヨガは、もともとは、古代インドの正統派バラモン哲学を代表する六派哲学の一つに位置づけられていま
した。ヨーガの経典は、パタンジャリが書いた「ヨーガスートラ」です。ヨーガスートラの冒頭では、「ヨガ
とは心の働きの止滅である（Yogas citta vrtti nirodhah）」という定義が示されています。つまり、ヨガの目
的は、思考や感情などの心の動きを静め、真の自己に気づき、内なる調和を実現することと解釈されます。
これを読まれて、「禅」に似ていると思った方も多いのではないでしょうか。私たちになじみの深い仏教は、
バラモン哲学ではないため上述の六派哲学の外に位置づけられていましたが、印度哲学者の佐保田鶴治先生
によると、ヨガと仏教には交流があり、お互いに刺激をしあって大きく発展をしていったと言われています。

（ルーツを探ってゆくと、文教大学の建学の精神「人間愛」とも遠くつながっているといえるかもしれません。
「人間愛」の精神のルーツがインドの仏教にまでさかのぼることについては、本学名誉教授の村野宣男先生が
深い考察をされています。）

以上のように、ヨガは、初期には「心」の側面に重点をおいていましたが、その後、「身体」の動作や呼吸
を活用する、「ハタヨガ」という流派が生まれ、それが現在のヨガへと発展して、欧米や日本でも広く行われ
るようになってきたことは皆様もご存知のことかと存じます。ヨガに興味を持っていても、どこで実践した
らよいのか分からない方もいらっしゃるかもしれません。そのような方にお勧めしたいのが、相談室で開催
するワークショップです。ヨガは他人との競争ではないので、ご自身の体調に合わせて、できる範囲で実践
すればよい、と言われています。ぜひ、この機会に、お気軽にご参加いただければ幸いです。

最後に、12月には、オリジナルの炭酸発泡入浴剤を作る企画があります。炭酸発泡入浴剤は、お湯に溶け
込んだ炭酸ガスが皮膚から吸収され、血行を促進する効果があります。師走の寒くて忙しい時期に、自作の
入浴剤で温まって癒されるという贅沢をご自分へのプレゼントにいかがでしょうか。

以上、体と心を調和させ、健康を促進するための、３つのワークショップを紹介させていただきました。
保健センターのイベントへの積極的なご参加をお待ちしております。
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相談とカウンセリング：心身の健康を支える２つの選択肢

保健センター次長（東京あだちキャンパス）　遠山　道子

保健センターには、医務室と相談室があります。医務室では、応急処置や各種検査のほかに、専門医（内
科・婦人科・精神科）や看護師・保健師に健康について相談することができます。相談室には、専門のカウ
ンセラーが心身の健康、人間関係、学業、進路などに関する多様な相談やカウンセリングに応じ、悩みを一
緒に解決できる環境が整っています。教職員はどちらも利用でき、相談室は学生とそのご家族の方も利用可
能です。
「相談」と「カウンセリング」はどちらも悩みの解決に役立つものですが、そのアプローチには違いがあ

ります。たとえば、医務室での相談は、健康に関するアドバイスを受け、どう対処すべきかを教えてもらう
場です。相談室では、日々のちょっとした悩みに対しても、カウンセラーが具体的な助言や情報を提供して
くれる「相談」を利用できます。こうした相談は、問題を迅速に解決するための第一歩として役立ちます。

一方、カウンセリングはもう少し深いプロセスを含みます。カウンセラーは、相談者が自分の心の中を整
理できるようサポートし、悩みの根本に気がつく手助けをしてくれます。カウンセリングの目的は、アドバ
イスをもらうだけにとどまらず、じっくりと話をする中で、相談者自身が自分をより深く理解し、無理なく
実践できる解決策を見つけることです。カウンセラーは中立的な立場で話を聞いてくれるため、安心して悩
みを打ち明けられ、日々のストレスや人間関係の問題をうまく乗り越えるためのコツも身につけることがで
きます。

また、友人や家族や同僚への「相談」も大切です。悩みを誰かに話すことで気持ちが軽くなる、共感して
もらうことで前向きになれる、そんな経験は多くの人にあるでしょう。ただ、身近な人だからこそ、時には
感情的になりすぎて客観的な視点を失うこともあります。そんな時こそ、専門のカウンセラーに相談するこ
とで、偏らずに問題の本質を見つける手助けを得ることができると言われています。

最後に、保健センターでは「相談」と「カウンセリング」のどちらも受けることができます。まずは「相
談」を試してみて、問題が深刻であれば「カウンセリング」に進むという流れが良いかもしれません。どち
らの方法も、心身の健康を守るための大切なサポートです。困った時や悩んでいる時には、早めに相談する
ことが、前向きな一歩を踏み出すためのきっかけになるでしょう。

4



越谷キャンパス業務報告





2023年度　越谷キャンパス医務室業務
４月　学生定期健康診断　4/1（土）・4/3（月）・4/4（火）・4/5（水）

保健センター会議（合同会議及び校舎会議）

教職員健康診断オプション検査申し込み受付、名簿作成

教職員健康診断資料準備

医務室利用状況集計

衛生委員会

校医内科相談・婦人科医相談・精神科医相談

５月　新入生歓迎スポーツ大会救護待機　5/16（火）

教職員健康診断　5/8（月）・5/9（火）

校医内科相談・婦人科医相談・精神科医相談

保健センター会議（校舎会議）

衛生委員会

医務室利用状況集計

学生サポートガイドブック第3版作成

６月　保健センター会議（校舎会議）

衛生委員会

校医内科相談・婦人科医相談・精神科医相談

医務室利用者集計

オープンキャンパス救護待機　6/18（日）

７月　オープンキャンパス救護待機　7/9（日）

年報準備

校医内科相談・婦人科医相談・精神科医相談

保健センター会議（合同会議及び校舎会議）

衛生委員会

医務室利用者集計

全国大学保健管理研究集会地方部会（昭和大学）オンライン参加　7/27（木）・7/28（金）

８月　オープンキャンパス救護待機　8/12（土）・8/13（日）

医務室利用者集計

９月　オープンキャンパス救護待機　9/17（日）

結核予防費補助金申請書作成

保健センター会議（校舎会議）

衛生委員会

秋学期復学者健康診断

校医内科相談・精神科医相談

祝日授業日救急待機　9/18（月）・9/23（土）
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10月　体育祭救護待機　10/18（水）
全国大学保健管理研究集会（金沢大学）　オンライン参加　10/4（水）・10/5（木）
校医内科相談・婦人科医相談・精神科医相談
医務室利用者集計
保健センター会議（合同会議及び校舎会議）
祝日授業救急待機　10/9（月）
衛生委員会

11月　学園祭救護待機　11/2（木）～ 11/6（月）
東京あだち学園祭救護待機　11/11（土）・11/12（日）
校友会イベント（東京あだち）救護待機　11/25（土）
東京あだちキャンパス学園祭救護待機　11/11（土）・11/12（日）
保健センター会議
教職員インフルエンザ予防接種　
学校推薦型選抜救護待機　11/18（土）・11/19（日）
学校推薦型選抜救護待機（東京あだち）　11/18（土）・11/19（日）
新年度予算作成
新年度健康診断予定表作成
校医内科相談・婦人科医相談・精神科医相談
医務室利用者集計
衛生委員会
祝日授業日救急待機　11/23（木）
東京あだちキャンパス校友会イベント救護待機　11/25（土）

12月　結核予防費補助金実績報告書作成
定期健康診断実施に関する業者との打ち合わせ
救急法講習会準備
校医内科相談・婦人科医相談・精神科医相談
保健センター会議（校舎会議）
衛生委員会

１月　校医内科相談・婦人科医相談・精神科医相談
大学入学共通テスト救護待機　1/13（土）・1/14（日）
保健センター会議（合同会議及び校舎会議）
衛生委員会
医務室利用者集計
保健センター年報（2022年度報告）HP掲載

２月　全国入試・A日程入学試験救護待機　2/1（木）、2/7（水）～ 2/10（土）
保健センター会議（校舎会議）
入学前相談
医務室利用者集計
衛生委員会

３月　Ｃ日程入学試験救護待機　3/4（月）
新年度用書類作成、学生の健康管理データ整理
卒業式救護待機　3/16（土）
入学前相談
学生定期健康診断準備
年間医務室利用者集計（学生・教職員）
保健センター会議（校舎会議）、業務検討会
衛生委員会

8



越谷キャンパス医務室活動報告

Ⅰ　2023年度　越谷キャンパス医務室利用状況

2023年度は、５月８日から新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行したことにより、大学での活動が
徐々に通常通りにもどりつつある中での活動となった。

１．医務室利用者数  （表１～２、図１）
2023年度は、対面授業が主流となり、疾病傷病等による来室利用者数は、年間523件で前年371件と比較し増

加した。

２．疾病別利用者数（表３）
内科では、「気分不快」が多く、外科では、「擦過傷」「切傷・裂傷」「捻挫」「火傷」「靴擦れ」による利用が

多かった。医務室へ車いす搬送するケースは、30件と多かった。

３．時間帯別利用者数（疾病）（表４、図２）
2022年度と同様に、午後の３限の時間帯の利用者数が最も多く、昼休み以降の午後の時間帯の利用が多い。

４．医療機関利用者数（表５～６）
正課中、学校行事中、課外活動中、通学中等のけがで医療機関を利用した学生は、保健センターに届け出が

あったもので23件だった。対面授業や課外活動が再開された前年度の26件よりやや少なかった。正課中では、
体育実技中が最も多く５件、課外活動中では、女子サッカー部が３件と最も多かった。

５．内科医の診察
内科の診察時間は毎週火曜日の午前11時半から午後１時半とし、2023年度は17回実施した。
黒沢医師が担当し、学生利用者は66名、教職員の利用者数は14名だった。対面だけでなく、教職員については、

オンライン（Google meet）による面談対応も行った。

６．婦人科医の相談（表７）
婦人科相談は、2014年度より女医の寺師医師が担当している。婦人科の相談時間も内科診療同様昼休みの時

間帯で月１回月曜日の午前11時半から午後１時半としている。2023年度は、対面形式で８回の実施となった。
利用者は延べ33名だった。

７．精神保健相談（表８、表９）
精神保健相談は、2006年度から内科医、婦人科医と同様に医務室の診察室において実施している。直接、精

神科医の相談を希望する学生が来室するほか、相談室のカウンセラーや学生支援室スタッフからの依頼もあり、
他部署と連携をとって学生をサポートしている。

2023年度より南埼玉病院に替わり、北辰病院に精神科医師の派遣を依頼し実施している。相談時間は、これ
まで同様に午前11時半から13時半とし、曜日は月１回水曜日に変更した。年間の相談実施回数は９回で、全相
談者数は25名だった。

８．各種検査・計測（表10～15、図３～６）
アルコールパッチテストは、2020～2022年度の３年間は新型コロナ感染症流行の影響で対面授業が無かった

ため実施していなかったが、2023年度は一部の授業で再開され、33名が実施した。
体脂肪の測定は、身体の電気抵抗（インピーダンス）を測定することによって算出するタニタの体組成計を

使用し、随時希望者に対して実施している。体育会に所属する学生が定期的に体重管理のため利用しているほか、
健康診断でBMIが低値、または高値であった学生に定期的に測定を促し学生の延べ利用者数は319名だった。

血圧測定は、医務室入り口に自動血圧計が設置されており、いつでも自由に測定できる状態にあり、随時希
望者が測定している。年間を通して教職員も含めて平均して利用されており、延べ利用者数は230名だった。

尿検査は、ヘマコンビスティックスを使用し、尿定性検査を行っている。健康診断の再検査として主に実施
し延べ受診者数は、160名だった。

傷病による医務室でのベッド休養者数は、延べ198名で対面授業の増加に伴い増加し、ほぼコロナ禍以前と
同程度になった。
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表１－２　2023年度　医務室利用者数【学生】 ※表の数字は延べ数　（　）％

区　分
学　部

学　生　数
利　　用　　内　　訳

計
内　科 外　科 その他

教育学部　学校教育課程 947 52（　5.5） 34（3.6） 14（1.5） 100（10.6）
教育学部　心理教育課程 3 0（　0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（　0.0）
教育学部　発達教育課程 626 24（　3.8） 24（3.8） 5（0.8） 53（　8.5）

教育学部小計 1,576 76（　4.8） 58（3.7） 19（1.2） 153（　9.7）
人間科学部　人 間 科 学 科 610 17（　2.8） 6（1.0） 4（0.7） 27（　4.4）
人間科学部　臨床心理学科 531 21（　4.0） 25（4.7） 5（0.9） 51（　9.6）
人間科学部　心 理 学 科 603 33（　5.5） 16（2.7） 49（8.1） 98（16.3）

人間科学部小計 1,744 71（　4.1） 47（2.7） 58（3.3） 176（10.1）
文学部　日本語日本文学科 501 21（　4.2） 17（3.4） 11（2.2） 49（　9.8）
文学部　英米語英米文学科 363 23（　6.3） 18（5.0） 11（3.0） 52（14.3）
文学部　中国語中国文学科 288 29（10.1） 16（5.6） 17（5.9） 62（21.5）
文学部　外 国 語 学 科 220 8（　3.6） 6（2.7） 9（4.1） 23（10.5）

文学部小計 1,372 81（　5.9） 57（4.2） 48（3.5） 186（13.6）
外国人留学生別科 4 0（　0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（　0.0）

大 学 院 62 4（　6.5） 2（3.2） 2（3.2） 8（12.9）
専 攻 科 0 0（　0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（　0.0）
合 計 4,758 232（　4.9） 164（3.4） 127（2.7） 523（11.0）
昨年度合計 4,711 164（　3.5） 148（3.1） 59（1.3） 371（　7.9）

表２　2023年度　月別利用者数

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
内　科 17 24 35 31 4 18 34 29 30 14 0 1
外　科 19 26 29 23 2 9 18 21 12 4 2 1
その他 10 7 11 10 1 6 10 17 19 9 2 0

図１　2023年度　月別利用者数
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表３　2023年度　疾病別利用状況（学生）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 前年

内　
　
　

科

風 邪 0 5 3 3 0 5 15 13 17 10 0 0 71 19
頭 痛 2 3 7 5 0 1 2 3 4 0 0 0 27 21
胃 ・ 腹 痛 1 1 3 2 1 3 2 5 2 1 0 0 21 12
下 痢 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
気 分 不 快 9 12 21 19 3 7 14 7 6 3 0 0 101 80
過 呼 吸 0 3 1 2 0 1 1 0 0 0 0 0 8 21
そ の 他 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 3 11
内 科 合 計 12 24 35 31 4 18 34 29 30 14 0 0 231 164

外　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

科

切 傷 ・ 裂 傷 3 1 4 2 1 1 3 3 3 3 1 0 25 27
擦 過 傷 6 4 3 5 0 1 6 2 1 0 0 0 28 22
火 傷 1 1 2 3 0 1 1 5 1 0 0 0 15 5
刺 傷 1 0 1 1 0 0 0 2 0 0 0 0 5 3
打 撲 ・ 挫 傷 0 4 1 1 0 1 2 1 0 0 1 0 11 22
捻 挫 3 6 5 2 0 1 0 0 0 0 0 0 17 18
突 き 指 1 4 1 1 0 0 2 2 0 0 0 0 11 3
化 膿 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
外傷性水疱（まめ） 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0
爪 割 れ 0 0 1 0 0 0 0 2 3 0 0 0 6 2
靴 擦 れ 1 2 5 1 1 2 0 1 0 0 0 0 13 12
筋 肉 痛 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 3 7
関 節 痛 0 0 1 1 0 2 1 1 1 0 0 0 7 7
腰 痛 0 0 2 1 0 0 0 0 1 0 0 0 4 4
虫 刺 さ れ 0 3 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 6 9
脱 臼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
靱 帯 損 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
骨 折 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
湿 布 交 換 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
ガ ー ゼ 交 換 0 0 0 3 0 0 2 1 1 1 0 0 8 3
そ の 他 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2
外 科 合 計 17 26 29 23 2 9 18 21 12 4 2 0 163 148

そ　

の　

他

婦 人 科 系 1 2 4 3 0 1 1 1 3 0 1 0 17 22
皮 膚 科 系 2 2 3 1 0 2 1 0 1 0 0 0 12 8
眼 科 系 2 2 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0 8 4
耳 鼻 科 系 1 0 2 1 0 0 1 0 1 0 0 0 6 0
歯・口腔外科系 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1
精 神 科 系 4 1 1 3 1 2 7 16 14 8 1 0 58 22
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
そ の 他 合 計 10 7 11 10 1 6 10 17 19 9 2 0 102 59

総　　合　　計 39 57 75 64 7 33 62 67 61 27 4 0 496 371

健　康　相　談 71 14 21 34 10 17 22 14 18 11 13 15 260 266

医務室搬送 （車いす） 4 2 6 5 1 1 6 0 2 2 0 1 30 34
医務室搬送 （担 架） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

合　　　　　計 4 2 6 5 1 1 6 0 2 2 0 1 30 36

医療機関搬送（救 急 車） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
医療機関搬送（タクシー） 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2
医療機関搬送（そ の 他） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　　　　計 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 4
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表４　2023年度　時間帯別利用者数

時　　　間 内科 外科 その他 合計
　　　～　9：10（始業前） 5 8 2 15
　9：11～10：50（１　限） 33 24 15 72
10：51～12：20（２　限） 39 31 16 86
12：21～13：10（昼休み） 56 25 21 102
13：11～14：50（３　限） 44 36 28 108
14：51～16：30（４　限） 44 29 18 91
16：31～18：00（５　限） 9 10 3 22
18：01～　　　（放課後） 1 1 0 2

合　　　計 231 164 103 498

表５　2023年度　傷害保険・初診料負担制度適用者集計

傷害保険適用 初診料負担制度適用 傷害保険・初診料合計
総合計正課中

行事中
課外

活動中
通学中
その他 計 正課中

行事中
課外

活動中
通学中
その他 計 正課中

行事中
課外

活動中
通学中
その他

捻 挫 2 0 2 4 0 0 0 0 2 0 2 4
打 撲 ・ 挫 傷 0 1 1 2 0 1 0 1 0 2 1 3
骨 折 2 1 0 3 0 3 0 3 2 4 0 6
脱 臼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
靭 帯 損 傷 1 1 0 2 0 0 0 0 1 1 0 2
ア キ レ ス 腱 損 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
切 傷 ・ 裂 傷 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1
肉 離 れ 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
半 月 板 損 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
突 き 指 1 0 1 2 0 0 0 0 1 0 1 2
関 節 痛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
リ ン パ 節 炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
腰 痛 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
爪 割 れ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
化 膿 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
刺 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
火 傷 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1
歯 科 ・ 口 腔 外 科 系 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1
眼 科 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1
合 計 10 3 4 17 0 6 0 6 10 9 4 23

図２　2023年度　時間帯別利用者数
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表６　2023年度　正課・課外活動中の負傷（内訳）

正課・学校行事 件数 課外活動 件数 課外活動 件数 その他 件数
体 育 実 技 5 女 子 サ ッ カ ー 3 ダンスサークルSPREADS 0 通 学 中 3
基 礎 実 習 2 アルティメットサークル文教ＡＩＲＳ 2 作 詞 作 曲 研 究 会 0 学校施設内（休憩中） 2
教 育 実 習 1 女子バスケットボール 1 アメリカンフットボール 0 学校施設間移動中 0
正 課 実 験 1 ラ グ ビ ー 1 野 球 0 合　　　 計 5
体 育 祭 1 サ ッ カ ー 1 男 子 硬 式 テ ニ ス 0
新歓スポーツ大会 0 女 子 ハ ン ド ボ ー ル 1 野球サークルRookies 0

合　　　計 10 空 手 1 男 子 ソ フ ト ボ ー ル 0
男子バスケットボール 0 陸 上 競 技 0
ラ ク ロ ス 0 劇 団 N o n - s p o i l 0
男 子 バ レ ー ボ ー ル 0
Jet’sハイボール同好会 0 合　　　計 10

表７　2023年度　婦人科受診者疾病別集計表

学部生 別科生 大学院生 専攻科生 合計 前年計

無 月 経 11
（5）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

11
（5）

5
（4）

月 経 不 順 5
（4）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

5
（4）

21
（13）

月 経 困 難 9
（7）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

9
（7）

13
（12）

過 多 月 経 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

過 少 月 経 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（1）

頻 発 月 経 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

稀 発 月 経 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

そ の 他
（ 月 経 ）

3
（2）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

3
（2）

12
（6）

不 正 出 血 3
（2）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

3
（2）

0
（0）

帯 下 の 異 常 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

外陰部の異常 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

妊 娠 の 心 配 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（1）

性 感 染 症 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

乳 房 の 異 常 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

腹 痛 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

精 神 科 系 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

そ の 他
（ 月 経 以 外 ）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（1）

医 療 相 談 2
（2）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

2
（2）

0
（0）

合　　計 33
（22）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

33
（22）

54
（38）

（ ）は実数

表８　2023年度　精神保健相談

精神保健相談
男 女 計

教 育 学 部 2 4 6
人間科学部 4 11 15
文 学 部 3 1 4
教 職 員 等 0 0 0

計 9 16 25

表９　2023年度　精神保健相談医療機関紹介者数

医療機関紹介
男 女 計

学 部 生 0 8 8
別 科 生 0 0 0
大学院・専攻科 0 0 0
教 職 員 等 0 0 0

計 0 8 8
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表10　2023年度　各種検査・その他の利用

学生 教職員 その他 合計
内 科 医 師 診 察 66 14 0 80
婦 人 科 医 師 相 談 33 1 0 34
精 神 科 医 師 相 談 24 0 0 24
心 電 図 0 0 0 0
尿 検 査 159 1 0 160
血 圧 測 定 173 71 0 244
体 脂 肪 測 定 319 20 14 353
アルコールパッチテスト 43 0 0 43
健 康 相 談 272 52 10 334
ベ ッ ド 休 養 178 8 12 198
搬 送 （ 救 急 車 ） 0 0 0 0
搬 送 （ タ ク シ ー ） 4 0 0 4
搬 送 （ そ の 他 ） 0 0 0 0

表11　2023年度　月別医務室利用状況（計測・検査等）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
体 脂 肪 測 定 18 31 57 64 8 38 38 33 20 25 10 11 353
アルコールパッチテスト 0 9 0 32 2 0 0 0 0 0 0 0 43
血 圧 測 定 119 13 10 7 1 37 13 5 13 5 2 5 230
尿 検 査 102 12 6 3 1 36 4 0 0 0 0 0 164
心 電 図 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 239 65 73 106 12 111 55 38 33 30 12 16 790

図３　2023年度　医務室月別利用状況（計測・検査等）
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表12　2023年度　ベッド使用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
学 生 12 18 32 27 3 11 24 21 19 11 0 0 178
職 員 1 1 2 0 0 0 2 1 0 0 0 1 8
そ の 他 0 1 1 0 2 0 0 1 1 3 3 0 12

計 13 20 35 27 5 11 26 23 20 14 3 1 198
前 年 度 19 16 25 19 7 15 19 14 11 10 2 0 157

表13　ベッド休養者数の推移

年 度 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
ベッド休養者数 383 373 377 269 307 207 16 95 157 198

図４　2023年度　ベッド使用状況

図５　ベッド休養者数の推移
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表15　2023年度　アルコールパッチテスト結果

判定結果 陽　　性 陰　　性 判定不能
男　　子 7 11 0
女　　子 14 12 0
合　　計 21 23 0

表14　2023年度　アルコールパッチテスト受検状況

学
年

区分

所属

受 検 者 数 陽 性 陰 性 判 定 不 能

男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計

１
年
生

教育学部 14 19 33 6 11 17 8 8 16 0 0 0
人間科学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

文学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 14 19 33 6 11 17 8 8 16 0 0 0

２
年
生

教育学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
人間科学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

文学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３
年
生

教育学部 3 7 10 1 3 4 2 4 6 0 0 0
人間科学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

文学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 3 7 10 1 3 4 2 4 6 0 0 0

４
年
生

教育学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
人間科学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

文学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0
総合計 18 26 44 7 14 21 11 12 23 0 0 0
率（％） 38.9 53. 8 47. 7 61. 1 46. 2 52. 3 0. 0 0. 0 0. 0

図６　2023年度　アルコールパッチテスト結果
判定不能
0.0％

陰性
52.3％

陽性
47.7％
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Ⅱ　2023年度　定期健康診断

１．学生定期健康診断
　日　　程：2023年４月１日（土）、３日（月）、４日（火）、５日（水）
　受診状況：図表参照（表16～26、図７～12）

2023年度の学生健康診断は、2020年度以降委託している綜友会に業務を依頼した。１日１学年とし、４月
１日～５日に実施した。受付は、混雑を避けるため、細分化、会場も分散化して感染対策を施した。

学生定期健康診断対象者は4706名、受診者は4591名、受診率は97.6％だった。

①　胸部Ⅹ線検査
胸部Ⅹ線の有所見者は、13名だった。精密検査の結果、要治療１名、経過観察２名、異常なし10名だった。

②　内科検診
内科健診の結果有所見者は９名で、心雑音１名、甲状腺腫脹７名、不整脈が１名だった。精密検査の結果、

要治療２名、経過観察３名、異常なし４名だった。

③　尿検査
事前に採尿容器を配布し、健診当日の早朝尿で検査を実施した。月経中の女子学生については、2020年

度以降月経中の学生は、尿潜血検査を検査対象としない方法で処理している。
総受診率は98.4％で、有所見率は2.6%だった。

④　心電図
学部１年生のみを対象として実施した。有所見者は７名だった。所見内容は、心室性期外収縮２名、

WPW症候群２名、ST-Ｔ異常１名、ブルガダパターン１名、洞性徐脈１名だった。精密検査の結果、経
過観察４名、異常なし３名だった。

⑤　血圧測定
血圧測定の結果、初回測定では高血圧と境界域を合わせた132名が再検査となり、再測定の結果102名が

正常範囲となった。再検者は男子が99名、女子が33名と前年同様に男子が多かった。

⑥　肥満度
女子のやせ（BMI18.5以下）は全体の17.5％で、2022年度とほぼ変わりなかった。2020年の新型コロナ

ウイルス感染症の流行を境に男女とも「やせ」の増加が顕著にみられている。特にやせが顕著な女子学生
については、個別に保健指導を実施しているが、運動量の低下と食行動の変化のほか、「EAT-26」では明
らかな摂食障害の可能性を示す事例も増加しており、継続的なフォローが必要な学生が目立った。

　　　　
⑦　健康調査　　

入学時の健康状態を確認し在学中の健康管理の参考にする目的で、「健康に関する調査」を実施した。
実施方法は、新入生を対象に入学時オリエンテーション時に配布、健康診断受付時に提出する形で行い、
健康診断受診者全員からの回答を得た。健康調査内容は、心身の既往歴、現病歴、障害者手帳の有無、発
達障害、アレルギー、精神･身体的相談、喫煙習慣、無月経等である。既往歴、現病歴のある学生につい
ては、電話で本人に聞き取りを行い、必要に応じて面談を行い、支援の必要がある場合は、学生支援室や
相談室を案内、継続支援に繋げた。

⑧　喫煙率
健康調査において喫煙の有無を確認し、喫煙率を算出した。2023年度の喫煙率は2.7%であった。2022

年度の2.2％から緩やかに上昇した結果となった。

２．秋学期健康診断
　日　　程：2023年９月27日（水）16：00～16：30

2014年度より秋学期に春学期休学者の復学時健診と春学期未受診者の胸部レントゲン撮影を含む健診を
実施している。2023年度は、復学者８名、春学期未受診者28名の計36名が受診した。また希望のあった非
常勤教員１名も胸部レントゲン撮影を受診した。
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表16　2023年度　学生定期健康診断受診状況（学年別）

学　年 対象者数 受診者数 受診率（％）
１年生 1,262 1, 260 99. 8
２年生 1,220 1, 193 97. 8
３年生 1,050 1, 016 96. 8
４年生 1,110 1, 061 95. 6

表17　2023年度　学生定期健康診断受診状況（学部別）

所　属 対象者数 受診者数 受診率（％）
教 育 学 部 1,564 1, 548 99. 0
人間科学部 1,725 1, 681 97. 4
文 学 部 1,353 1, 301 96. 2
留学生別科 4 4 100.0
教育専攻科 0 0 0. 0
大 学 院 60 57 95. 0

合　計 4,706 4, 591 97. 6

表18　2023年度　健康診断受診結果集計表（胸部X線検査）

項 目
対 象 者 数 受 診 者 数 受診率（％） 有所見者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

学
部
生

１年 501 756 1, 257 501 755 1, 256 100.0 99. 9 99. 9 1 1 2
２年 488 727 1, 215 479 722 1, 201 98. 2 99. 3 98. 8 1 1 2
３年 430 612 1, 042 414 597 1, 011 96. 3 97. 5 97. 0 0 1 1
４年 464 652 1, 116 436 638 1, 074 94. 0 97. 9 96. 2 4 3 7

留 学 生 別 科 1 3 4 1 3 4 100.0 100.0 100.0 0 0 0
教 育 専 攻 科 0 0 0 0 0 0 0. 0 0. 0 0. 0 0 0 0
大　 学　 院 25 33 58 25 32 57 100.0 97. 0 98. 3 0 1 1
総　 合　 計 1,909 2, 783 4, 692 1, 856 2, 747 4, 603 97. 2 98. 7 98. 1 6 7 13

表19　2023年度　健康診断受診結果集計表（内科検診）

項 目
対 象 者 数 受 診 者 数 受診率（％） 有所見者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

学
部
生

１年 501 756 1, 257 501 755 1, 256 100.0 99. 9 99. 9 0 1 1
２年 488 727 1, 215 479 722 1, 201 98. 2 99. 3 98. 8 0 5 5
３年 430 612 1,042 417 605 1, 022 97. 0 98. 9 98. 1 0 2 2
４年 464 652 1, 116 433 638 1, 071 93. 3 97. 9 96. 0 1 0 1

留 学 生 別 科 1 3 4 1 3 4 100.0 100.0 100.0 0 0 0
教 育 専 攻 科 0 0 0 0 0 0 0. 0 0. 0 0. 0 0 0 0
大　 学　 院 25 33 58 25 32 57 100.0 97. 0 98. 3 0 0 0
総　 合　 計 1,909 2, 783 4,692 1, 856 2,755 4, 611 97.2 99. 0 98. 3 1 8 9

図７　2023年度　学生定期健康診断受診状況（学年別） 図８　2023年度　学生定期健康診断受診状況（学部別）
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表20　2023年度　健康診断受診結果集計表（尿検査）

項 目
受　診　状　況 有　所　見　者 一次検査有所見内容

対象者数 受診者数 受診率（％） 有所見者数 有所見率（％） 蛋　　白 糖 潜　　血 蛋白・潜血
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

学
部
生

１年 501 756 1, 257 501 755 1, 256 100.0 99. 9 99. 9 22 21 43 4.4 2. 8 3. 4 20 17 37 2 1 3 2 3 5 1 0 1
２年 488 727 1, 215 479 722 1, 201 98. 2 99. 3 98. 8 6 17 23 1.3 2. 4 1. 9 1 7 8 2 5 7 3 5 8 0 0 0
３年 430 612 1, 042 417 606 1, 023 97. 0 99. 0 98. 2 5 22 27 1.2 3. 6 2. 6 2 17 19 2 2 4 3 3 6 1 0 1
４年 464 652 1, 116 436 638 1, 074 94. 0 97. 9 96. 2 7 17 24 1.6 2. 7 2. 2 7 6 13 1 4 5 1 6 7 0 0 0

留学生別科 1 3 4 1 3 4 100.0 100.0 100.0 0 0 0 0.0 0. 0 0. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
教育専攻科 0 0 0 0 0 0 0. 0 0. 0 0. 0 0 0 0 0.0 0. 0 0. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
大　学　院 25 33 58 25 32 57 100.0 97. 0 98. 3 1 1 2 4.0 3. 1 3. 5 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0
総　合　計 1,909 2, 783 4, 692 1, 859 2, 756 4, 615 97. 4 99. 0 98. 4 41 78 119 2.2 2. 8 2. 6 31 47 78 7 12 19 9 18 27 2 0 2

表21　2023年度　健康診断受診結果集計表（心電図）

項 目
対 象 者 数 受 診 者 数 受診率（％） 有所見者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
教 育 学 部 154 278 432 154 278 432 100.0 100.0 100.0 1 1 2
人間科学部 192 279 471 192 279 471 100.0 100.0 100.0 2 2 4
文 学 部 155 199 354 155 197 352 100.0 99. 0 99. 4 1 0 1
総 合 計 501 756 1, 257 501 754 1, 255 100.0 99. 7 99. 8 4 3 7

表22　2023年度　健康診断受診結果集計表（血圧測定）

項　目 性別
受　診　状　況 初　回　測　定 要再検査 再　　測　　定

対象
者数

受診
者 数

受診率
（％）

正　常 境界域 高血圧 境界域～高血圧 正　常 境界域 高血圧
人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％）

学　
　

部　
　

生

１年
男 501 501 100.0 477 95. 2 24 4.8 0 0. 0 24 4.8 23 95.8 1 4. 2 0 0. 0
女 756 755 99. 9 753 99. 7 4 0. 5 0 0. 0 4 0. 5 2 50.0 0 0. 0 0 0. 0
計 1,257 1, 256 99. 9 1, 230 97. 9 28 2.2 0 0. 0 28 2.2 25 89.3 1 3. 6 0 0. 0

２年
男 488 479 98. 2 451 94. 2 24 5.0 4 0. 8 28 5.8 22 78.6 3 10.7 2 7. 1
女 727 722 99. 3 709 98. 2 12 1.7 1 0. 1 13 1.8 8 61.5 3 23.1 1 7. 7
計 1,215 1, 201 98. 8 1, 160 96. 6 36 3.0 5 0. 4 41 3.4 30 73.2 6 14.6 3 7. 3

３年
男 430 417 97. 0 399 95. 7 16 3.8 2 0. 5 18 4.3 14 77.8 2 11.1 0 0. 0
女 612 606 99. 0 601 99. 2 4 0. 7 1 0. 2 5 0. 8 5 100.0 0 0. 0 0 0. 0
計 1,042 1, 023 98. 2 1, 000 97. 8 20 2.0 3 0. 3 23 2.2 19 82.6 2 8. 7 0 0. 0

４年
男 464 436 94. 0 407 93. 3 25 5.7 2 0. 5 27 6.2 19 70.4 5 18.5 1 3. 7
女 652 638 97. 9 627 98. 3 9 1. 4 2 0. 3 11 1.7 8 72.7 1 12.5 1 100.0
計 1,116 1, 074 96. 2 1, 034 96. 3 34 3.2 4 0. 4 38 3.5 27 71.1 6 15.8 2 5. 3

留学生別科
男 1 1 100.0 1 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
女 3 3 100.0 3 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
計 4 4 100.0 4 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0

教育専攻科
男 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
女 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
計 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0

大　学　院
男 25 25 100.0 23 92. 0 2 8. 0 0 0. 0 2 8. 0 1 50.0 0 0. 0 0 0. 0
女 33 32 97. 0 32 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
計 58 57 98. 3 55 96. 5 2 3. 5 0 0. 0 2 3. 5 1 50.0 0 0. 0 0 0. 0

総　合　計
男 1,909 1, 859 97. 4 1, 758 94. 6 91 4.9 8 0. 4 99 5.3 79 79.8 11 13.9 3 3. 0
女 2,783 2, 756 99. 0 2, 725 98. 9 29 1.1 4 0. 1 33 1.2 23 69.7 4 17.4 2 6. 1
計 4,692 4, 615 98. 4 4, 483 97. 1 120 2.6 12 0.3 132 2.9 102 77.3 15 14.7 5 3. 8

正　常…最高血圧140mmhg未満かつ最低血圧90mmhg未満
境界域…最高血圧140mmhg以上又は最低血圧90mmhg以上
高血圧…最高血圧160mmhg以上又は最低血圧100mmhg以上
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表23－１　2023年度　肥満度　BMI〔男子〕

項目

所属
対象者数 受診者数 受診率

（％）

やせ 正常 肥満１度 肥満２度 肥満３度 肥満４度
＜18.5 18.5≦～＜25 25≦～＜30 30≦～＜35 35≦～＜40 40≦

人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）

学
部
生

１年 501 501 100.0 77 15.4 344 68. 7 63 12.6 15 3.0 2 0. 4 0 0. 0 
２年 488 479 98. 2 59 12.3 353 73. 7 52 10.9 12 2.5 3 0. 6 0 0. 0 
３年 430 417 97. 0 59 14.1 299 71. 7 44 10.6 13 3.1 1 0. 2 1 0. 2 
４年 425 436 102.6 63 14.4 308 70. 6 49 11.2 9 2. 1 6 1. 4 1 0. 2 

留学生別科 1 1 100.0 0 0. 0 1 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 
教育専攻科 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 
大 学 院 25 25 100.0 4 16.0 13 52. 0 7 28.0 1 4. 0 0 0. 0 0 0. 0 
総 合 計 1,870 1, 859 99. 4 262 14.1 1, 318 70. 9 215 11.6 50 2.7 12 0.6 2 0. 1 

表23－２　2023年度　肥満度　BMI〔女子〕

項目

所属
対象者数 受診者数 受診率

（％）

やせ 正常 肥満１度 肥満２度 肥満３度 肥満４度
＜18.5 18.5≦～＜25 25≦～＜30 30≦～＜35 35≦～＜40 40≦

人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）

学
部
生

１年 756 755 99. 9 132 17.5 565 74. 8 52 6.9 5 0. 7 0 0. 0 1 0. 1 
２年 727 722 99. 3 120 16.6 550 76. 2 48 6.6 3 0. 4 1 0. 1 0 0. 0 
３年 612 606 99. 0 115 19.0 445 73. 4 42 6.9 4 0. 7 0 0. 0 0 0. 0 
４年 652 638 97. 9 109 17.1 461 72. 3 57 8.9 11 1.7 0 0. 0 0 0. 0 

留学生別科 3 3 100.0 1 33.3 2 66. 7 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 
教育専攻科 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 
大 学 院 33 32 97. 0 5 15.6 23 71. 9 2 6. 3 1 3. 1 1 3. 1 0 0. 0 
総 合 計 2,783 2, 756 99. 0 482 17.5 2, 046 74. 2 201 7.3 24 0.9 2 0. 1 1 0. 0 

〔男子〕

受診者数 やせ 正常 肥満１度 肥満２度 肥満３度 肥満４度
男子 1,859 14. 1 70. 9 11. 6 2. 7 0. 6 0. 1

〔女子〕

受診者数 やせ 正常 肥満１度 肥満２度 肥満３度 肥満４度
女子 2,756 17. 5 74. 2 7. 3 0. 9 0. 1 0. 0

98.9%

1.1% 0.1%

正常 境界域 高血圧正常 境界域 高血圧

94.6%

4.9%
0.4%

やせ
14.1％

肥満4度
0.1％

肥満1度
11.6％

肥満3度
0.6％肥満2度

2.7％

正常
70.9％

やせ
17.5％

肥満4度
0.0％

肥満1度
7.3％

肥満3度
0.1％肥満2度

0.9％

正常
74.2％

図９－１　2023年度　血圧測定（男子） 図９－２　2023年度　血圧測定（女子）

図10－１　2023年度　肥満度男子 図10－２　2023年度　肥満度女子
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表24－１　BMI推移（男子）

やせ（％） 正常（％） 肥満（％）
2017年 9.1 73.9 17. 0
2018年 9.8 73.7 16. 4
2019年 9.4 75.4 15. 2
2020年 12.1 72.2 15. 8
2021年 11.8 71.4 16. 9
2022年 11.8 71.4 16. 9
2023年 14.1 70.9 15. 0

表24－２　BMI推移（女子）

やせ（％） 正常（％） 肥満（％）
2017年 13.4 76.9 9. 6
2018年 14.1 76.7 9. 3
2019年 13.3 76.8 9. 8
2020年 18.4 73.3 8. 4
2021年 17.7 73.2 9. 1
2022年 17.6 73.8 8. 6
2023年 17.5 74.2 8. 4

図11－１　BMI推移（男子） 図11－２　BMI推移（女子）
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表25－３ 男子 女子
身長全体平均 171.1 158.3
体重全体平均 63.7 52.5

表25－１

項目

所属

身　　長　　（㎝）
１学年 ２学年 ３学年 ４学年

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

教
育

学校教育 170.2 158.7 170.3 159.2 171.9 159.1 172.5 159.5
発達教育 171.1 158.5 170.6 159.1 171.1 157.2 172.6 158.8

人
科

人　　科 169.6 157.5 170.4 158.0 171.2 156.9 171.8 158.3
臨　　床 170.5 158.3 171.1 158.6 171.9 158.2 171.4 157.6
心　　理 170.2 157.5 169.6 157.2 170.8 158.2 170.9 157.3

文
学

日　　文 171.8 157.2 171.1 157.8 171.6 157.8 169.5 157.7
英　　文 170.3 157.6 171.9 158.5 171.3 160.6 171.8 159.4
中　　文 169.1 159.7 171.7 158.0 172.0 159.5 173.5 159.6
外　　国 172.3 157.9 171.5 158.3 169.7 158.2 172.1 157.8

学年平均 170.6 158.1 170.8 158.3 171.5 158.4 171.8 158.5

表25－２

項目

所属

体　　重　　（㎏）
１学年 ２学年 ３学年 ４学年

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

教
育

学校教育 63.2 53.0 63. 5 54. 5 65. 6 54. 1 65. 7 54. 3
発達教育 63.8 53.1 63. 6 52. 6 61. 7 51. 0 65. 9 52. 5

人
科

人　　科 63.5 52.2 65. 2 51. 2 64. 3 51. 6 63. 6 51. 8
臨　　床 62.9 52.3 64. 1 51. 8 60. 5 53. 0 61. 2 54. 5
心　　理 62.5 50.3 62. 2 51. 0 61. 9 50. 4 61. 7 51. 1

文
学

日　　文 65.3 52.0 62. 6 52. 6 64. 3 50. 4 64. 5 55. 1
英　　文 61.4 52.9 65. 0 53. 2 65. 7 52. 5 67. 5 52. 9
中　　文 64.3 54.8 64. 0 52. 7 64. 8 54. 0 67. 5 53. 2
外　　国 62.3 52.6 63. 3 53. 3 63. 6 51. 7 60. 5 51. 4

学年平均 63.2 52.6 63. 8 52. 5 63. 6 52. 1 64. 7 53. 2

2023年度　身長・体重平均値一覧表

図11－3　2023年度　学年別肥満度分布（男子） 図11－4　2023年度　学年別肥満度分布（女子）
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表26－１　2023年度　喫煙率一覧表

回答者 喫煙者 喫煙率（％）
男 女 計 男 女 計 男 女 計

教
育

１年 155 279 434 1 0 1 0.6 0. 0 0. 2
２年 123 245 368 0 0 0 0.0 0. 0 0. 0
３年 126 215 341 12 3 15 9.5 1. 4 4. 4
４年 146 200 346 15 7 22 10.3 3. 5 6. 4
計 550 939 1, 489 28 10 38 5.1 1. 1 2. 6

人
科

１年 195 284 479 0 0 0 0.0 0. 0 0. 0
２年 183 243 426 2 1 3 1.1 0. 4 0. 7
３年 141 220 361 11 10 21 7.8 4. 5 5. 8
４年 114 236 350 8 7 15 7.0 3. 0 4. 3
計 633 983 1, 616 21 18 39 3.3 1. 8 2. 4

文
学

１年 158 202 360 1 0 1 0.6 0. 0 0. 3
２年 118 194 312 0 1 1 0.0 0. 5 0. 3
３年 111 142 253 12 5 17 10.8 3. 5 6. 7
４年 121 173 294 19 3 22 15.7 1. 7 7. 5
計 508 711 1, 219 32 9 41 6.3 1. 3 3. 4

合 計 1,691 2, 633 4, 324 81 37 118 4.8 1. 4 2. 7

表26－２　2023年度　学年別喫煙率

男子（％） 女子（％）
１年 0.4 0.0
２年 0.5 0.3
３年 9.3 3.1
４年 11.0 2. 8

表26－３　2023年度　学部別喫煙率

男子（％） 女子（％）
教 育 学 部 5.1 1.1
人 間 科 学 部 3.3 1.8
文　 学　 部 6.3 1.3

表26－４　喫煙率推移

年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2021年度 2022年度 2023年度
喫煙率（％） 5.3 4. 7 4. 0 4. 1 4. 5 5. 1 3. 0 2. 2 2. 7

表27　2023年度　証明書発行部数

証明書発行部数
健康診断証明書 1,654通

1,120通（前年度）

Ⅲ　証明書発行状況（表27）

すべての健康診断項目を受診し、異常のなかった学生に限り、健康診
断証明書を発行している。

2023年度の発行数は、1,654通で、2022年度の1,120通と比較し増加した。

Ⅳ　教職員の医務室利用状況（表28～30、図13）

教職員の医務室利用者数は、186名であった。内科では胃腹痛が、外科では切り傷による利用者が多かった。
月別では、2023年度は教職員では５月に利用者が多かった。「その他」は、大学に出入りしている業者や、

地域の利用者、受験生、オープンキャンパスや学園祭来場者等が含まれている。２～３月は入学予定者や保護
者からの事前相談が多かった。

毎月所定の就業時間を超過した事務職員に対し、SDS（うつ性自己評価尺度）を実施し、産業医が必要と判
断した場合は、産業医面談を実施している。

2023年度は、SDSを６件実施し、うち３件の産業医面接を実施した。

図12－１　2023年度　学年別喫煙率
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表28　2023年度　教職員・その他疾病別利用者数

項　　目 教職員 その他 計 昨年度

内　
　
　

科

風 邪 12 1 13 7
頭 痛 10 2 12 17
胃 ・ 腹 痛 14 2 16 9
下 痢 1 0 1 1
気 分 不 快 4 6 10 19
過 呼 吸 0 0 0 0
そ の 他 0 0 0 5

内科合計　 41 11 52 58

外　
　
　

科

切 傷 ・ 裂 傷 17 2 19 21
擦 過 傷 5 2 7 5
火 傷 2 0 2 2
刺 傷 4 0 4 0
打 撲 ・ 挫 傷 3 1 4 3
捻 挫 0 0 0 0
突 き 指 0 0 0 0
化 膿 2 0 2 1
ま め 0 0 0 0
爪 割 れ 2 0 2 1
靴 擦 れ 2 0 2 2
筋 肉 痛 1 0 1 3
関 節 痛 1 0 1 1
腰 痛 6 0 6 5
虫 刺 さ れ 11 0 11 3
脱 臼 0 0 0 0
靭 帯 損 傷 0 0 0 1
骨 折 0 0 0 0
湿 布 交 換 3 0 3 1
ガ ー ゼ 交 換 8 0 8 5
そ の 他 0 0 0 1

外科合計 67 5 72 55

そ　

の　

他

婦 人 科 7 1 8 12
皮 膚 科 2 0 2 5
眼 科 1 0 1 2
耳 鼻 科 0 1 1 1
歯科・口腔外科 1 0 1 3
精 神 科 系 0 2 2 0
そ の 他 0 0 0 0

その他合計 11 4 15 23
傷 病 利 用 合 計 119 20 139 136

相 談 52 11 63 79
校医相談 15 0 15 30
総 合 計 186 31 217 245
昨 年 度 210 35 245

表29　2023年度　月別医務室利用状況（教職員・その他）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
教職員 16 35 27 34 20 19 31 21 28 27 14 25 297
その他 1 1 1 3 5 3 0 5 2 5 5 9 40

表30　2023年度　産業医対応

SDS判定 SDS結果に
基づく産業医面談

ストレスチェックに
基づく産業医面接

休職・復職等に
係る産業医面接

４月 2
５月 3 3
６月 1 3
７月 1
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月
計 6 3 4 0

図13　2023年度　月別医務室利用状況（教職員・その他）
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Ⅴ　教職員定期健康診断

日　　程：2023年５月８日（月）、９日（火）
受診状況：図表参照（表31～35、図14～17）

2020年度以降感染対策として会場を広く保つため、会議室を使用して実施している。
職種別受診率は、専任事務職員は98.1％、教員は89.0％であった。非常勤教員の受診率は、50.8％と2022

年度の48.5％と比較しやや増加した。

①　特定健診結果
メタボリックシンドロームと判定されたものが男性では29名（23.8％）女性では５名（3.2％）、予備軍

は男性18名（14.8％）女性５名（3.2％）でメタボリックシンドローム該当者がやや増加した。

②　喫煙率
教職員の喫煙率は男性8.7％、女性3.8％で全体の喫煙率は5.9％だった。2022年度と比較しやや増加して

いる。

③　ストレスチェックの実施
メンタルヘルスチェックは、2012年度より健康診断と並行して実施していたが、2015年12月からの労働

安全衛生法の改正に基づき、2016年度よりストレスチェックを実施している。2017年度よりWebにより
実施している。2023年度は、５月に実施し、実施率は91.7％だった。ハイリスク者17名に対し、産業医の
面談を勧奨し、希望者３名の面談を実施した。

表31－１　2023年度　専任教職員定期健康診断受診状況

職　種 対象者 受診者 受診率（％） 前年
専 任 教 員 146 130 89.0 88. 9
専 任 職 員 54 53 98.1 98. 2
契 約 職 員 113 102 90.3 89. 1
非常勤講師 319 162 50.8 48. 5

合　計 632 447 70.7 69. 0

表32　教職員健康診断受診率推移

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
専 任 教 員 92.6 93. 2 91. 5 94. 3 90. 1 90. 4 97. 3 98. 6 98. 6 88. 4 88. 4 88. 9 89. 0 
専 任 職 員 100.0 100.0 100.0 100.0 98. 3 96. 6 100.0 100.0 98. 2 96. 7 100.0 98. 2 98. 1 
契 約 職 員 100.0 100.0 98. 8 97. 8 97. 8 89. 2 98. 9 100.0 100.0 89. 1 90. 3 89. 1 90. 3 
非常勤教員 33.3 43. 4 46. 8 65. 8 56. 7 54. 5 76. 7 78. 4 83. 1 31. 0 48. 1 48. 5 50. 8 

表31－２　2023年度　専任教員学部別健康診断受診率

対象者 受診者 受診率（％） 未受診者数
教 育 学 部 64 55 85.9 9
人間科学部 42 39 92.9 3
文 学 部 40 36 90.0 4

図14－２　2023年度　教員学部別受診率
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図14－１　2023年度　教職員定期健康診断受診率
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表33　2023年度　特定健診結果

対象者 メタボリックシンドローム 予備群 正常 判定不能
男性 122 29 18 75 0
女性 155 5 5 145 0
計 277 34 23 220 0

メタボリックシンドローム（％） 予備群（％） 正常（％） 判定不能（％）
男性 23.8 14.8 61. 5 0. 0
女性 3.2 3.2 93. 5 0. 0
計 12.3 8. 3 79. 4 0. 0

表34　2023年度　教職員喫煙率

回答者
喫煙者計

人数 率（％）
男 女 計 男 女 計 男 女 計

教員 115 93 208 8 1 9 7.0 1. 1 4. 3
職員 34 115 149 5 7 12 14.7 6. 1 8. 1
合計 149 208 357 13 8 21 8.7 3. 8 5. 9

表35　2023年度　ストレスチェック実施状況

対象者 回答者 実施率
（％） ハイリスク者 産業医面談

実施件数
面談実施率
（％）

全体 277 254 91.7 17 3 17.6

図16　2023年度　特定健診結果

図17　2023年度　教職員喫煙率
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Ⅵ　日本赤十字社による救急法講習会

日本赤十字社の講師による救急法講習会を希望者対象に毎年実施していたが、新型コロナウイルス感染症感
染拡大により2020年度以降中止している。

Ⅶ　教職員インフルエンザ予防接種の実施（表36）

2007年度より総務課の協力のもと教職員を対象としたインフルエンザ予防接種を実施している。
2021年度から委託業者を綜友会に変更して実施している。学園からの接種費用の補助（一人2,000円）があり、

各自自己負担金1,250円で実施した。
申込は、Googleフォームにより受け付け、総務課で取りまとめた。170件の申し込みがあり、受診者は161名

だった。

日　　　　時：2023年11月１日（水）　午前10時～午後０時、午後１時半～３時半
協力医療機関：綜友会（医師１名、看護師１名、受付事務１名）
接 種 費 用（自己負担）：3,250円（1,250円）
受 　 診 　 者：161名

表36　インフルエンザ予防接種受診者内訳

教員 職員 派遣、
業務委託職員 外部団体 計

専　任 非常勤 専任 契約職員
受診者 63 20 37 37 3 1 161

Ⅷ　学校感染症報告数について（表37、図18）

2023年５月８日より、新型コロナウイルス感染症が第５類感染症に移行したことに伴い、学校感染症の罹患
報告を新型コロナウイルス感染症以外の学校感染症と同一のフォームで行うこととした。

4～７月は、新型コロナウイルス感染症が主であったが、８月以降インフルエンザの報告数が増加し、10～
１月は、新型コロナウイルス感染症の報告数を上回った。

表37　2023年度　学校感染症罹患状況

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
インフルエンザ 1 5 4 3 21 37 61 56 68 40 1 0
新 型 コ ロ ナ 12 25 66 88 24 78 28 8 18 31 1 0
そ の 他 1 3 2 1 0 0 6 0 2 3 0 0

図18　2023年度　学校感染症罹患状況 
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Ⅸ　医務室だよりの発行（参考資料①、②）

保健センターホームページに、年間２回学生に向けて「医務室だより」を掲載し、健康情報について情報
発信した。

　　　
Ⅹ　まとめ

以上2023年度の学生及び教職員の健康診断と医務室利用等医務室活動について述べた。対面授業が主流とな
り、授業形態の変化に対応しきれない学生への支援が必要とされる場面が増加した。この傾向は、今後も増加
していくことが予想される。より学内の協働が求められていく中で、保健センターの主導的役割は必須である。
契約職員の雇用期限延長なども含め、スタッフの体制の充実が望まれる。
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※
電
子
機
器
が
発
す
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
が
、
睡
眠
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
メ
ラ
ト
ニ
ン
分
泌
を
抑
制
 

 
 

し
ま
す
。
そ
の
結
果
な
か
な
か
寝
付
け
な
く
な
り
、
睡
眠
の
質
も
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
注
意

し
ま
し
ょ
う

 

＊＊
早早
朝朝
覚覚
醒醒
・・
・・
２２
時時
間間
以以
上上
早早
くく
目目
覚覚
めめ
てて
しし
まま
うう
もも
のの

  

 
 
 
 
 
 
 
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
起
こ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
好
き
な
こ
と
や
趣
味
に
時
間
を
使
っ
た
り
、
外
出
し

て
友
人
と
話
し
た
り
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
部
屋
の
模
様
替
え
な
ど
、
環
境
を
変
え
て
 

み
る
と
気
分
も
変
わ
り
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

11
44
～～

11
66
時時
間間
後後

  

    

 

🌸🌸🌸🌸
医医
務務
室室
だだ
よよ
りり
🌸🌸

  
 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

   ご
入
学
・
ご
進
級
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 

 

大
学
で
の
学
び
や
多
く
の
経
験
は
、
将
来
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

 

多
く
の
事
に
挑
戦
し
、
有
意
義
な
大
学
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

  
  

2
0

2
3
年
度
春
学
期

 

文文
教教
大大
学学
保保
健健
セセ
ンン
タタ
ーー
越越
谷谷
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
医医
務務
室室

  

   

 

 

就 就
寝寝
時時
間間
でで
はは
なな
くく
、、
起起
床床
時時
間間
をを
決決
めめ
るる

  

起
床
時
刻
か
ら
逆
算
し
て
寝
る
時
間
を
決
め
る
の
は

N
G
。
 

寝
床
に
入
る
の
は
眠
気
が
出
て
か
ら
。
寝
る
の
が
遅
く
な
っ
て
も
、
 

起
き
る
時
間
は
一
定
に
。
 

 

太太
陽陽
のの
光光
でで
体体
内内
時時
計計
をを
リリ
セセ
ッッ
トト

  

「
体
内
時
計
」
は
起
床
直
後
の
太
陽
の
光
を
手
が
か
り
に
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
 

リ
セ
ッ
ト
後

1
5
～

1
6
時
間
で
眠
気
が
出
現
す
る
。
く
も
り
の
日
で
も
、
 

屋
外
は
室
内
の

5
倍
以
上
の
明
る
さ
。
起
き
た
ら
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
外
の
 

光
を
浴
び
よ
う
！
 

 

朝朝
食食
・・
適適
度度
なな
運運
動動

  

し
っ
か
り
と
朝
食
を
と
る
こ
と
は
、
朝
の
目
覚
め
を
う
な
が
す
。
 

適
度
な
運
動
は
、
入
眠
を
促
進
し
、
中
途
覚
醒
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
 

 

アア
ルル
ココ
ーー
ルル
・・
喫喫
煙煙
・・
カカ
フフ
ェェ
イイ
ンン
はは

NN
GG
  

寝
酒
は
中
途
覚
醒
が
増
え
て
睡
眠
が
浅
く
な
る
。
ニ
コ
チ
ン
に
は
 

覚
醒
作
用
が
あ
る
。
カ
フ
ェ
イ
ン
も
就
寝
前

3
～

4
時
間
は

N
G
。

 

 

「「
寝寝
だだ
めめ
」」
はは
でで
きき
なな
いい

  

週
末
の
寝
す
ぎ
は
リ
ズ
ム
を
崩
す
。
平
日
と
同
じ
く
ら
い
の
時
間
に
起
き
る
の
が
 

G
o
o
d
！
ま
た
、
睡
眠
を
あ
ら
か
じ
め
「
貯
め
て
お
く
」
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

 

昼昼
寝寝
はは

33
00
分分
以以
内内
でで

  

昼
寝
を
す
る
な
ら
午
後
の
早
い
時
間
に

3
0
分
以
内
で
。
そ
れ
よ
り
長
い
と
、
 

夜
間
の
睡
眠
を
さ
ま
た
げ
る
。
 

   

参
考
文
献
：
き
ょ
う
の
健
康
（

2
02
1
年

3
月
号
）
 
B
e
！
1
44
（
2
0
2
1
年

9
月
号
）
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参考資料②

 
 

 
 
  

 
 

 
 

2
0

2
3
秋
冬
号

 

文
教
大
学
越
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

 
保
健
セ
ン
タ
ー
医
務
室

 
 

み
な
さ
ん
、
９
月
９
日
は
何
の
日
だ
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
℡

 
0

4
8

-
9

7
4

-
0

0
5

5
（
直
通
）
 

９
（
き
ゅ
う
）
９
（
き
ゅ
う
）
で
救
急
の
日
で
す
！

 
✉

 
k-
im
u@

st
f.b
un
ky
o.
ac
.jp

 

今
年
は

9
/
3
～
９

/
9
が
救
急
医
療
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
機
会
に
救
急
法
を
学
ん
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

 

   

心
肺
蘇
生
法

 
 

周
囲
の
安
全
確
認
←
周
り
に
危
険
な
も
の
な
ど
な
い
か
？

 

傷
病
者
の
意
識
確
認
←
肩
を
た
た
く
、
耳
元
で
声
を
か
け
る
な
ど

 

反
応
が
な
け
れ
ば
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ
。

 

1
1

9
番
通
報
、

A
E

D
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
。

 

胸
と
お
腹
の
動
き
を
見
な
が
ら
呼
吸
の
確
認
。

 

普
段
通
り
の
呼
吸
が
な
い
、
呼
吸
を
し
て
い
な
い
場
合
は
胸
骨
圧
迫

3
0
回
。

 

強強
くく
！！
・
・
・
胸
が

5
㎝
は
沈
む
よ
う
に
。

 

速速
くく
！！
・
・
・

1
分
あ
た
り

1
0

0
～

1
2

0
回
の
テ
ン
ポ
で
。

 

絶絶
ええ
間間
なな
くく
！！
・
・
・
中
断
は
最
小
限
に
。

 

人
工
呼
吸
２
回
（
で
き
な
け
れ
ば
省
略
可
）

 

を
絶
え
間
な
く
続
け
る
。
救
急
車
が
来
る
ま
で
続
け
る
。

 

 

A
E

D
の
基
本
的
な
使
用
方
法

 

電
源
を
入
れ
る
。
（
ふ
た
を
開
け
る
と
自
動
的
に
電
源
が
入
る
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
）

 

パ
ッ
ト
を
貼
る
。
（
貼
る
場
所
は
パ
ッ
ト
に
図
で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
）

 

・
皮
膚
が
濡
れ
て
い
な
い
か
？
→
乾
い
た
布
な
ど
で
き
れ
い
に
ふ
き
取
る
。

 

・
貼
り
薬
な
ど
が
貼
ら
れ
て
い
な
い
か
？
→
は
が
す
、
薬
剤
が
残
っ
て
い
た
ら
き
れ
い
に
ふ
き
取
る
。

 

・
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
な
い
か
？
→
胸
に
硬
い
こ
ぶ
の
よ
う
な
出
っ
張
り
が
あ
れ
ば
、

 

そ
こ
を
避
け
て
パ
ッ
ト
を
貼
る
。

 

コ
ネ
ク
タ
ー
を
指
定
さ
れ
た
場
所
に
差
し
込
む
。

 

A
E

D
が
心
電
図
を
解
析
し
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な
場
合
は
自
動
的
に
充
電
し
ま
す
。

 

放
電
ボ
タ
ン
を
押
す
。

 

充
電
が
完
了
す
る
と
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
次
の
行
動
を
指
示
し
ま
す
。

 

 
 
「
放
電
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
ら
、
放
電
ボ
タ
ン

 

 
 

 
を
押
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
、
必
ず
自
分
と
周
り
の
人
は
傷
病
者
か
ら
離
れ
、

 

 
 

 
触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
電
気
シ
ョ
ッ
ク
終
了
後
は
直
ち
に
胸
骨
圧
迫

 

 
 

 
か
ら
心
肺
蘇
生
を
再
開
し
て
く
だ
さ
い
。

 

  

大大
学学
内内
のの

AA
EE

DD
設設
置置
場場
所所

……
３３
号号
館館
、、
体体
育育
館館
、、
警警
備備
室室
、、
図図
書書
館館
、、
第第
２２
ググ
ララ
ウウ
ンン
ドド
・・
第第
３３
ググ
ララ
ウウ
ンン
ドド
管管
理理
人人
室室

  

 

 

 

秋
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
☺

 
友
人
と
の
交
流
も
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
・
・
日
頃
の

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
？

 

 
 

 
 
英
語
の
意
味
は
「
主
張
」「
断
言
」
な
ど
で
す
が
、
「
相
手
を
尊
重
し
つ
つ
も
自
分
の
気
持
ち
や

 

 
意
見
を
率
直
に
伝
え
る
自
己
表
現
」
の
こ
と
で
す
。
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め
に
、
自
分
も
相
手
も

 

大
切
に
で
き
る
「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
視
点
を
ぜ
ひ
も
っ
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

 
 

 
 

 

   伝
え
る
言
葉
を
見
直
そ
う

 
 

 
 

 
 

 
 

 ふ
わ
ふ
わ
言
葉
と
ち
く
ち
く
言
葉
知
っ
て
い
ま
す
か
？

 

  
〈
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
の
例
〉

 
 

 
 

 
〈
ち
く
ち
く
言
葉
の
例
〉

 
 

 
 

  
 
 
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
を
使
う
自
分
自
身
も

 

 
・
あ
り
が
と
う
、
助
か
っ
た
よ

 
 

 
・
バ
カ
、
ア
ホ

 
気
分
が
良
く
な
っ
た
り
、
逆
に
ち
く
ち
く

 

 
・
い
い
ね
、
素
敵
だ
ね

 
 

 
 

 
 
・
ウ
ザ
い
、
ム
カ
つ
く

 
言
葉
を
使
う
と
イ
ヤ
な
気
持
ち
が
増
し

 

 
・
頑
張
っ
た
ね
、
や
っ
た
ね

 
 

 
 
・
キ
モ
い
、
く
さ
い

 
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

 

・
大
丈
夫
？

 
ど
う
し
た
の
？

 
 

 
 
・
黙
れ
、
う
る
さ
い

 
言
葉
に
は
思
っ
て
い
る
以
上
の
力
が
あ

 

 
・
ご
め
ん
ね

 
 

 
 
な
ど

 
 

 
 
・
あ
っ
ち
い
け

 
 
な
ど

 
り
、
何
気
な
く
言
わ
れ
た
言
葉
、
言
っ
た

 

 
言
葉
が
自
分
や
相
手
に
大
き
な
影
響

 

 
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

 

上
手
に
意
見
や
気
持
ち
を
伝
え
る

 

 
 

 
 

 
 

改
め
て
意
識
し
て
お
き
た
い
で
す

  

上
手
に
意
見
や
気
持
ち
を
伝
え
る

 

●
相
手
と
意
見
が
異
な
る
場
合
の
主
な
パ
タ
ー
ン

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

①
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
意
見
を
押
し
通
そ
う
と
す
る

 
 

👉
話
が
ま
と
ま
ら
な
い
、
険
悪
な
関
係
や
良
く
な
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま
う

 

②
自
分
（
ま
た
は
相
手
）
が
意
見
を
譲
る

 

👉
納
得
し
た
上
で
意
見
を
譲
っ
て
い
る
な
ら
い
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
い
つ
も
一
方
だ
け
が
我
慢
を
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

一
緒
に
い
る
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う

 

③
意
見
を
出
し
合
っ
て
解
決
策
を
話
し
合
う

 

👉
お
互
い
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
話
し
合
う
こ
と
で
、
両
方
が
納
得
で
き
る
着
地
点
を
探
っ
て
い
き
ま
す

 
 

た
と
え
意
見
が
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
感
情
的
・
攻
撃
的
に
な
ら
ず
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
か
つ

相
手
の
気
持
ち
も
理
解
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
が
納
得
で
き
る
よ
り
よ
い
結
論
に
た
ど
り
つ
け
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す

 
 

 

●
気
の
進
ま
な
い
誘
い
を
断
る
場
合
は
ど
う
す
る
か

 

👉
「
相
手
に
悪
い
な
」「
嫌
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
な
か
な
か
断
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
本
当
の
気
持
ち
を
飲
み
込
ん
で
我
慢
す
る
の
は
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
ス
ト
レ
ス
に
な
る
な
ど
自
分
の
心
の
健
康
に
お
い
て

は
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
す
。

 
相
手
の
事
を
尊
重
し
つ
つ
も
自
分
の
気
持
ち
を
率
直
に
伝
え
ら
れ
れ
ば
お
互
い
嫌
な
気
持
ち

に
な
ら
ず
に
済
む
で
し
ょ
う
。
な
お
、
お
酒
や
た
ば
こ
、
薬
物
な
ど
の
違
法
な
誘
い
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
「

N
O
！
」
 

を
。
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・
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オ
ン
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康
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越谷キャンパス相談室活動報告

Ⅰ　2023年度　運営体制
2023年度の相談室は、2022年度末に退職した３名の相談員に替わって、新たに３名が入職し、非常勤相談員

６名により運営された。相談員は週４日（３名）、３日（１名）、２日（２名）の勤務体制であり、全員が臨床
心理士・公認心理師である。

Ⅱ　相談活動
１．相談活動全体
⑴　概要（図１、表１、表２、表３）

2023年度は、5月に新型コロナウイルス感染症の感
染症法上の位置づけが２類から５類へと移行したが、
本学における相談活動においてもポストコロナの様相
が表れていた。新型コロナウイルス感染症の問題が生
じた初年度の2020年は、学生の通学が制限されたこと
で、相談室も相談活動の縮小を余儀なくされ、それ以
前と比較して相談件数が低下した。しかしその後、コ
ロナ禍の反動と遠隔相談の方法が普及することで相談
件数は増加が続いた。この相談件数の変化は、学生相
談学会を中心とした研究・報告から全国的な現象として指摘されている（江上, 2022；杉江, 他,  2022）。コロ
ナ禍以前を含めた表１・図１より、本学でも2020～2022年にかけて同様の傾向が見られた。2023年度の相談利
用延べ件数は1,761件（入学前相談を含む）、相談利用者実人数は257人であった。昨年度の延べ件数2,845件、
実人数300人と比較すると減少しているものの、コロナ禍以前と比較すると同程度の数値となっており、コロ
ナ禍以前の水準に戻りつつあることが指摘できる。

相談形態ごとの内訳では、対面相談が1,265件（昨年度 1,625件）、次いでオンライン相談47件 （昨年度 444 
件）、電話相談が22件（昨年度 71件）、メール相談は11件（昨年度 117 件）であった。各形態ごとに件数は
減っているが、本年度の特徴は、相談全体に対するオンライン相談・電話相談・メール相談を合わせた遠隔相
談の手段を用いた件数の割合が５％と、昨年度の割合22％に比して大幅に減少したことである。コロナ禍では
学生のニーズに対応するためオンライン相談に力を入れていたが、授業形態が対面中心に移行したのに応じて、
相談形態も直接的な対応が中心となってきたことが数値にも表れている。来室して相談し、その場で次回の面
接予約をするという直接的な関わりが増えたため、受付対応としても、メールを用いた連絡は743件（昨年度
1,412件）と大幅な減少が見られた。

医務室や学生支援室等の学内他部署、または保護者との連携活動（コンサルテーション）は 361件で、昨年
度 522件（一昨年度 427件）と比較すると減少したが、コロナ禍以前の2019年度（392件）と比較すると同程
度であった。この連携活動には、後述する「入学前相談」からつながる学生が、心身の不調や発達特性を抱え
ながら入学し、学生本人の希望に基づいて教職員や他部署と継続した支援や連携を要したことも含まれる。ま
た、2023年度の特徴として、特に4年生について秋学期以降での新規の相談申込が多く、相談行動につながる
までに時間を要した傾向が挙げられる。本年度の4年生は入学時とコロナ禍1年目が重なり、それまで経験のな
かったオンライン授業を中心とした学生生活を余儀なくされ、社会的・現実的な活動や関わりの激減に、最も
長く影響を受けた学年でもあった。それ故に社会性を育む経験が乏しかったと考えられ、困った状況が差し
迫っていても、担当教員にも家族にも相談や報告ができていない場合も多かった。そのため、相談室では必要
に応じて指導教員や保護者と連携を取る対応が多かったことも、学生へのコロナ禍の影響を反映していたと考
えられる。

男女別・学部別の利用については、例年と同様に女子学生の利用率が高く、学部別では人間科学部が6.4％
で最も多く、教育学部2.9％、文学部2.8％は昨年度から微減となった。コロナ禍以前と比較すると、2019年度
の相談実人数248人から微増しており、利用率（人間科学部5.0％、教育学部1.8％、文学部2.7％）は増加傾向
である。大学院生の利用については例年通り人間科学系の利用が主であり、対人援助の専門家の養成課程にあ
る学生の心理的援助について、相談室が一端を担っていると考えられる。全学において、大学院生の利用率の
高さは人間科学系の学部・専攻のある越谷キャンパスの特徴と言える。

図１　最近５年間の相談活動 利用のべ件数・利用者数の年次推移
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⑵　来談経路（表４）
インテークや相談受付フォーム入力時のアンケートから集計

した。「相談室を利用しようと思ったのは？」という来談経路
を尋ねる問いには、例年同様「自分から」来談した学生が
59.5％と最も多かった。６割程の学生は、主体的な意思を持っ
て来室しているようである。「人に勧められて」来談した学生
は28.8％となっており、３割程度の学生は、周囲から促されて
申し込んでいる。相談を提案しているのは、「教員」（7.2％）、

「知人」（5.9%）、「家族」（4.5%）といった生活上身近な存在で
ある。「医務室」（4.5%）や学生課の「学生支援室」（2.3%）と
合わせると、学生サービス部署も、重要な相談の入り口になっ
ている。「入学前相談」を受けて来談した学生は7.7％であり、
入学前相談から継続的な利用へも繋がっている。

２．個人相談
⑴　月別利用状況（表５）

教職員利用は４～６月にかけて多く、４月が最も多い月となった。春学期が始まった早い段階に環境調整を行
う目的で、「要支援・配慮学生」や「気になる学生」について情報共有がなされていたことが分かる。一方で、同
時期の学生利用は教職員程多くなく、ゆっくりとした出だしとなり、秋学期になるにつれて増加している。スロー
スタートとなった背景には、相談員３名の退職により相談が終結となった影響が示唆されるだろう。また、秋学期
に学生利用が多くなった点については、10月と11月に体験講座を開催しており、B！bb’sや学内掲示で相談室からの
情報やお知らせを目にする機会が増えたことによる影響と思われ、その結果11月の学生利用が最も多かった。

学部ごとの比較について行うと、人間科学部の利用は変わらず多く、年間合計件数では、人間科学部は他２
学部の３～４倍以上の数値となっている。心理的問題のメカニズムを理解し、その援助について学ぶという人
間科学部の特質上、自身の心理的課題にも触れやすい環境下にあるため、援助される体験を通じて自己理解を
深め、対人援助職の道に進む学生が多い印象である。

表５　2023年度　学部・所属ごとによる利用件数の月別推移

月 別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計（人）

所　
　

属

教 育 学 部 16 13 16 20 11 26 15 20 20 14 14 21 206
人 間 科 学 部 60 74 80 70 38 52 84 101 90 87 58 60 854
文 学 部 21 26 20 25 16 18 20 28 22 14 15 14 239
大学院・専攻科 3 4 6 5 1 4 11 8 7 5 5 4 63
保 護 者 5 1 0 7 1 0 4 0 1 2 3 1 25
教 職 員 39 33 35 21 26 25 31 30 19 32 28 16 335
卒 業 生 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

計（人） 144 151 157 148 93 125 165 189 159 154 123 117 1,725
※その他に外部連携機関を含む

表４　2023年度　来談経路の内訳（学生・保護者・卒業生）

来談経路 人数（人） 割合（％）
自分から 132 59.5
人に勧められて 64 28.8

紹
介
者
の
内
訳

医務室 10 4.5
学生支援室 5 2.3
職　員 5 2.3
教　員 16 7.2
知　人 13 5.9
家　族 10 4.5
医療機関 3 1.4
その他 2 0.9

入学前相談 17 7.7
不明 9 4.1

計 222 100.0 

表１　最近５年間の相談活動形態別　利用のべ件数・利用者実人数の年次推移

年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

利
用
の
べ
件
数

対 面 相 談 1,696 487 1, 604 1, 625 1, 265 
オンライン相談 314 658 444 47 
電 話 相 談 46 410 119 71 22 
メ ー ル 相 談 192 156 117 11 
窓 口 相 談 27 7 21 20 17 
コンサルテーション 392 250 427 522 361 
心 理 検 査 6 0 5 12 0 
入 学 前 相 談 13 14 11 8 6 
グループ・学生向け講座 27 － 6 11 30 
そ の 他 75 2 4 15 2 

計 2,282 1, 676 3, 011 2, 845 1, 761 
利用者実人数 248 200 295 300 257 

表２　2023年度　受付・問い合わせ対応（学生のみ）

件 数

受付対応
メール 743
電　話 102
対　面 53

計 898

表３　2023年度　学部・男女別利用率

学部 教育学部 人間科学部 文学部 大学院

利用率
（％）

男 性 2.2 3. 4 1. 9 7. 1 
女 性 3.3 8. 5 3. 5 11. 8 
学部合計 2.9 6. 4 2. 8 9. 7 

32



⑵　主訴別利用者数（表６）
近年の傾向として、相談内容では「心理」が圧倒的に多く、不眠、食欲不振、頭痛、腹痛等の心身の不調を

訴え、医務室経由での来室も少なくない。自分がどうしたいのか、何が嫌なのか、自分の内面に目を向けにく
かったり触れられなかったりして、代わりに身体で辛さを訴える学生が多い印象である。何の影響を受けて身
体の不調に至っているのか、対人関係、性格、家族、就活、学業等問題の整理を相談員と一緒に行い、自身の
課題として抱えられるよう促しながら心理的支援に繋げている。また、配慮を必要とする学生は増加傾向にあ
り、「修学」や「進路」に関する問題では、支援室やキャリア支援課との連携が必須となっている。

次に、学部・学年ごとの延件数を見ていくと、２年生と４年生の件数が多い。２年生に関しては、勉強とバイ
トの両立や進路を踏まえた３年の研究室選択等、ハードなスケジュールから心身に不調をきたす学生も見受けられ
る。４年生は就職・進路の問題と向き合う時期なので、一般就職が多い人間科学部と文学部は４年生の利用が最も
多い。それぞれの学年のライフイベントにも注視しながら、引き続き心理的サポートの充実を図りたい。

表６　2023年度　主訴別利用件数一覧

学生のみ
個人相談活動 修学 心理 進路 生活 その他 延件数 計 実人数 新規人数

教
育
学
部

１年 男性 0 1 0 0 0 1 13 1 1 
女性 4 8 0 0 0 12 6 6 

２年 男性 5 18 0 0 0 23 70 3 2 
女性 6 37 0 0 4 47 8 3 

３年 男性 1 15 0 0 0 16 48 5 3 
女性 2 30 0 0 0 32 9 4 

４年 男性 0 4 4 0 0 8 60 4 4 
女性 0 52 0 0 0 52 9 2 

５年以上 男性 0 0 0 0 0 0 15 0 0 
女性 0 15 0 0 0 15 1 0 

人
間
科
学
部

１年 男性 1 12 0 0 0 13 149 3 3 
女性 15 91 29 1 0 136 18 18 

２年 男性 3 72 0 1 0 76 203 8 6 
女性 8 117 2 0 0 127 21 15 

３年 男性 0 49 0 0 0 49 182 5 1 
女性 0 130 3 0 0 133 24 14 

４年 男性 0 16 26 1 0 43 276 5 4 
女性 9 191 32 1 0 233 22 10 

５年以上 男性 3 9 0 0 0 12 44 3 1 
女性 0 32 0 0 0 32 2 0 

文
学
部

１年 男性 0 1 0 0 0 1 51 1 1 
女性 2 47 0 1 0 50 6 6 

２年 男性 1 38 4 0 0 43 69 3 2 
女性 5 21 0 0 0 26 7 4 

３年 男性 0 4 0 0 0 4 24 1 1 
女性 1 18 1 0 0 20 6 3 

４年 男性 2 44 16 0 0 62 86 6 4 
女性 5 18 1 0 0 24 5 2 

５年以上 男性 0 0 0 0 0 0 9 0 0 
女性 0 5 4 0 0 9 3 0 

大学院・専攻科 男性 1 1 0 0 0 2 63 2 2 
女性 3 57 1 0 0 61 4 0 

留 学 生 別 科 男性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
女性 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 77 1, 153 123 5 4 1, 362 1, 362 201 122 

その他の相談活動

コンサルテーション 保 護 者 25 25 25 15 10 
教職員連携 335 335 335 32 12 

その他（外部連携機関） 1 1 1 1 
卒 業 生 2 2 2 2 
心 理 検 査 実 施 0 0 0 
入 学 前 相 談 利 用 6 6 6 6 6 
学 生 向 け 体 験 講 座 30 30 30 

相談活動合計 延件数 実人数 新規数
1,761 257 150 
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⑶　相談方法別利用者数（表７、図２）
一昨年2022年度は、アフターコロナに入りオンライン相談から対面相談へと切り替わる過渡期であったため、

必要な学生にはオンライン相談を継続していた。新型コロナウイルス感染症が５類へと移行した2023年度は、
相談方法について丁寧な検討を重ね、コロナ前の対面相談を主軸とする方針へ戻していった。したがって、
４月は電話・メールを含むオンライン相談が10件以上となったが、それ以降は10件以下に留まっている。しかし、
オンライン相談のニードは学生から一定数あり、学生相談学会や他大学からの情報収集の結果、長期休みで
帰省中の学生や心身の不調から登校困難な学生は、オンライン相談を好む傾向があるため、オンライン相談
を完全に閉じることは難しいことが分かった。当相談室としては、オンライン相談の窓口を残しつつ、初回
相談は対面相談で行うという制限を設けることで、利便性と安全性の両立を図る努力を行っている。

Ⅲ　「入学前相談」のとりくみ（参考資料①）
不登校や発達障害、精神的な問題等、何らかの社会的不適応経験や困難を抱えて入学する学生に対し、早期

支援の方法として、相談室、学生支援室、医務室の３室合同で入学前相談を実施している。実施の目的は、
①早期に学内でキーとなる支援者と会い、入学後の相談のハードルを下げること、②予防的介入により大学生
活への初期適応を促すことであり、今回で６年目を迎えた。具体的には支援を要する学生と保護者に対し、入
学後の就学上および生活上の心配事をうかがい、問題解決につながるような情報を提供した。希望に応じて入
学する学科へ事前に情報共有を行った。相談方法は対面相談に加え、遠方からの希望者に向けたZoomによる
オンライン相談のどちらかとした。

特にここ数年は、障害者総合支援法の改正を受けて障害を持つ入学者やその家族からの相談が目立っている。
身体障害や持病が授業参加へどう影響するのかといった、障害支援のための合理的配慮等に関する内容の増加
から、当初の相談対応にとどまらない受付・対応方法について検討した。

【実施内容・方法】
合格時期に合わせ、前半と後半にわけて計10日間実施した（予約制、１枠50分）。

①　前半：2024年２月13日（火）～ 19日（月）2023年12月までの合格者対象
②　後半：2024年３月11日（月）～ 15日（金）2024年１月以降の合格者対象
・参考資料①の「入学前相談日のお知らせ」の案内は、インターネット上の入学手続きシステムを利

用し、入学者向けの情報の一つとして配布した。

表７　2023年度　相談方法の月別推移（学生のみ）

月 別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計（人）

相
談
形
態

対 面 相 談 81 107 113 113 59 93 126 150 135 114 83 91 1, 265 
電 話 相 談 5 1 3 2 2 0 0 0 2 2 3 2 22 
オンライン相談 9 6 6 3 4 4 1 2 1 2 5 4 47 
メ ー ル 相 談 2 0 0 2 0 1 0 2 0 1 1 2 11 
窓 口 相 談 3 3 0 0 1 2 3 3 1 1 0 0 17 

計（件） 100 117 122 120 66 100 130 157 139 120 92 99 1, 362 

図２　2023年度　相談方法の月別推移（学生のみ）
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・Google formで予約申請フォームを作成し、チラシに掲載した。相談希望者には、予約申請フォー
ムに氏名、連絡先、入学予定の学部、相談形態の希望（対面もしくはオンライン）、保護者同伴の
有無、希望日時（第3希望まで）、相談内容等の記入を求めた。

・先着順で、相談内容によって対応部署・日時を決定。割り振りと申込者への連絡は相談室が行った。
・入学する学科に相談内容の情報を共有する希望があった場合は、報告書を作成し、内容の確認と共

に、同意書に署名をもらった。オンライン相談の場合は、メールにて同意を得た。
・加えて、今年度からの新たな試みとして、障害支援に向けた合理的配慮希望の相談を踏まえた事前

コーディネートのため、障害者手帳所持に関する任意の記載欄を設けた。こちらに記載があった場
合は、入学前相談実施を待たずに担当部署へ直接依頼し、学科とも共有の上、学内の障害支援ルー
トで直接対応することに変更した。これまでは、身体的理由や持病による障害支援内容と事前に判
断された場合でも、入学前相談の日程内で実施し、医務室や学生支援室の担当者が同席する形で対
応していた。しかし、その後に続く手続きと入学前相談実施時期との兼ね合いから、本人の利便性
に資するようなるべく早く、受付後に学生支援室や医務室の担当者へ直接依頼し、初期対応とする
ことに変更した。これにより早々に各部署や学科での受入れ対応を進められるようになった。

【結果】
計13件の申し込みがあり、相談室での対応件数が６件ですべて実施した（１枠50分）。キャンセルはな

かった。また障害支援として医務室、学生支援室での対応件数は７件であった。
①前半（２月）：申し込み11件［そのうち相談室での対応　５件］

相談室対応分内訳：対面４件、オンライン１件／本人のみ４件、保護者同伴１件／情報共有希望４件
②後半（３月）：申し込み２件［そのうち相談室での対応　１件］

相談室対応分内訳：対面０件、オンライン１件／本人のみ１件、保護者同伴０件／情報共有希望なし
＜対応部署＞（重複あり）：相談室６件、学生支援室６件、医務室２件

【実施後アンケート】
相談室対応６件のうち６件分すべて回収。①お知らせ・方法・当日までの流れ　②相談員対応について　

③相談内容の不安消具合　④感想（自由記述）について尋ねた。
①「大変分かりやすい」：３名「分かりやすい」：３名
②「大変満足」：６名
③「解消された」２名、「やや解消された」４名
④感想（自由記述）

・対人関係の不安を和らげることができました。
・丁寧に対応してくださりありがとうございました。共有しておいて欲しい情報がスムーズに伝達されて

かなり話しやすかったです。度々お世話になるかと思いますがぜひよろしくお願いいたします。
・入学後も利用したいと思います。ありがとうございました。
・生活の中で何か困った際に利用できる場所が多くあり安心しました。大学の関係者の方と実際に話すこ

とができたので、相談前より気持ちが楽になりました。ありがとうございました。
【まとめ】

今年度は受付開始時期が１ヵ月早まり、11月中旬より申込みがあった。新たに対応の分担化、受付
フォームの内容、学科への報告書作成・提出や文書フォーマット等、流れや方法を大幅に見直し改変を試
みたことで、円滑に行うことができた。

申込みのうち学生支援室・医務室対応のケースについては、身体疾患、身体障害、精神疾患等の障害支
援に関する相談であった。昨年度までは入学前相談の枠内で相談室が主に動きつつ、各学内部署と連携し
て対応を進めていたが、今年度は申込みの半数以上が障害支援対応を希望しており、「入学前相談」がそ
の窓口としての機能を併せもつ改変となった。窓口を経て実際の障害支援対応に最短でたどり着ける機能
的な流れを目指し、担当者で話し合いを重ねた結果である。大学との繋がり作りのきっかけとして、また
入学前の相談窓口、支援窓口として、少しでも学生の不安を解消する役割を担い、適切な学生支援の一翼
を担えるよう今後も工夫を重ねていきたい。

Ⅳ　フリースペース
昨年度まで、新型コロナウイルス感染症対策のため、閉室の措置をしていた。しかし、保健センターとして、

フリースペースの再開が強く望まれていた。今年度、室内の会議や準備、課内での相談、検討を経て、６月か
ら３年ぶりに開室した。開室にあたり、おおよそ以下の方針とした：「基本的には一人で静かに過ごしたい学
生向けの場とする」、「人数を８～10人に制限し、先着順とし、１日１回、授業時間１枠まで、飲食はできな
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い」また、学生には、利用にあたり、『フリースペース利用申請書』の記入を依頼し、上記の条件を守って利
用するよう促した。利用申請書記入後は、来室時に学生証を受付に預け、退室時に学生証を取りに来る、とい
う方法で、来室した学生を具体的に把握した。６、７月の試行的な開室を経て、秋学期に学生へ発信し、広く
周知した。毎月10名前後の学生が利用した。一人で静かに、空いた時間に気持ちを落ち着けるため、といった
上記の目的に沿った利用をしてくれた。一方で、課題も見えた。建物の構造上、常時目を配るのが難しい時が
あった。また、相談員全員が相談中となると、学生への受付対応ができなくなった。この際は隣の医務室に協
力を仰いだ。加えて、保健センター内では、飲食のできる場所として提供してほしい、との要望も挙がった。
この件も含めた、課題を踏まえ、次年度の開室の在り方を検討してゆくこととなった。

Ⅴ　学生向け体験講座
１．ハロウィンリース講座（参考資料②）

【講座名】
フラワーアレンジメント講座～ハロウィンリース作り～

【日時・場所】
2023年10月11日（水）13：10～14:：40

〈会場〉14202教室（14号館LECRO ２階）
【参加人数】

学生10名（女性９名、男性１名）
【内容】
　　コロナ禍が落ち着いた本年に、対面参加での作業系の講座を実施した。目的としては、対人関係の難

しい学生にとって、リース作りという共通の作業を一緒に行う中で、学生同士の交流の場となることと、
学生相談室や相談員の存在を知ってもらう広報活動の一つとなることを目指した。講師は、越谷市内で
フラワーアレンジメント教室を開かれている山内邦枝先生をお招きした。

　　作品完成後みんなで鑑賞会を行い、自分の作品について一言紹介を実施することで、１人参加の学生
も、他者と共通の作業を同じ空間で行う体験や、同じ作業を分かち合う経験ができたのではないかと推
察される。

【結果と今後の課題】（終了後にアンケート回収：学生10名）
　「大変満足だった」（10名）、参加学生の全員から高い満足度が示された。
　次回以降の改善点として、参加者が女子学生に偏りがちであったことが挙げられる。

　　男子学生の参加も促せるような広報の方法については、今後の検討課題であると思われる。またキャ
ンセル待ちの学生も1名いたこと、数日で申込希望人数が埋まってしまったことから、来年度以降は実
施人数を増やすことも検討する必要がある。

【参加者の感想（アンケートより）】
・とても楽しかったです！みんなでお喋りしながらたくさん考えて作ってという今回のような行事が大

学生になっても出来てとても良かったです！ぜひまたやりたいです！
・本格的なリース作りができて楽しかったです。作るのも楽しかったんですけど。他の人の作品を見る

のもとても楽しかったです。
・工夫しがいがあって面白かったです
・優しい雰囲気で作業をすすめられて楽しかったです。
・初めて今回、リースを作成しました。自分でデザインをイメージすることが意外と難しかったです。

ですが、思った以上にすてきに仕上がりました。とても楽しい時間を過ごせました。ありがとうござ
いました。

・普段、芸術関係はやらないので、とても楽しかったです。時間をかけすぎてしまったけれど、最終的
にいいものが出来てよかったです。

・無料だとは思えない満足度でした！とっても楽しかったです！
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２．アロマセラピー講座（参考資料③）
【講座名】

アロマセラピー講座
【日時・場所】

2023年11月15日（水）13：10～14：40
〈会場〉14301教室（14号館LECRO ３階）

【参加人数】
学生20名（女性16名、男性４名）

【内容】
心身の調子を整えることに興味がある学生が多いことからアロマセラピー講座を数年ぶりに実施した。

ハロウィンリース作り講座と同様に、作業系に加えて座学もある講座内容だった。目的として、ストレス
や季節の変わり目の影響、生理痛や頭痛、不安感や不眠等さまざま心身の不調を抱える学生の来室が多い
ことがあげられる。また、講義を通じて目指したこととして、一点目は、自身の心身の課題に目を向けら
れることや、アロマオイルの効能や歴史、吸収経路等を学び、香りを嗅いでブレンドする作業の場を他者
と共有すること、二点目は、対人関係の難しい学生にとって、学生同士の交流の場となること、三点目は、
学生相談室や相談員の存在を知ってもらう広報活動の一つとなることとした。講師は、これまでにも度々
お願いしている中田真世先生をお招きした。

【結果と今後の課題】（終了後にアンケート回収：学生20名）
「大変満足だった」（19名）、「まぁ満足」（１名）という、参加学生の全員から高い満足度が示された。
次回以降の改善点として、参加者が女子学生に偏りがちであったことが挙げられる。男子学生の参加も

促せるような広報の方法については、今後の検討課題であると思われる。またハロウィンリース作りと同
様に、数日で申込希望人数が埋まってしまったことから、キャンセル待ちの学生も10名いたことで、来年
度以降は実施人数を増やすことも検討する必要がある。

また、講座時間について「短かった」の回答が５名いた。要因としては、アロマオイルのボトルを実際
に手に取り、香りを選び、好みのアロマオイルを混ぜる作業において、ボトルの数が限られていたこと、
香りを選ぶ時間が長くかかる人もいたこと等から、作業時間が足りないと感じた学生がいた可能性があげ
られる。

【参加者の感想（アンケートより）】
・元々アロマに詳しいという訳ではなく、ただ癒されたらいいなという軽い気持ちで講座を受けました

が、アロマについても知ることができて、アロマに関心を抱くことができました。ザワザワしていた
気持ちが落ちつくような感じがしてよかったです。

・強い匂いが苦手で今まで近寄り難かったアロマですが、ちゃんと意識してみると、どんな匂いが強く
て苦手なのか、好きなのか、向き合って理解できた気がします。とても楽しかったです！

・実際にどう精油が作られるのか、どのような効果があるのか知らなかったため、知れたことがよかっ
た。また、自分で実際に好きな香りの調香をすることができるとは知らなかったため、作ることがで
きてうれしかった。普段自分が好きでかいでいる香りに自分の中の気持ちや自分の状態を知ることが
できたのが不思議だった。

・香りがこれほどまでに気持ちと体に影響を与えるとは思わなかった。特に体に直接的な影響をうけた
のがとても不思議で面白かったです。ローズマリーの香りを試したとき、のどがすっきりして頭がさ
えた感覚になりました。自分の感覚をこれからも大切にしていきたいです。

・香りが好きだったが、香りが表す自分自身の状態を知ることができて面白かった。中高と今では好き
な香りが変わっていることに気づいた。

・自分と向き合う時間になりとても良かった。アロマについて知ることができ、楽しかったです。

Ⅵ　研修活動
１．業務検討会（2023年３月１日）

保健センター長、主任教員、相談室、医務室、学生支援室のスタッフが参加しオンライン形式で実施した。
今年度は、学生生活や進路への不安が高く不適応を起こしている学生について検討が行われ、連携の必要性と
具体的支援について話し合われた。学内適応を目指していく上では、教職員連携はじめ、保護者の協力、そし
て医療機関との連携の重要性を再確認し、今後の支援にも活かしていきたいと考えている。
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２．事例検討会（2023年８月30日、2024年２月28日）
学生相談の技術研鑽のため、今年度も学外講師の先生を迎えて、相談員全員が参加する事例検討会を２回実

施した。
・第１回：鈴木佳子先生（青山学院大学学生相談センター）

鈴木先生をお招きし、対面での研修として三部構成で事例検討を行った。先生のご専門である交流分析の視
点から、見立てや支援について温かいご助言をいただいた。あらためて見立てを持つこと、見立てを学生と共
有していくことの重要性を考える機会となった。また、学生が「I am OK.」という感覚を育んでいけるように、
相談の中でどのように学生と関わっていくのかという関わる際のポイントについても学ぶことができた。
・第２回：樫木啓二先生（早稲田大学保健センター学生相談室）

樫木先生をお招きし、遠隔相談の手段を用いての相談事例について検討を行った。面接経過を振り返り、
ケースの理解を深めるアセスメントと、相談者と今後の方向性を共有するための応答のポイントについてご指
導いただいた。また、学生相談活動の実践経験から、心理臨床学的な安全が守られた相談活動を行うための具
体的な工夫・枠組みについても教えていただいた。

Ⅶ　その他
１．新入生オリエンテーション（参考資料④）

入学時の新入生配布資料として、相談室パンフレットに加え、相談室利用Q＆A（参考資料④）を作成し、
学生の目に留まりやすいよう、広報の工夫を行った。相談室の認知媒体として新入生オリエンテーションを挙
げている学生も少なくないことから、相談室の存在を知ってもらう重要な機会となっている。

２．パンフレットの刷新（参考資料⑤）
現在配布している相談室パンフレットはオンライン相談が始まったコロナ禍に作成されたものであった。今

年度は、コロナ禍が明けて対面授業が基本となり、相談室でもコロナ禍以前の対面相談を基本とする相談活動
に移行した。そこで、内容を刷新し対面相談を基本とする現状に合った内容のパンフレットに再編した。パン
フレットには、今年度より再開した学生向け体験講座で作ったハロウィンリースの写真や相談室の場所がわか
りやすいように新たに作成した案内図を掲載し、学生にとって親しみやすい相談室パンフレットを目指した。

３．相談室だより（参考資料⑥、⑦）
今年度も、春夏号（４月発行・参考資料⑥）と秋冬号（９月発行・参考資料⑦）の相談室だよりを発行し、

相談室の利用案内周知と、時期に合わせて行う心身ケア等の情報紹介を行った。

〈引用文献〉
江上奈美子　2022　2021年度における学生相談学界の動向．学生相談研究，43（1），101-111
杉江征・杉岡正典・堀田亮・福森英明・今江秀和・小橋亮介・二宮有輝　2022　2021年度学生相談機関に関

する調査報告．学生相談研究，43（1），56-100
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か
じ
め
相
談
内
容
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

・
相
談
枠
に
限
り
が
あ
る
た
め
、「
入
学
前
相
談
日
」
に
は
お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
入
学
後
の

ご
利
用
は
可
能
で
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

・
上
記
の
日
程
で
は
ご
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
に
は
、
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

  【
お
問
い
合
わ
せ
】

 

入
学
前
相
談
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
入
学
予
定
の
校
舎
の
相
談
室
（
下
記
参
照
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

越
谷
校
舎

 
 

 
 
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

 

（
開
室
：
月
～
金

 
9
：

3
0
～

1
6
：

0
0
）

 

電
話
：

0
4

8
-
9

7
4

-
8

8
1

1
（
代
表
） 

※
電
話
交
換
手
に
「
保
健

セ
ン
タ
ー
相
談
室
へ
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

 

東
京
あ
だ
ち
校
舎

 
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

 

（
開
室
：
月
～
金

 
9
：

3
0
～

1
6
：

0
0
）

 

電
話
：

0
3

-5
6

8
6

-
8

5
7

7
（
代
表
） 

湘
南
校
舎

 
 

 
 
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

 

（
開
室
：
月
～
金

 
9
：

3
0
～

1
6
：

0
0
）

 

電
話
：

0
4

6
7

-
5

3
-
2

1
1

1
（
代
表
） 
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 33
 /

 33
 

 ２２
．．
健健
康康
管管
理理
にに
つつ
いい
てて

  

（
１
）
麻
疹
（
は
し
か
）
・
風
疹
（
三
日
は
し
か
）
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

 

入
学
後
の
麻
疹
・
風
疹
の
発
症
、
流
行
を
防
ぐ
た
め
、
麻
疹
、
風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を

2
回
受
け
て
い
な
場
合

は
、
入
学
ま
で
に
最
寄
り
の
医
療
機
関
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
教
育
実
習
、
施
設
実
習
等
学
外

実
習
に
参
加
す
る
場
合
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
須
で
す
。

 

な
お
、
学
外
実
習
や
留
学
の
際
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
証
明
に
加
え
、
抗
体
検
査
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

 

（
２
）
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

 

①
健
康
保
険
証
、
体
温
計
、
常
備
薬
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

 

一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
場
合
は
、
医
療
機
関
の
受
診
に
備
え
て
本
人
専
用
の
健
康
保
険
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
保
険
証

が
本
人
専
用
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
遠
隔
地
被
保
険
者
証
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
急
な
体
調
不
良
に
備
え
、
体

温
計
や
鎮
痛
剤
な
ど
の
常
備
薬
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

 

②
持
病
が
あ
る
人
は
今
後
の
方
針
を
決
め
ま
し
ょ
う

 

一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
人
は
、
今
ま
で
通
り
地
元
で
治
療
を
続
け
る
か
、
大
学
近
隣
の
医
療
機
関
に
移
る
か
を
主
治
医
と

相
談
し
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
を
移
る
場
合
は
、
主
治
医
に
希
望
を
伝
え
た
上
で
「
紹
介
状
」
を
書
い
て
い
た
だ

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

 
 

大
学
生
活
に
お
い
て
運
動
制
限
な
ど
と
い
っ
た
注
意
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
あ
て
に
病
状
や
生
活

制
限
の
内
容
を
記
し
た
医
師
か
ら
の
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保

健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
内
科
医
、
精
神
科
医
、
婦
人
科
医
が
定
期
的
に
健
康
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
健
康
上
の
相
談
事
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

 

以
上
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参考資料③

～2023年度 保健センター相談室主催～ 

アアロロママセセララピピーー体体験験講講座座  

  

 

*日 時： 2023年 11月 15日（水）13:10～14:40 

*開催場所： 14301教室（14号館 LECRO 3階） 

*講 師： アロマセラピー研究所 一花  中田 真世先生 

*参加費： 無料 

*定員： 2０名まで（予約制・先着順・定員になり次第締切） 

**おお申申込込みみ：：  相相談談室室へへ来来室室ししてておお申申しし込込みみくくだだささいい  

＊＊おお問問いい合合わわせせ  

～～保保健健セセンンタターー相相談談室室～～  

☎℡：048-974-9211 

✉Mail：k-soudan@stf.bunkyo.ac.jp  

アロマセラピーについてのお話しをうかがい、

オリジナルフレグランスを作ります！ 

                                  保保健健セセンンタターー相相談談室室主主催催  22002233年年度度体体験験講講座座  
 

自分だけのハロウィンリースを作ります。 

手芸好き、だれかとおしゃべりしたい方、おひとりさま、大歓迎です！ 

ハハロロウウィィンンフフララワワーーアアレレンンジジメメンントト講講座座  
*日 時：2023年 10月 11日（水）13:10～14:40  
*開催場所：14202教室（14号館 LECRO2階） 

*講 師：花生活 FioreVita 山内邦枝先生 

*参加費：無料 

*定員：１０名まで(予約制・先着順・定員になり次第締切) 

**おお申申込込みみ・・おお問問いい合合わわせせ～～保保健健セセンンタターー相相談談室室～～  

☎℡：048-974-9211 

✉Mail：k-soudan@stf.bunkyo.ac.jp （件名を「10 月 11 日講座申込」とし、学籍番号・

氏名をお書きください。）お電話とメールの方は、相談室に来室して申込書のご記入完了

後、予約確定となりますのでご注意ください。 
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受
付

 

相
談
室
利
用

Q
&

A
 

ぜ
ひ
一
度
来
て
み
て
く
だ
さ
い

! 

 

はは
じじ
めめ
まま
しし
てて
、、
相相
談談
室室
でで
すす
！！

  

よ
う
こ
そ
、
文
教
大
学
へ
！

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

こ
ち
ら
の
紙
面
か
ら
【保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室
】
に
つ
い
て

 

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

相相
談談
室室
っっ
てて
、、
どど
ここ
にに
ああ
るる
のの
？？

  

相
談
室
は
、
3
号
館
１
階
に
あ
り
ま
す
。
３
号
館
は
正
門
を
入
っ
て
す
ぐ
、
守
衛
室
の
前
に
あ
る
建
物
で
す
。
 

正
面
の
入
口
を
入
っ
て
奥
、
医
務
室
の
横
に
あ
り
ま
す
。
 

入
 口

 
受

 
付

 

面
 
接

 室
 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

 
お
話
を
う
か
が
う

 

お
部
屋
で
す
。

 

詳
し
く
は

 

相
談
室

H
P
へ

 

T
e

l：
0

4
8

-9
7

4
-9

2
1
1
 

 
ご
自
由
に

 

お
入
り
く
だ
さ
い
。
 

一
人
で
落
ち
着
い
て

 

過
ご
し
た
い
と
き
に
、
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 ご
利
用
の
際
に
は
、
 

相
談
室
受
付
へ

 

お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

相
談
室

 

                               
 

         
 

 
 

  
1
回
の
相
談
で
終
わ
る
人
も
い
れ
ば
、
困
り
ご
と
が

 

解
決
す
る
ま
で
し
ば
ら
く
来
る
人
も
い
ま
す
。
 

相
談
内
容
に
よ
っ
て
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
 

 
相
談
室
っ
て
何
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
か
？

 

 
 

 相
談
室
は
、
相
談
員

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
臨
床
心
理
士
・
公
認
心
理
師
）が

 

皆
さ
ん
の
相
談
に
乗
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
ど
ん
な
こ
と
が
相
談
で
き
る
ん
で
す
か
？

 

 
  

  
人
間
関
係
、
授
業
、
進
路
、
性
格
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
 

 
  

  
 
1
年
生
で
は
「友
人
関
係
」
、
「
大
学
生
活
」
の
こ
と
で

 

相
談
に
来
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
 

 
相
談
す
る
の
に
料
金
は
か
か
り
ま
す
か
？

 

 
 
無
料
で
す
。
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 
 
相
談
し
た
こ
と
が
先
生
に
バ
レ
た
り
し
な
い
か

 

不
安
で
す

…
。

 

原
則
と
し
て
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

 

守
ら
れ
ま
す
。
（た
だ
し
、
生
命
に
か
か
わ
る
場
合
は
除
く
。
） 

必
要
に
応
じ
て
学
内
外
の
相
談
窓
口
（
学
生
支
援
室
な
ど
） 

や
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

  
 
一
度
行
っ
た
ら
ず
っ
と
通
わ
な
い
と
ダ
メ
？

 

 カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
！

 

困
っ
た
時
、
誰
か
に
相
談
し
た
い
時
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！
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参考資料⑥

文
教
大
学
越
谷
校
舎

 保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室
発
行

 
20

23
春
夏
号

20
23

年
4
月
発
行

 

相相
談談
室室
だだ
よよ
りり

  

寒
か
っ
た
冬
か
ら
、
徐
々
に
陽
射
し
が
暖
か
く
な
り
、
樹
木
が
芽
吹
き
、
蕾
が
開
き
、
な
ん
と
な
く
心
が
浮
き
立
つ
よ
う
な
春
に
な

り
ま
し
た
。
漢
方
で
は
、
春
は
「
肝
」
と
関
係
が
深
い
季
節
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
漢
方
の
「
肝
」
は
、
精
神
を
司
る
器
官
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
気
温
差
が
大
き
く
、
進
級
や
新
生
活
な
ど
生
活
の
変
化
が
大
き
い
季
節
の
春
は
、
自
律
神
経
の
バ
ラ

ン
ス
が
乱
れ
、
不
調
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
不
調
に
導
か
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
自
分
で
自
分
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
出
典
：

ht
tp

s:
//k

am
po

-ik
ai

.jp
/c

on
te

nt
s/

co
lu

m
n1

8/
 

 

 スス
トト

レレ
スス

とと
リリ

ララ
クク

セセ
ーー

シシ
ョョ

ンン
特特

集集
 

  日
常
生
活
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
（
ス
ト
レ
ス
の
原
因
）
が
あ
り
ま
す
。
寒
さ
や
暑
さ
、
騒
音
、
人
間
関
係
（
恋

人
、
教
師
、
親
子
、
友
達
な
ど
）
、
環
境
の
変
化
な
ど
が
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
よ
っ

て
、
こ
こ
ろ
、
か
ら
だ
、
行
動
に
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
現
れ
ま
す
。
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
気
持
ち
が
そ
わ
そ
わ
す
る
な
ど
も
そ
の
一
つ

で
す
。
 

 
(
出
典
：
一
般
社
団
法
人
 
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ジ
ャ
パ
ン
 
よ
り
) 

ス
ト
レ
ス
に
は
、
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
 

か
ら
だ
が
緊
張
し
た
体
験
が
、
嫌
な
気
持
ち
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
悪
循
環
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
 

ス
ト
レ
ッ
チ
や
呼
吸
法
、
手
軽
に
で
き
る
ツ
ボ
押
し
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
 

｢
今
日
は
す
こ
し
肩
が
こ
っ
て
い
る
｣や

｢
今
日
は
つ
か
れ
た
な
｣
な
ど
、
 

自
分
の
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
の
サ
イ
ン
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
、
セ
ル
フ
ケ
ア
の
第
一
歩
で
す
。
 

 か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
、
緊
張
や
イ
ラ
イ
ラ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
快
適
に
生
活
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

［［
  

筋筋
弛弛

緩緩
法法

  
］］

  

①
椅
子
に
ゆ
っ
た
り
と
座
る
。
背
も
た
れ
に
も
た
れ
て
、
深
く
腰
掛
け
る
。
両
脚
は
肩
幅
程
度
に
開
く
。
目
は
閉
じ

る
。
 

②
両
肩
に
力
を
入
れ
て
、
ぐ
っ
と
上
に
持
ち
上
げ
る
。
③
ゆ
っ
く
り
と
、
肩
の
力
を
緩
め
て
い
く
。
 

〇
(
ポ
イ
ン
ト
)
 

 無
理
に
力
を
ぬ
こ
う
と
せ
ず
、
ま
ず
筋
肉
に
強
く
力
を
込
め
て
、
自
然
に
ふ
ー
っ
と
緩
め
る
。
 

そ
の
ほ
か
こ
ち
ら
の
ペ
ー
ジ
の
、
 
h
t
t
ps
:
/
/w
w
w
.a
j
c
p.
i
n
f
o
/
he
a
r
t3
1
1
/t
e
x
t/
s
t
re
s
s
m
a
n
ag
e
m
en
t
5
.p
d
f 

｢
漸
進
性
弛
緩
法
｣も

イ
ラ
ス
ト
入
り
で
わ
か
り
や
す
い
の
で
ご
参
考
く
だ
さ
い
 

(
出
典
：
一
般
社
団
法
人
 
日
本
心
理
臨
床
学
会
) 

 

［［
  

呼呼
吸吸

法法
  

］］
  

①
 
椅
子
に
ゆ
っ
た
り
と
座
る
。
背
も
た
れ
に
も
た
れ
て
、
深
く
腰
掛
け
る
。
両
脚
は
肩
幅
程
度
に
開
く
。
目
は
閉
じ
る
。
 

②
口
を
閉
じ
て
、
鼻
か
ら
静
か
に
息
を
吸
う
。
 

③
吐
く
と
き
は
、
口
を
小
さ
く
開
い
て
、
ゆ
っ
く
り
少
し
ず
つ
、
息
を
長
く
吐
い
て
い
く
。
 

〇
(
ポ
イ
ン
ト
)
 
息
を
吐
く
と
き
は
、
ゆ
っ
く
り
と
。
 

 

［［
  

自自
律律

訓訓
練練

法法
  

］］
  

①
椅
子
の
上
に
椅
子
に
ゆ
っ
た
り
と
座
る
。
背
も
た
れ
に
凭
れ
て
、
手
は
太
も
も
の
上
に
置
き
、
深
く
腰
掛
け
る
。
両
脚
は
肩
幅
程

度
に
開
く
。
も
し
く
は
、
ベ
ッ
ド
の
上
に
、
両
足
を
軽
く
開
い
て
、
仰
向
け
に
な
る
。
目
は
閉
じ
る
。
 

 ②
楽
な
姿
勢
が
で
き
た
ら
、
｢気

持
ち
が
落
ち
着
い
て
い
る
｣を

心
の
中
で
、
１
～
2
回
唱
え
る
。
 

 ③
｢
右
腕

が
重
た
い
｣
を
心
の
中
で
繰
り

返
し
、
筋
肉
が
緩
ん
で
、
だ
ら
ん
と
し
た
感
覚
を

味
わ
う
。
続
い
て
、
左
腕
、
右
足
、
左
足

と
同
じ
よ
う

に
｢
左
腕
が
重
た
い
｣
｢
右
足
が
重
た
い

｣
｢
左
足
が
重
た
い

｣
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
だ
ら
ん

と
し
た
感
覚
を
味
わ
う

。 

 ④
だ
ら
ん
と
緩
ん
だ
感
覚
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
つ
ぎ
に
｢
右
腕
が
あ
っ
た
か
い
｣
を
心
の
中
で
繰
り
返
し
、
血
管
が
ゆ
る
ん

で
、
重
た
く
て
あ
た
た
か
い
感
覚
を
味
わ
う
。
続
い
て
、
左
腕
、
右
足
、
左
足
と
同
じ
よ
う
に
｢
左
腕
が
あ
っ
た
か
い
｣
｢
右
足
が
あ

っ
た
か
い
｣
｢左

足
が
あ
っ
た
か
い
｣を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
あ
っ
た
か
く
な
る
感
覚
を
味
わ
う
。
 

 

⑤
続
い
て
、
｢
心
臓
が
静
か
に
規
則
正
し
く
う
っ
て
い
る
｣を

心
の
中
で
、
１
～
2
回
唱
え
る
。
 

⑥
｢
ら
く
に
息
を
し
て
い
る
｣を

心
の
中
で
、
１
～
2
回
唱
え
る
。
 

⑦
｢
お
な
か
(胃

の
あ
た
り
)が

あ
た
た
か
い
｣
を
心
の
中
で
、
１
～
2
回
唱
え
る
。
 

⑧
｢
お
で
こ
が
、
こ
こ
ち
よ
く
涼
し
い
｣
を
心
の
中
で
、
１
～
2
回
唱
え
る
。
 

 

⑨
両
手
を
、
数
回

グ
ー
、
パ
ー
、
グ
ー
、
パ
ー
、
と
握
っ
た
り
、
開
い
た
り

を
、
繰
り
返
す
。
次
に
、
両
手
を
握
っ
た
ま
ま
、
肘
を

ま
げ
た
り
、
伸
ば
し
た
り
を
数
回
繰
り
替
え
ず
。
今
度
は
、
両
腕
を
上
げ
て
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
、
大
き
く
伸
び
を
し
て
か
ら
、
ゆ

っ
く
り
と
目
を
開
け
る
。
 

〇
(
ポ
イ
ン
ト
)：

 
一
回
に
つ
き

3
分
以
内
で
、
長
い
時
間
は
や
ら
な
い
。
焦
ら
ず
、
無
理
に
落
ち
着
こ
う
と
せ
ず
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
行
う
。
２
～
3
回
で

1
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
毎
日

2～
3
セ
ッ
シ
ョ
ン
短
い
練
習
を
繰
り
返
す
。
練
習
内
容
が
増
え
て
も
、
練
習
時

間
は
一
定
で
あ
る
。
 

〇
心
臓
疾
患
、
呼
吸
器
疾
患
、
腹
痛
、
頭
痛
の
あ
る
場
合
は
、
練
習
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
不
可
な
時
は
、
⑨
の
消
去
動
作
を
し

て
中
断
す
る
。
 

［［
  

腹腹
式式

呼呼
吸吸

  
］］

 
 
効効
果果
  
：：
全全
身身
のの
血血
液液
循循
環環
でで
首首
やや
肩肩
ココ
リリ
もも
解解
消消
  

①
両
手
を
重
ね
て
お
腹
の
前
に
当
て
ま
す

 
②
「

1・
2・

3・
4・

5」
と
、

5
拍
数
え
る
イ
メ
ー
ジ
で
ゆ
っ
く
り
と
息
を
吸
い
ま
す

 
③

10
拍
数
え
る
イ
メ
ー
ジ
で
ゆ
っ
く
り
と
息
を
吐
き
ま
す
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
出
典
:
 h

tt
ps

://
ko

ko
ro

.m
hl

w.
go

.jp
/p

s/
to

ky
o_

st
re

tc
h_

00
.h

tm
lこ

こ
ろ
の
耳
 
ポ
ジ
シ
ェ
ア
よ
り
) 
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参考資料⑥

 相相
談談

室室
はは

ここ
んん

なな
時時

にに
利利

用用
ささ

れれ
てて

いい
まま

すす
  

 

人
間
関
係

 
に
つ
い
て

 

・
ク
ラ
ス
や
サ
ー
ク
ル
に
な
じ
め
な
い

 
 
・
身
近
な
人
と
う
ま
く
い
か
な
い

 

・
ど
う
接
し
た
ら
い
い
か
、
心

配
な
人

が
い
る

 
 
等

 

 

授
業
や
進

路
 
に
つ
い
て

 

・
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い

 

・
課
題
の
や

り
方
が

わ
か
ら
な
い

 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

で
の
難
し
さ
や
困
り
ご
と

 

・
就
職
や
進
路

に
つ
い
て

 
等

 

心
身
の
健

康
 
に
つ
い
て

 

・
気
持
ち
が
落
ち
込

む
 

 
・
や
る
気

が
で
な
い

 

・
よ
く
眠
れ
な
い

 
 
・
な
ん
と
な
く
身
体

の
調
子
が
よ
く
な
い

 
等

 

 

■
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
り
な
が

ら
、
ご
相

談
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

■
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
も
、
気
軽
に
ご
相

談
い
た
だ
け
ま
す
。

 

・
臨
床
心
理
士
・
公
認
心
理
師
の
資
格
を
持
つ

 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

、
解
決
の

糸
口
を
見
つ
け
る

 

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

 

・
「
こ
ん
な
こ
と
を
相
談
し
て
も
い
い
の
か
な
？
」
 

と
迷
う
時
は
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

 
 

左左
面面

でで
、、

相相
談談

・・
予予

約約
方方

法法
にに

つつ
いい

てて
おお

知知
らら

せせ
しし

てて
いい

まま
すす

  

相相
談談

室室
をを

利利
用用

すす
るる

にに
はは

  ～～
  
３３

つつ
のの

方方
法法

がが
ああ

りり
まま

すす
～～

  
  

  
  

  

 

①
 対

面
相
談
（
5
0
分

程
度
）
 
 

②
  
電
話

相
談

 
：
０
４
８
－
９
７
４
－
９
２
１
１
（
相
談
室
直
通
）
(3

0
分

程
度

) 

③
  
オ
ン
ラ
イ
ン
相

談
 
：
G

o
o
gl

e
 M

e
e
t 

/
 Z
ｏ
ｏ
ｍ
相
談
を
利
用

し
ま
す

(4
0
分
程
度

)。
 

 

 

①
～

③
す
べ

て
の

相
談

の
 
予

約
申

込
み

フ
ォ
ー
ム

 
は

こ
ち
ら

 

h
tt

ps
:/

/
fo

rm
s.

gl
e
/
2
J
qb

F
6
2
1
iE

F
zV

6
c
t6

 

（
１
）
予

約
申

込
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事

項
を
入

力
し
て
送

信
。

 

（
２
）
相

談
室

か
ら
予

約
の

確
定

メ
ー
ル

が
届

い
た
ら
、
予

約
完

了
で
す
。

 

す
ぐ
の

ご
返

信
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日

時
に
余

裕
を
も
っ
て
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

 

  □
受

付
時

間
 

 
月

曜
～

金
曜

 
9
:
0
0
-
1
6
:
3
0
 

※
祝

日
は

閉
室

で
す

。
 

□
場

 
所

 
 

 
３

号
館

１
階

 
医

務
室

向
か

っ
て

右
奥

（
階

段
の

裏
）

 

□
相

談
室

メ
ー

ル
：

k
-
s
o
u
d
a
n
@
s
t
f
.
b
u
n
k
y
o
.
a
c
.
j
p
 

  ➤➤
➤➤
➤➤

    
詳詳

細細
はは
  相相

談談
室室

ホホ
ーー

ムム
ペペ

ーー
ジジ

  をを
ごご

覧覧
くく

だだ
ささ

いい
  
  ➤➤

➤➤
➤➤

  

hh
tt
tt
pp
::
//
//
ww
ww
ww
..
kk
oo
ss
hh
ii
gg
aa
yy
aa
..
bb
uu
nn
kk
yy
oo
..
aa
cc
..
jj
pp
//
kk
oo
ss
hh
ii
gg
aa
kk
//
hh
ee
aa
ll
tt
hh
//
cc
oo
nn
ss
uu
ll
tt
aa
tt
ii
oo
nn
  

  

  
  

相
談

室
H

P
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参考資料⑦

と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

 

文
教
大
学
越
谷
校
舎

 保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室
発
行

 
2

0
2

3
秋
冬
号

2
0

2
3
年

9
月
発
行

 

 

  
  

相相
談談
室室
だだ
よよ
りり

  
 

  皆
さ
ん
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
季
節
で
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

 

私
た
ち
の
体
は
「
暑
熱
順
化
」
と
い
い
、
徐
々
に
暑
さ
に
慣
れ
て
い
く
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
徐
々
に

体
を
暑
さ
に
慣
れ
さ
せ
、
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
、

5
月
か
ら
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や

3
5
度
以
上
の
夏
日
と

1
0
度
台

の
気
温
が
入
れ
替
わ
る
急
激
な
変
動
が
続
き
、
体
調
が
乱
れ
が
ち
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

3
5
度
以
上
の
猛
暑
が
続
く

と
、
電
車
や
お
店
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
冷
房
の
設
定
温
度
が
低
め
に
な
り
が
ち
で
す
。
屋
内
は
寒
い
の
に
、
外
に
出
れ
ば
激

烈
な
暑
さ
と
気
温
差
の
大
き
い
屋
内
と
屋
外
を
一
日
に
何
度
も
行
き
来
す
る
こ
と
で
、
自
律
神
経
が
乱
れ
、
内
臓
の
働
き
が
鈍

り
、
疲
れ
が
た
ま
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

 
 

 

出
典

(h
tt

p
s:

//
ke

n
ko

.s
a

w
a

i.
co

.j
p

/h
e
a
lt

h
ca

re
/2

0
1

9
0

7
.h

tm
l)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

自自
律律
神神
経経
のの
乱乱
れれ
とと
はは
？？

  
 

「
や
る
気
が
出
な
い
」「

つ
か
れ
や
す
い
」

 

「
な
ん
か
体
が
だ
る
い
」

 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

自
律
神
経
は
、
内
臓
の
働
き
や
血
液
の
流
れ
、
体
温
調
節
な
ど
体
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、

2
4
時
間
フ
ル
稼
働
し
て

い
ま
す
。
自
律
神
経
は
、
自
分
の
意
思
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

 

血
流
が
良
い
と
、
脳
や
胃
腸
、
各
臓
器
や
器
官
の
働
き
が
活
性
化
さ
れ
、
疲
れ
に
く
く
、
心
身
共
に
健
康
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

 
 

 

自
律
神
経
は
、
体
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
調
節
す
る
「
交
感
神
経
」
と
、
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
「
副
交
感
神
経
」
が
交
互
に
働
き
、

バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
ま
す
。「

交
感
神
経
」
と
「
副
交
感
神
経
」
の
ど
ち
ら
も
過
剰
に
働
く
と
、
心
身
の
不
調
が
出
て
き
ま
す
。

 

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
た
め
に
は
、
次
の
３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

 ①
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
→
早
寝
早
起
き
、
規
則
的
に
食
事
時
間
を
と
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活

 

②
適
度
な
運
動
→
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ヨ
ガ
な
ど
深
呼
吸
を
し
な
が
ら
で
き
る
軽
い
運
動

 

③
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
→
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
を
考
え
て
み
る
、
睡
眠
時
の
環
境
を
整
え
る
、
自
分
の

1
週
間

を
ふ
り
か
え
る

 

 
 

 
 

(参
考

)「
図
解

 
眠
れ
な
く
な
る
ほ
ど
面
白
い

 
自
律
神
経
の
話
」
著
：
小
林
弘
幸
よ
り

 

 自
律
神
経
を
整
え
る
た
め
に
は
、
よ
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

あ
な
た
は
よ
い
睡
眠
（
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
、
朝
す
っ
き
り
起
き
る
）
や
規
則
正
し
い
生
活
が
で
き
て
い
ま
す
か
？

 

  

 
    自
分
に
合
う
工
夫
を
し
て

 

よ
い
調
子
を
保
ち
ま
し
ょ
う
！

 

相
談
室
で
は
「
自
律
神
経
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
も

 

用
意
し
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
方
に
は
お
渡
し
で
き
ま
す
の
で

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

 

出
典
（

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.y
o
m

e
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h
u
.c

o
.j

p
/h

e
a

lt
h
/m

ib
yo

u
_p

re
ve

n
ti

o
n
/s

u
im

in
_c

h
a

n
g

e
/）

 

日日
中中
のの
過過
ごご
しし
方方
・・
習習
慣慣
のの
工工
夫夫

  

  

・
ごご
飯飯
はは
規規
則則
正正
しし
くく
、、
ババ
ララ
ンン
スス
よよ
くく
、、
腹腹
八八
分分
目目

  

  
  
夕
ご
飯
は
寝
る

3
時
間
前
ま
で
に

 

・ ・
適適
度度
なな
運運
動動

  

  
  
夕
方
以
降
の
激
し
い
運
動
は
逆
効
果
の
と
き
も

 

・ ・
夜夜
はは
リリ
ララ
ッッ
クク
スス
しし
てて
過過
ごご
すす

  

  
  
寝
る

1
時
間
前
は
、
ぼ
ん
や
り
・
ゆ
っ
く
り

 

リ
ラ
ッ
ク
ス

 

・ ・
喫喫
煙煙
・・
カカ
フフ
ェェ
イイ
ンン
・・
過過
度度
のの
飲飲
酒酒
はは

NN
GG

  

  
  
覚
醒
作
用
が
あ
る
の
で
眠
り
が
ふ
か
ま
り
に
く
い

 

睡睡
眠眠
環環
境境
をを
整整
ええ
よよ
うう

  

  

・・
冷冷
暖暖
房房
設設
定定
はは

  
夏夏

22
55
～～

22
88
℃℃
／／
冬冬
はは

11
88
～～

22
22
℃℃

  
  

季
節
に
合
わ
せ
て
心
地
よ
く

 

・ ・
部部
屋屋
のの
湿湿
度度
はは

  
55

00
～～

66
00
％％
がが
理理
想想

  

・・
騒騒
音音
やや
光光
のの
入入
らら
なな
いい
カカ
ーー
テテ
ンン
なな
どど
のの
工工
夫夫

  

・・
寝寝
具具
やや
寝寝
間間
着着
はは
、、
保保
温温
性性
がが
高高
くく
、、

  

吸吸
湿湿
性性
・・
通通
気気
性性
がが
よよ
いい
もも
のの
をを

  

綿
や
シ
ル
ク
な
ど
も
よ
い

 

    
身身
体体
をを
ほほ
ぐぐ
しし
てて
良良
いい
眠眠
りり
をを

  

  

・・
スス
トト
レレ
ッッ
チチ
をを
すす
るる

  
  

ゆ
っ
く
り
し
た
伸
び
の
動
き
を

 

・ ・
腹腹
式式
呼呼
吸吸

  

・・
快快
眠眠
のの
ツツ
ボボ
（
百
会

 
ひ
ゃ
く
え

 

／
安
眠

 
あ
ん
み
ん

 
／
失
眠

 
し
つ
み
ん
）
な
ど

 

 

他他
にに
もも
ここ
んん
なな
工工
夫夫
もも

  

  

・・
眠眠
くく
なな
っっ
てて
かか
らら
寝寝
床床
にに
入入
るる

  

・・
眠眠
れれ
なな
いい
とと
きき
にに
はは
寝寝
床床
かか
らら
出出
るる

  

  
早
く
寝
な
く
て
は
と
心
配
し
す
ぎ
る
と

 

か
え
っ
て
寝
つ
き
が
悪
く
な
る
こ
と
も

 

  ・・
起起
きき
るる
時時
間間
をを
一一
定定
にに
、、
太太
陽陽
のの
光光
をを
浴浴
びび
るる

  

  
  
体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
効
果

 

  ・・
夜夜
更更
かか
しし
しし
すす
ぎぎ
なな
いい

  

  ・・
適適
度度
なな
昼昼
寝寝
はは
作作
業業
効効
率率
アア
ッッ
ププ

  

  
 
昼
は

2
0
分
程
度
の
仮
眠
は

O
K

 

長
す
ぎ
る
と
眠
気
や
だ
る
さ
が
残
る
こ
と
も

 

百
会

 

安
眠
は
耳
の
後
ろ

 

失
眠
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参考資料⑦

 

相相
談談
室室
はは
ここ
んん
なな
時時
にに
利利
用用
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす

  

 

人
間
関
係

 
に
つ
い
て

 

・
ク
ラ
ス
や
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湘南キャンパス業務報告





2023年度　湘南キャンパス医務室業務
４月　学生定期健康診断　4/6（木）・4/7（金）

健康診断尿再検査　4/17（月）・4/18（火）
学生定期健康診断データー入力及び事後処理
健康診断有所見者呼び出し
保健センター合同・校舎会議（オンライン会議）
衛生委員会
医務室利用者集計
校医相談（内科・婦人科・精神科）

５月　教職員健康診断　5/24（水）
保健センター校舎会議（オンライン会議）
衛生委員会
医務室利用者集計
校医相談（内科・婦人科・精神科）

６月　教職員健康診断データー整理及び事後処理
オープンキャンパス救護待機　6/11（日）
保健センター校舎会議（オンライン会議）
衛生委員会
医務室利用者集計
校医相談（内科・婦人科・精神科）

７月　オープンキャンパス救護待機　7/23（日）
保健センター合同・校舎会議（オンライン会議）　
衛生委員会
医務室利用者集計
校医相談（内科・婦人科・精神科）

８月　オープンキャンパス救護待機　8/19（土）
医務室内整備（寝具クリーニング・備品等）
年報作成準備
医務室利用者集計

９月　オープンキャンパス救護待機　9/24（日）
祝日授業救護待機　9/18（月）
保健センター校舎会議（オンライン会議）
衛生委員会
医務室利用者集計
校医相談（内科・精神科）

10月　祝日授業救護待機　10/3（火）
教職員インフルエンザ予防接種　10/18（水）
総合型選抜Ⅰ期救護待機　10/15（日）
学園祭救護待機　10//27（金）～10/30（月）
上半期利用者集計（学生・教職員）
保健センター合同・校舎会議（オンライン会議）
衛生委員会
医務室利用者集計
校医相談（内科・婦人科・精神科）
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11月　特別入試救護待機　11/18（土）
推薦型入試待機　11/19（日）
新年度予算編成
新年度健康診断予定表作成
保健センター校舎会議（オンライン会議）
衛生委員会
医務室利用者集計
校医相談（内科・婦人科・精神科）

12月　総合型選抜Ⅱ期救護待機　12/3（日）
保健センター校舎会議（オンライン会議）
衛生委員会
医務室利用者集計
校医相談（内科・婦人科・精神科）

１月　大学入学共通テスト救護待機（越谷）1/13（土）・1/14（日）
定期健康診断に関する業者との打ち合わせ　1/19（金）
保健センター合同・校舎会議（オンライン会議）　
衛生委員会
医務室利用者集計
校医相談（内科・婦人科・精神科）

２月　大学A日程入試救護待機　2/7（水）・2/8（木）・2/9（金）
大学B日程入試救護待機　2/24（土）
入学前相談
保健センター校舎会議（オンライン会議）
衛生委員会
医務室利用者集計

３月　大学C日程入試救護待機　3/4（月）
卒業式救護待機　3/19（火）
新年度用書類作成
学生の健康管理データー整理
定期健康診断準備
医務室内整備（寝具クリーニング・備品等）
年間医務室利用者集計（学生・教職員）
保健センター校舎会議（オンライン会議）
衛生委員会

52



湘南キャンパス医務室活動報告

Ⅰ　2023年度湘南キャンパス医務室利用状況

１．医務室利用者数（表１～３、図１～２）
学生の延べ利用者数は、内科138名（8.3％）、外科142名（8.6％）、その他87名（5.2％）、医師相談149名

（9.0％）、健康相談285名（17.2％）であった。
月別の疾病利用者数は、春学期の７月にピークがみられた。

２．疾病別利用者数（表４）
利用者を疾病別にみると、内科では気分不快による利用率が最も多く内科全体の44.2％を占めた。
外科ではガーゼ交換が多かった。
その他疾患では精神科系による利用が多く、疾病別利用数の51.7％であった。

３．時間帯別利用者数（表５、図３）
利用者数を時間帯別にみると13：11～14：50の３限に当たる時間帯の利用者が最も多く、次いで、９：11～

10：50の１限にあたる時間帯であった。

４．傷害保険・初診料負担制度適用者数（表６）
正課中・学校行事中・課外活動中・通学途中等の怪我で医療機関を受診した学生は、８件の届出があり、骨

折が３件と最も多く、次いで切り傷・捻挫・突き指・皮膚科系がそれぞれ１件であった。

５．校医相談（表７）
内科医師94件、婦人科医師33件、精神科医師22件であった。

６．その他の利用（表７・８、図４）
学生によるベッド休養者は、延べ166名で昨年度より大幅に増加した。月別では７月の利用が多かった。利

用内容としては、体調不良とメンタル的な不安や疲労で利用する学生が目立った。
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表３　2023年度　月別医務室利用状況（疾病・傷病・相談・医師診察等）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
学　生 130 94 110 144 15 44 73 55 39 54 21 23 802
教職員 6 13 13 6 3 2 10 6 6 13 5 4 87
その他 2 0 2 3 0 1 1 2 2 1 0 3 17

図１　2023年度　月別利用者数

図２　2023年度　医務室月別利用状況（疾病・傷病・相談・医師診察等）

表１　2023年度　医務室利用者数【学生】� ※表の数字は延べ総数　（　）％

区　分
学　部 学生数

利　　用　　内　　訳
計

内　科 外　科 その他

情報学部
情報システム学科 442 19（ 4.2） 30（ 6.7） 6（ 1.3） 55（12.4）
情報社会学科 377 8（ 2.1） 8（ 2.1） 7（ 1.8） 23（ 6.1）
メディア表現学科 431 25（ 5.8） 19（ 4.4） 15（ 3.4） 59（13.6）

情報学部小計 1250 52（ 4.1） 57（ 4.5） 28（ 2.2） 137（10.9）
健康栄養学部 管理栄養学科 386 86（22.2） 85（21.9） 59（15.2） 230（59.4）

大　　学　　院 10 0（　 0） 0（　 0） 0（　 0） 0（　 0）
合　　　　　計 1,646 138（ 8.3） 142（ 8.6） 87（ 5.2） 367（22.2）

昨年度合計 1,657 108（ 6.5） 135（ 8.1） 50（ 3.0） 293（17.7）

表２　2023年度　疾患月別利用者数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
内　科 10 17 18 34 2 13 11 15 7 8 3 0 138
外　科 15 11 13 20 3 16 23 10 10 14 2 5 142

その他疾患 6 5 18 17 6 2 10 8 7 7 1 1 88
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表４　2023年度　疾病別利用状況（学生）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 昨年度

内
　
　
　
科

風 邪 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0
頭 痛 0 3 4 5 0 0 0 1 0 1 0 0 14 20
胃 ・ 腹 痛 0 1 1 1 1 2 1 1 0 0 0 0 8 6
下 痢 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
気 分 不 快 7 7 5 16 1 6 7 4 4 3 1 0 61 52
過 呼 吸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他 3 6 6 11 0 5 3 9 3 4 2 0 52 30
内 科 合 計 10 17 18 34 2 13 11 15 7 8 3 0 138 108

外
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科

切 傷 ・ 裂 傷 1 2 3 2 1 1 3 3 1 1 0 1 19 13
擦 過 傷 2 1 1 2 0 0 1 1 2 0 0 0 10 13
火 傷 4 1 3 2 0 2 3 0 0 0 0 0 15 7
刺 傷 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1
打 撲 ・ 挫 傷 0 0 1 2 0 0 1 4 0 1 0 0 9 17
捻 挫 0 2 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 5 0
突 き 指 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 3 2
化 膿 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ま め 0 1 0 1 0 0 1 1 0 2 0 0 6 3
爪 割 れ 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3
靴 擦 れ 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 4 8
筋 肉 痛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
関 節 痛 2 0 1 0 1 2 1 0 0 0 0 0 7 3
腰 痛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1
虫 刺 さ れ 0 0 0 2 0 4 4 0 0 0 0 0 10 7
脱 臼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
靭 帯 損 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
骨 折 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
シ ッ プ 交 換 0 0 0 0 1 1 3 0 4 6 2 4 21 30
ガ ー ゼ 交 換 4 3 3 4 0 5 3 1 1 0 0 0 24 17
そ の 他 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 5 8
外 科 合 計 15 11 13 20 3 16 23 10 10 14 2 5 142 135

そ
　
の
　
他

婦 人 科 系 1 2 3 3 1 1 3 6 1 0 0 0 21 11
皮 膚 科 系 1 0 3 3 0 0 1 1 2 1 0 0 12 13
眼 科 系 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 4 3
耳 鼻 科 系 0 0 1 2 0 0 0 0 2 0 0 0 5 2
歯 ・ 口 腔 外 科 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
精 神 科 系 4 3 10 8 4 1 6 1 2 5 1 1 45 20
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
そ の 他 合 計 6 5 18 17 6 2 10 8 7 7 1 1 87 50

総 合 計 31 33 49 71 11 31 44 33 24 29 6 6 367 293

健 康 相 談 76 32 28 47 4 10 17 13 10 16 15 17 285 218

搬 送（ 救 急 車 ） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2
搬 送（ タ ク シ ー） 3 1 1 1 0 2 0 1 1 1 0 0 11 11
搬 送（ そ の 他 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合 計 3 2 1 1 0 2 0 1 1 1 0 0 12 13

表５　2023年度　時間帯別学生利用者数

時　　　間 人　数 昨年度
　　　～　9：10（始業前） 13 13
　9：11～10：50（１限） 78 57
10：51～12：20（２限） 41 49
12：21～13：10（昼休み） 53 47
13：11～14：50（３限） 88 76
14：51～16：30（４限） 70 38
16：31～18：00（５限） 24 11
18：01～　　　（放課後） 0 2

合　　　計 367 293

図３　2023年度　時間帯別学生利用者数
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表６　2023年度　傷害保険・初診料負担制度適用者集計

傷害保険適用 初診料負担制度適用
総合計正課中

行事中
課外

活動中
通学中
その他 計 正課中

行事中
課外

活動中
通学中
その他 計

切 傷 ・ 裂 傷 1 0 0 1 0 0 0 0 1
擦 過 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0
火 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0
刺 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0
打 撲 ・ 挫 傷 0 0 0 0 0 1 0 1 1
捻 挫 1 0 0 1 0 0 0 0 1
突 き 指 1 0 0 1 0 0 0 0 1
化 膿 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ま め 0 0 0 0 0 0 0 0 0
爪 割 れ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
靴 擦 れ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
筋 肉 痛 0 0 0 0 0 0 0 0 0
関 節 痛 0 0 0 0 0 0 0 0 0
腰 痛 0 0 0 0 0 0 0 0 0
虫 刺 さ れ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
脱 臼 0 0 0 0 0 0 0 0 0
靭 帯 損 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0
骨 折 2 1 0 3 0 0 0 0 3
ア キ レ ス 腱 損 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0
肉 離 れ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
半 月 板 損 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0
リ ン パ 節 炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0
シ ッ プ 交 換 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ガ ー ゼ 交 換 0 0 0 0 0 0 0 0 0
交 通 事 故 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他（ 外 科 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0
婦 人 科 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0
皮 膚 科 系 1 0 0 1 0 0 0 0 1
眼 科 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0
耳 鼻 科 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0
歯 科 ・ 口 腔 外 科 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0
精 神 科 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合 計 6 1 0 7 0 1 0 1 8

表７　2023年度　その他の利用

学生 教職員 その他 合計
内 科 医 師 相 談 94 3 0 97
婦 人 科 医 師 相 談 33 9 1 43
精 神 科 医 師 相 談 22 10 1 33
健 康 相 談 285 20 5 310
ベ ッ ド 休 養 166 5 1 172
搬 送 （ 救 急 車 ） 1 0 0 1
搬 送 （ タ ク シ ー ） 11 2 0 13
搬 送 （ そ の 他 ） 0 1 0 1
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表８　2023年度　ベッド休養数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 昨年度
学 　 生 16 19 24 36 6 12 18 15 8 9 2 1 166 104
教 職 員 0 0 0 1 0 2 0 1 0 1 0 0 5 8
そ の 他 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3

計 16 19 24 38 6 14 18 16 8 10 2 1 172 115
昨 年 度 9 18 23 17 1 8 5 12 9 8 2 3 115

図４　2023年度　月別ベッド休養数

Ⅱ　2023年度定期健康診断

１．学生健康診断
日　　程：４月６日（木）、７日（金）
受診状況：図表参照（表９～１８、図５～８）

2023年度の受診率は93.6％であった。　学年別でみると１年生が最も高く99.8％、次いで２年生の95.5％
と学年が上がるにつれ受診率が低下した。学部別にみると健康栄養学部の受診率が97.2％と高かった。
①　胸部X線検査は93.6％の受診率で、有所見者２名あったが、２名とも再検査の結果は異常なしだった。
②　内科健診は胸部X線検査の受診率と同様であった。検診の結果、有所見者が５名で、その内訳は、

甲状腺腫脹２名・不整脈２名・心雑音１名であった。校医面談を行い、紹介状を持参のうえ受診を促
した。

③　尿検査は、再検者と未受診者に対し健診後に再検査日を設けて対応した。初回検査の結果、有所見
者のうち、蛋白尿陽性者29名、糖陽性者６名、潜血陽性者25名（延べ数、但し月経時除く）であった
が、再検査の結果、異常なしは32名、経過観察１名であった。未受診者２名には頻回に再検受診を勧
めた。

④　心電図は例年１年生のみ実施している。有所見者が９名だった。有所見者に対しては精密検査をし
た結果、異常なし５名・経過観察４名であった。

⑤　血圧測定は要再検者24名だったが、95.8％が男子学生で、すべてが境界域値であった。境界域を示
した学生には随時呼び出し、再測定や生活指導を行っている。

⑥　肥満度についてはBMIを用いた。BMI及び身長・体重平均値の結果は表16～18、図８に示す。
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表９　2023年度　学生健康診断受診状況（学年別）

学　年 対象者数 受診者数 受診率（％）
１年生 418 417 99.8
２年生 400 382 95.5
３年生 364 335 92.0
４年生 454 397 87.4
大学院 10 10 100.0
合計 1,646 1,541 93.6

表10　2023年度　学生健康診断受診状況（学部別）

所　属 在籍数 受診数 受診率（％）
情報学部 1,250 1,156 92.5
健康栄養学部 386 375 97.2
大学院 10 10 100.0

計 1,646 1,541 93.6

図５　2023年度　学生健康診断受診率（学年別） 図６　2023年度　学生健康診断受診状況（学部別）

表11　2023年度　健康診断受診結果集計表（胸部レントゲン）

項　　　目 対 象 者 数 受 診 者 数 受診率（％） 有所見者数
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

学部生

１年 253 165 418 252 165 417 99.6 100.0 99. 8 1 0 1
２年 258 142 400 243 139 382 94.2 97. 9 95. 5 0 0 0
３年 222 142 364 200 135 335 90.1 95. 1 92. 0 1 0 1
４年 287 167 454 238 159 397 82.9 95. 2 87. 4 0 0 0

大学院・その他 6 4 10 6 4 10 100.0 100.0 100.0 0 0 0
総　合　計 1,026 620 1,646 939 602 1541 91.5 97. 1 93. 6 2 0 2

表12　2023年度　健康診断受診結果集計表（内科検診）

項　　　目 対 象 者 数 受 診 者 数 受診率（％） 有所見者数
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

学部生

１年 253 165 418 252 165 417 99.6 100.0 99. 8 0 1 1
２年 258 142 400 243 139 382 94.2 97. 9 95. 5 0 1 1
３年 222 142 364 200 135 335 90.1 95. 1 92. 0 2 0 2
４年 287 167 454 238 159 397 82.9 95. 2 87. 4 1 0 1

大学院・その他 6 4 10 6 4 10 100.0 100.0 100.0 0 0 0
総　合　計 1,026 620 1,646 939 602 1541 91.5 97. 1 93. 6 3 2 5

表14　2023年度　１年生　心電図検査

項　　　目 対 象 者 数 受 診 者 数 受診率（％） 有所見者数
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

学部生　１年 253 165 418 252 165 417 99.6 100.0 99. 8 8 1 9

表13　2023年度　健康診断受診結果集計表（尿検査）�

項　　　目
受 診 状 況 有所見者数 有　所　見　内　訳

対 象 者 数 受 診 者 数 受診率（％） 蛋　白 糖 潜　血
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

学部生

１年 253 165 418 252 165 417 99.6 100.0 99. 8 2 5 7 2 1 3 0 0 0 0 4 4
２年 258 142 400 243 138 381 94.2 97. 2 95. 3 6 8 14 4 3 7 1 1 2 2 4 6
３年 222 142 364 200 134 334 90.1 94. 4 91. 8 9 6 15 9 2 11 0 0 0 2 4 6
４年 287 167 454 238 159 397 82.9 95. 2 87. 4 10 10 20 4 4 8 3 1 4 3 5 8

大学院・その他 6 4 10 6 4 10 100.0 100.0 100.0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1
総　合　計 1,026 620 1,646 939 600 1,539 91.5 96. 8 93. 5 27 30 57 19 10 29 4 2 6 7 18 25
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表15　2023年度　健康診断受診結果集計表（血圧測定）

項　目 性別
受 診 状 況 初 回 測 定 要再検査 再 測 定

対象者
数 受診数 受診率

（％）
正　常 境界域 高血圧 境界域～高血圧 正　常 境界域 高血圧

人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％）

学部生

１年
男 253 252 99.6 247 98.0 5 2. 0 0 0. 0 5 2. 0 2 40.0 0 0. 0 0 0. 0
女 165 165 100.0 165 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
計 418 417 99.8 412 98.8 5 1. 2 0 0. 0 5 1. 2 2 40.0 0 0. 0 0 0. 0

２年
男 258 243 94.2 234 96.3 9 3. 7 0 0. 0 9 3. 7 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
女 142 139 97.9 139 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
計 400 382 95.5 373 97.6 9 2. 4 0 0. 0 9 2. 4 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0

３年
男 222 200 90.1 195 97.5 5 2. 5 0 0. 0 5 2. 5 3 60.0 0 0. 0 0 0. 0
女 142 135 95.1 135 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
計 364 335 92.0 330 98.5 5 1. 5 0 0. 0 5 1. 5 3 60.0 0 0. 0 0 0. 0

４年
男 287 238 82.9 235 98.7 3 1. 3 0 0. 0 3 1. 3 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
女 167 159 95.2 158 99.4 1 0. 6 0 0. 0 1 0. 6 1 100.0 0 0. 0 0 0. 0
計 454 397 87.4 393 99.0 4 1. 0 0 0. 0 4 1. 0 1 25.0 0 0. 0 0 0. 0

大学院・その他
男 6 6 100.0 5 83.3 1 16.7 0 0. 0 1 16. 7 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
女 4 4 100.0 4 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
計 10 10 100.0 9 90.0 1 10.0 0 0. 0 1 10. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0

総合計
男 1026 939 91.5 916 97.6 23 2.4 0 0. 0 23 2. 4 5 21.7 0 0. 0 0 0. 0
女 620 602 97.1 601 99.8 1 0. 2 0 0. 0 1 0. 2 1 100.0 0 0. 0 0 0. 0
計 1,646 1,541 93.6 1517 98.4 24 1.6 0 0. 0 24 1. 6 6 25.0 0 0. 0 0 0. 0

正　常…最高血圧140mmhg未満かつ最低血圧90mmhg未満
境界域…最高血圧140mmhg以上又は最低血圧90mmhg以上
高血圧…最高血圧160mmhg以上又は最低血圧100mmhg以上

図７－１　2023年度　血圧（男子） 図７－２　2023年度　血圧（女子）

表16－１　2023年度　肥満度　BMI〔男子〕

項目

所属
対象者数 受診者数 受診率

（％）

やせ 正常 肥満１度 肥満２度 肥満３度 肥満４度
＜18.5 18.5≦～＜25 25≦～＜30 30≦～＜35 35≦～＜40 40≦～

人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）

学部生

１年 253 252 99.6 58 23.0 157 62.3 29 11.5 7 2. 8 1 0. 4 0 0. 0
２年 258 243 94.2 46 18.9 170 70.0 23 9.5 3 1. 2 1 0. 4 0 0. 0
３年 222 200 90.1 41 20.5 136 68.0 18 9.0 4 2. 0 1 0. 5 0 0. 0
４年 287 238 82.9 44 18.5 152 63.9 31 13.0 9 3. 8 0 0. 0 2 0. 8

大学院・その他 6 6 100.0 0 0. 0 2 33.3 4 66.7 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
総 合 計 1,026 939 91.5 189 20.1 617 65.7 105 11.2 23 2.4 3 0. 3 2 0. 2

表16－２　2023年度　肥満度　BMI〔女子〕

項目

所属
対象者数 受診者数 受診率

（％）

やせ 正常 肥満１度 肥満２度 肥満３度 肥満４度
＜18.5 18.5≦～＜25 25≦～＜30 30≦～＜35 35≦～＜40 40≦～

人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）

学部生

１年 165 165 100.0 38 23.0 113 68.5 13 7.9 1 0. 6 0 0. 0 0 0. 0
２年 142 139 97.9 24 17.3 102 73.4 12 8.6 0 0. 0 1 0. 7 0 0. 0
３年 142 135 95.1 23 17.0 98 72.6 13 9.6 1 0. 7 0 0. 0 0 0. 0
４年 167 159 95.2 25 15.7 124 78.0 9 5. 7 1 0. 6 0 0. 0 0 0. 0

大学院・その他 4 4 100.0 0 0. 0 3 75.0 1 25.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
総 合 計 620 602 97.1 110 18.3 440 73.1 48 8.0 3 0. 5 1 0. 2 0 0. 0
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表17－２〔女子〕� （％）

項目 受診者数 やせ　 正常　 肥満１度 肥満２度 肥満３度 肥満４度
女子 602 110 440 48 3 1 0

表17－１〔男子〕� （％）

項目 受診者数 やせ　 正常　 肥満１度 肥満２度 肥満３度 肥満４度
男子 939 189 617 105 23 3 2

図８－１　2023年度　肥満度集計�BMI（男子） 図８－２　2023年度　肥満度集計�BMI（女子）

表18－１　【身長（cm）】

１学年 ２学年 ３学年 ４学年
男 女 男 女 男 女 男 女

健康栄養学部 管理栄養学科 170.3 159.2 169.1 159 172.8 159.5 172.3 157.8

情報学部
情報システム学科 170.5 159.3 170.5 158.3 169.9 158.5 171.4 156.1
情報社会学科 170.7 156.1 169.3 156.6 170.8 157.5 171.0 157.4
メディア表現学科 170.6 156.3 170.9 160.4 171.1 158.1 171.4 159.2

学年平均 170.5 157.7 170.0 158.6 171.2 158.4 171.5 157.6 
大学院 情報学 171.2 167.3 169.5 154.8

表18－２　【体重（kg）】

１学年 ２学年 ３学年 ４学年
男 女 男 女 男 女 男 女

健康栄養学部 管理栄養学科 62.1 53.8 63. 2 53. 2 62 54.3 66. 9 52. 1

情報学部
情報システム学科 61 48.3 61.5 51. 8 60. 1 54. 6 62. 5 55. 1
情報社会学科 63.7 49.4 59. 1 54. 0 62. 7 49. 1 63. 6 48. 8
メディア表現学科 61.6 50.6 59. 3 54. 1 62. 2 52. 0 60. 5 51. 5

学年平均 62.1 50. 5 60. 8 53. 3 61. 8 52. 5 63. 4 51. 9 
大学院 情報学 70.3 71.4 65. 3 50. 1

表18－３　【身長（cm）・体重（kg）】

男子 女子
身長全体平均 170.8 158.1 
体重全体平均 62.0 52. 0 

（大学院を除く）
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Ⅲ　婦人科アンケート（表19・20）

例年、健康診断時に１年生の女子を対象に婦人科アンケートを実施している。アンケートにより相談希望し
た学生は呼び出しをして、婦人科医につなげている。2023年度の相談希望者は15名だった。そのうち相談希望
学生の全員が婦人科医相談や指導につながった。

表19
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表20　2023年度　婦人科アンケート集計結果

１年女子人数 有効アンケート数 回 答 率（%）
情報システム学科 20 20 100.0%
情報社会学科 15 15 100.0%
メディア表現学科 62 62 100.0%
管理栄養学科 68 68 100.0%
大学院 1 0 0.0%

合計 166 165 99.4%

問１　初潮年齢

初潮年齢 人　　数 割　合（%）
10歳以下 9 5.5
11歳 22 13.3
12歳 48 29.1
13歳 37 22.4
14歳 30 18.2
15歳 10 6.1
16歳 2 1.2
17歳以上 0 0.0
無記入 7 4.2

対象者数�165人

問４　症状ありと答えた人数

身体症状 月経前 割合（%） 月経時 割合（%）
腹痛 60 100.0 112 100.0
腰痛 39 65.0 81 72.3
頭痛 38 63.3 54 48.2
乳房の張り 42 70.0 29 25.9
腹部の張り 16 26.7 30 26.8
疲れやすい 49 81.7 74 66.1
吐き気 13 21.7 27 24.1

問５　相談

助言・指導 1
呼び出しに応じた 0
婦人科医と面接 14
相談希望 15

精神症状 月経前 割合（%） 月経時 割合（%）
イライラ 81 100.0 69 100.0
憂鬱 62 76.5 65 94.2
怒りっぽい 56 69.1 44 63.8
眠気がある 78 96.3 91 131.9
集中力低下 52 64.2 68 98.6
無気力 50 61.7 65 94.2
不眠 16 19.8 23 33.3

問２　月経周期

月経周期 人　　数 割　合（%）
正常 108 65.5
24日以下 6 3.6
39日以上 8 4.8
定まらない 36 21.8
無月経 1 0.6
無記入 6 3.6

対象者数�165人

問３　月経血量

月経血量 人　　数 割　合（%）
多い 11 6.7
普通 148 89.7
少ない 1 0.6
無記入 5 3.0

対象者数�165人
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Ⅳ　教職員の医務室利用状況

医務室利用者数（表21・22、図９）
教職員・その他の医務室利用者総数は185名であった。内訳は内科17名、外科28名、その他疾患５名、医師

相談（産業医含）29名、健康相談25名、健康管理81名であった。切り傷・裂傷による利用者が最も多かった。
月別によると５・６月に多く、次いで10月の利用者が多かった。

（その他は外部者・卒業生、受験生が含まれる。）

表21　2023年度　教職員疾病別利用者数

教職員 その他 計 昨年度

内
科

風邪 1 0 1 0
頭痛 2 0 2 2
胃・腹痛 3 0 3 4
下痢 0 1 1 2
気分不快 1 1 2 2
過呼吸 0 0 0 0
その他 7 1 8 11
内科合計 14 3 17 21

外
科

切傷・裂傷 7 3 10 2
擦過傷 1 0 1 1
火傷 0 0 0 0
刺傷 0 0 0 0
打撲・挫傷 2 1 3 0
捻挫 0 0 0 0
突き指 0 0 0 0
化膿 0 0 0 0
まめ 0 1 1 0
爪割れ 0 0 0 1
靴擦れ 0 0 0 2
筋肉痛 1 0 1 0
関節痛 1 0 1 2
腰痛 1 0 1 4
虫刺され 1 2 3 0
脱臼 0 0 0 0
靭帯損傷 0 0 0 0
骨折 0 0 0 0
湿布交換 1 0 1 1
ガーゼ交換 5 0 5 0
その他 1 0 1 1
外科合計 21 7 28 14

そ
の
他

婦人科系 2 0 2 0
皮膚科系 1 0 1 0
眼科系 2 0 2 0
耳鼻科系 0 0 0 0
歯・口腔外科系 0 0 0 0
精神科系 0 0 0 0
その他 0 0 0 0
その他合計 5 0 5 0

相　　　　　 談 20 5 25 23
健　 康　 管　 理 71 10 81 70
校　 医　 相　 談 27 2 29 21
総　　 合　　 計 158 27 185 149
昨　　 年　　 度 130 19 149

表22　2023年度　月別医務室利用状況（教職員・その他）
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

教職員 8 22 21 11 12 10 21 7 9 19 12 6 158
その他 2 1 2 4 0 1 1 4 6 1 2 3 27
合　計 10 23 23 15 12 11 22 11 15 20 14 9 185

図９　2023年度　教職員月別利用状況
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Ⅴ　教職員健康診断

日　　程：５月24日（水）
受診状況（表23～27、図10～12）　　
受 診 率： 専任教員（情報学部90.6％、健康栄養部100％）・専任職員94.6％・契約職員97.2％・非常勤教員

16.9％であった。
受診者を対象とした有所見率を表に示す。（表26）＊非常勤教員除く

表23－１　2023年度　教職員健康診断受診者数

対象者 受診者 受診率（％）
専 任 教 員 48 45 93.8
専 任 職 員 37 35 94.6
契 約 職 員 36 35 97.2
非常勤教員 124 21 16.9

合　計 245 136 55.5

表23－２　2023年度　専任教員学部別健康診断受診率

対象者 受診者 受診率（％） 未受診者
情 報 学 部 32 29 90.6 3
健康栄養学部 16 16 100.0 0

表24　教職員健康診断受診率年次別推移

対象者 受診数 受診率（％）
2018年度 216 209 96.8
2019年度 212 199 93.9
2020年度 202 190 94.1
2021年度 120 114 95.0
2022年度 118 112 94.9
2023年度 121 115 95.0

※非常勤教員除く

表25　教職員健康診断受診率年次別推移� （％）

全体 教員 職員 非常勤職員
2018年度 96.8 93.8 99. 2 100
2019年度 93.9 89.5 96. 6 98. 3
2020年度 94.1 88.9 98. 3 98. 1
2021年度 95.0 88.9 100 97.5
2022年度 94.9 86.7 100 100
2023年度 95.0 93.8 94. 6 97. 2

※非常勤教員除く

図10－１　2023年度　教職員健康診断受診者率 図10－２　2023年度　専任教員学部別健康診断受診率

図11　教職員健康診断受診率年次別推移 図12　教職員健康診断受診率年次別推移
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Ⅵ　教職員インフルエンザ予防接種の実施（表28）

湘南総務課との協力で教職員を対象としたインフルエンザ予防接種を実施した。 
日　　　　時：2024年10月18日（水） 10：00～11：30 
協力医療機関：医療財団 綜友会 
接 種 料 金：自己負担1,250円 ※学園より2,000円補助（通常料金：3,250円） 

表26　2023年度　文教大学職員健診　
　　　検査項目別有所見者数　報告

受診数 有所見数
聴力（1000Hz） 110 2
聴力（4000Hz） 110 4
胸部X線検査 109 3
血圧 110 25
貧血 110 13
肝機能検査 110 18
血中脂質検査 110 48
血糖検査 110 15
尿検査（糖） 110 6
尿検査（蛋白） 110 0
心電図検査 110 11

※非常勤教員除く

表28　2023年度　インフルエンザ予防接種受診者内訳

教員 職員
他校舎 その他 計

専任 非常勤 専任 契約職員
受診者 28 6 22 23 0 7 86

表27　2023年度　ストレスチェック実施状況

対象者 回答者 実施率（％） ハイリスク者 産業医面談
実施件数 面談実施率（％）

全体 123 113 91.9 6 1 16.7
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Ⅶ　新型コロナウイルス感染症報告数について（表29、図13）

類似症状や感染者との濃厚接触や陽性が判明した場合、Googleフォームへ報告する事となっている。
（2023年５月８日より新型コロナウイルス感染症が感染症法上の５類感染症に移行されることに伴い、報告

は陽性者のみへと変更されている）
2023年度は90件の陽性報告があった。

Ⅷ　まとめ

以上、2023年度の学生及び教職員の健康診断と医務室利用状況など医務室活動について述べた。
新型コロナウイルス感染症が５類へ移行し、生活が日常に戻りつつある中医務室の来室者もコロナ以前に戻

りつつある。

表29　2023年度　新型コロナウイルス感染症陽性者報告数（学生）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計
陽性者数 1 4 4 18 3 10 8 25 5 12 0 0 90

図13　2023年度　新型コロナウイルス感染症陽性者報告数
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湘南キャンパス相談室活動報告

Ⅰ　カウンセラーと運営体制

湘南校舎相談室は月曜から金曜の週５日、９時30分から16時まで開室しており、非常勤カウンセラー（臨床心
理士・公認心理士）３名で運営している。2023年８月までのカウンセラーの勤務体制は、週４日が１名、週２日
が２名であり、週５日のうち３日が２名体制、２日が１名体制であった。2021年度より湘南校舎が２学部となっ
て以降、この勤務体制に大きく変更はなかったが、本年８月末にカウンセラー１名が任期満了のため退職し、そ
の後、新規カウンセラーの採用が難航したこともあり９月から10月の２ヶ月間は２名（週４日１名、週２日
１名）で運営することとなり、週５日のうち４日が１人体制となった。その後、11月より週２日勤務の新規カウ
ンセラーを迎え通常体制に戻ったものの、年度末には週４日勤務のカウンセラーが任期満了により退職となっ
た。このように2023年度は、後半にカウンセラーの入れ替えがあり運営体制が安定せず、人員不足や職務の引き
継ぎ等がありながら相談室としての機能を保つのに苦労した年であった。

Ⅱ　相談活動

１．相談活動全体
⑴　概要（表１、表２、表３、図１、図２，図３、図４）

2023年度の相談室利用者全体の延べ人数は784人、実人数は96人であった。2022年度（延べ人数710人、実人
数93人）と比較すると延べ人数は10％増、実人数は３％増であり、いずれも増加傾向であった。学部生のみの
利用者数（卒業生を除く）は、延べ人数547人、実人数62人となり、昨年度（延べ人数547人、実人数52人）と
比較すると延べ人数は同数、実人数は19％増加した。昨年度は新型コロナウイルス感染防止のための行動規制
が秋学期頃から本格的に緩和され、学生の意識が一気に社会活動に向けられたためか、秋以降の来談者数が例
年と比較して減少した年であった。今年度の実人数増加は、比較対象である昨年度の来談者数がやや落ち込ん
だ結果と見た方が良いかもしれない。コロナ禍明け直後の喧騒から、学生の意識がようやく通常モードに戻っ
たとも推察できる。学部生の利用者数（延べ人数）が昨年と同数であるにも関わらず利用全体数が増加してい
る理由は、利用者全体数に卒業生に対するフォロー面接数が含まれているためであり、これはのべ人数全体の
２％を占めている。もう一つは、家族・教職員の利用者数（延べ人数）が昨年比で大きく増加していることに
ある。

今年度の学部生一人当たりの平均来談回数は8.8回であり（図３）、2021年度（11.5回）、2022年度（10.5回）
と３年連続で減少傾向が続いている（図３）。日本学生相談学会による2021年度の調査（杉江ほか,2022）が示
す平均値は7.2回であり、全国調査の値は超えているものの、例年見られる湘南校舎の来談傾向（実人数は少
ないが継続来談率が高い）が年々変化している様子が伺える。

湘南校舎学部在籍総数（2023年５月１日現在）に占める来談率は3.7％であり、昨年度（3.3％）より0.4％増
加する結果となった。学部別で見ると情報学部４％（昨年度３％）、健康栄養学部2.8％（昨年度3.9％）となり、
情報学部の来談率が増加し、健康栄養学部は減少している。湘南校舎学部生の来談率は例年、日本学生相談学
会による調査（杉江ほか,2022）が示す平均来談率5.5%には及ばないものの、2021年度から僅かながら増加傾
向にある（2021年度3.1％、2022年度3.3％、今年度3.7％）。その要因は定かでないが、2021年度よりB!bb’s（学
生ポータルサイト）配信で学生個人にアプローチする広報活動を開始したことと、教職員からの紹介で来談す
る学生が増えていることが影響しているかもしれない。

実人数の男女比は、男子29人（47％）、女子33人（53％）であり、概ね同程度の割合であった（表２）。昨年
度は４：６で女子の方が多かったため、今年度は男子の来談率が増加したことになる。学部生在籍数に占める
来談率を男女別に算出すると、男子2.8％（実人数29人、在籍数1045名）、女子5.3％（実人数33人、在籍数621
名）であった。女子の来談率は全国平均値（杉江ほか,2022）5.5％に迫る数値となっており、女子の方が来談
に積極的であることが伺える。一方、延べ人数で見ると男子307人（延べ人数全体の56％）、女子240人（同
44％）で男子の方が多く、男女別平均来談回数は男子10.6回（昨年度15.1回）、女子7.3回（同7.7回）で男子の
方が多かった。利用率は女子の方が多いが、一人当たりの平均来談回数は男子の方が多い、という結果は昨年
と同じである。一人当たりの平均来談回数については、昨年比で男子が30％減、女子は５％減となっている。
なお、性別について「その他」を自称する学生はいなかった。

67



表
１
　
相
談
室
（
20
23
年
４
月
～
20
24
年
３
月
）�

＊
学

生
対

応
（

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
、

心
理

査
定

）
修

　
　

　
学

進
　

　
　

路
心

　
　

　
理

生
　

　
　

活
そ

の
他

計
延

人
数

実
人

数
新

規
数

学
業

転
部

科
再

受
験

休
退

学
課

外
活

動
将

来
の

方
針

就
職

進
学

性
格

行
動

対
人

関
係

恋
愛

性
家

族
精

神
衛

生
健

康
経

済
他

者
援

助

情 報 学 部

１
年

男
3

1
14

2
15

2
37

87
11

11
女

1
9

24
1

3
11

1
50

他
２

年
男

6
7

4
39

1
5

1
63

82
10

7
女

7
1

2
6

3
19

他
3年

男
8

14
19

2
2

5
50

11
0

16
13

女
13

3
1

34
1

1
7

60
他

4年
男

3
14

8
12

2
4

43
91

10
6

女
2

4
15

9
10

5
1

2
48

他
5年

男
2

5
3

27
2

2
41

60
4

3
以

上
女

2
1

6
9

1
19

他

健 康 栄 養 学 部

１
年

男
15

2
2

女
3

1
11

15
他

２
年

男
20

2
1

女
6

2
1

8
3

20
他

３
年

男
2

1
1

女
2

2
他

4年
男

2
31

1
7

32
73

76
5

3
女

1
2

3
他

5年
男

4
1

以
上

女
4

4
他

院 生

男 女 他
卒

業
生

10
3

4
17

3
1

計
45

10
1

59
13

22
1

60
3

27
11

2
2

1
10

56
4

65
48

＊
家

族
・

教
職

員
対

応
延

人
数

実
人

数
新

規
数

延
人

数
実

人
数

新
規

数
家

族
 

11
 

6 
6 

学
生

対
応

、
家

族
・

教
職

員
対

応
の

総
計

 
78

4
96

11
1

教
職

員
20

7
24

55
前

年
度

総
計

71
0

93
13

3
そ

の
他

2
1

2
計

22
0

31
63

相
談

方
法

の
内

訳
対

面
T

EL
オ

ン
ラ

イ
ン

メ
ー

ル
そ

の
他

計
学

生
 

32
3 

16
3 

67
 

11
 

0 
56

4
家

族
・

教
職

員
18

4
10

1
25

0
22

0

68



続いて教職員の利用者数は、延べ人数207人、実人数24人であり、昨年度（延べ人数136人、実人数28人）と
比較すると延べ人数が52％増加した一方で、実人数は14％減少している（図２）。今年度の教職員一人当たり
の平均利用回数は8.6回となり、2021年度（3.1回）、2022年度（4.8回）、と３年連続で増加傾向となった（図３）。
延べ人数が増加する一方で実人数が減少し、一人当たりの利用回数が増加していることが今年度の教職員の利
用傾向であり、学部生の傾向（延べ人数が減少し実人数が増加、一人当たりの利用回数が減少）と逆の状況を
示している点は興味深い。

家族の利用率については延べ人数11人、実人数６人であり、昨年度（延べ人数７人、実人数６人）と比較す
ると延べ人数が増加、実人数は同数であった。家族の利用状況も教職員と同じく実人数に比して延べ人数が増
加している、という結果となった。家族一人（組）当たりの平均来談回数は1.8回であった。家族の利用状況
は年度によってばらつきがあり、明確な傾向を見出すことができなかった。

湘南校舎が二学部となった2021年度から３年間の相談室来談者の年次推移（学部生）（図１）が示すように、
学部生の実人数はわずかに増加傾向にあるが、延べ人数は減少・横ばい傾向にある。その結果学生一人あたり
の平均来談回数が３年連続で減少している（図３）。対して教職員は同じく2021年度から実人数が減少傾向、
延べ人数は年々増加し（図２）、教職員一人あたりの平均利用回数は３年連続で増加している（図３）。このよ
うに、学生と教職員の相談室利用状況が相反している要因について考察したいと思う。

表２　�2023年度　男女別利用状況（学部生）

男 女 全体
実人数 29 33 62
述べ人数 307 240 547
一人当たりの来談回数 10.6 7. 3 8. 8

図１　最近３年間の相談室利用者の年次推移（学部生）

図３　最近３年間の一人当たりの平均利用回数

図２　最近３年間の相談室利用者の年次推移（教職員）
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学部生で見られる傾向は、短期間で終わる相談の件数が増加していることを表しており、これについてはネ
ガポジ両面が考えられる。実人数が増える、すなわち来談に対するハードルが下がることは相談室にとって喜
ぶべきことであり、広く学生の状況を把握することで緊急時に対応しやすくなる等の利点がある。より多くの
学生が相談室で良い経験をすれば、その学生が悩みを抱えた友人に利用を勧めるなど、ピアサポートの役割を
果たしてくれるかもしれない。また学生にとっては、たとえ相談期間が短くとも困った時に一人抱えをせず第
三者に相談をする、という社会スキルを実践する機会になりうる。表面的には適応的に振る舞い、実際大きな
困難を抱えているわけではないが実は周囲の誰にも本音を語れず苦しい思いを抱えている、という学生が、胸
の内を吐露する場として話したい時にだけ相談室を利用しているというケースも少なくない。このように、必
ずしも継続期間が長ければ良いとも言えず、相談室の利用の仕方は学生本人に委ねられるべきであろう。

その一方で、ここ数年、自身が抱えた問題から逃げ込むように来談する学生が増えていると感じるのも事実
である。長い間、自らの問題を自覚はしていたが対処せず、いよいよ危機的状況に陥ったところで相談室に駆
け込んでくる。カウンセラーは可能な限り相談に乗るが、当の学生は抱えている困難を即時に取り払うことが
難しいとわかると、相談に来なくなってしまう。このように、あたかも問題の解決をカウンセラーに委ねるか
のような学生が時折見られ、そうした学生は短期間で相談室を去ってゆくことが多いように感じる。相談を長
く継続してきた学生から「（カウンセリングでは）あれしろ、これしろ、と言われないのがよかった」との感
想を聴くことがあるが、この発言には「自分の問題は自分で解決するよりほか無く、だからこそ一般論で片付
けられたくない」という大学生らしい自意識が透けて見える。気軽に来談する学生が増えるのは喜ばしいこと
ではあるが、目先の問題解決に急がず、時間をかけて自己対峙を試みる学生が年々減っていると感じるのも事
実であり、これは寂しいことであるし残念な側面である。

教職員については、来年度から私立大学において合理的配慮が義務化されることを背景に、学生支援に教職
員が関わる比率が高くなっていることが数字に表れていると推察できる。今年度中に学生支援に関する学内の
役割分担が再度明確にされたこともあり、相談室カウンセラーが支援対象である学生の担当教職員と複数回の
やりとりをする機会が増えたことも反映されているだろう。実人数の減少は、ケースごとに連携すべき職員が
定まってきている結果とも考えられ、相談室にとっては守秘義務を遂行する上で好ましい傾向と言える。その
他、入学前相談で学生が抱える心身の問題について入学以前から複数の部署が関わるようになったことや、学
内の学生支援連携の気運が高まった結果、教職員に勧められて相談室に来談する学生が増加していることも関
連していると思われる。新規で来談した学生に行う「来室者アンケート」を集計した結果、何らかの紹介を受
けて来談した学生は全回答の33％にのぼり、その中で最も割合が多かったのが職員からの紹介であった

（25.5％）（表３、図４）。紹介元として学生支援室、キャリア支援課などコロナ以前の2019年当時にはなかっ
た窓口が増えており、学内のセーフティネットが徐々に広がっていることが実感できる。この３年にわたる教
職員の相談室利用状況の変化（延べ人数の増加傾向）は、湘南校舎内の学生支援が拡充しつつあることを示し
ていると言って良いのではないか。

図４　来談したきっかけ　　　　　　　　　��　※複数回答表３　来談したきっかけ　��※複数回答

ポスター 4
入学時オリエンテーション 9
パンフレット 5
ホームページ 10
メール配信 4
入学前相談 2

紹介

医務室 6
学生支援課 3
教育支援課 3
教員 1
キャリア支援課 1
友人 3
不明 1

その他 3
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表４　2023年度　相談方法の内訳

対面 電話 オンライン その他（メール） 計
学生 323 163 67 11 564
家族・教職員 184 10 1 25 220
計 507 173 68 36 784

⑵　相談方法の内訳（表４、図５）
学生の相談方法の内訳を見ると（表４）、対面が323件（57.2%）、電話が163件（28.9%）、オンラインが67件

（11.9％）、その他（主にメール）が11件（２％）となっている。昨年比で対面面接の割合が５％増、電話が約
４％増、そしてオンライン面接はおおよそ半減する結果となった。コロナ禍下で一般化したと思われたオンラ
イン面接は、昨年度までは電話の利用率と拮抗していたが、今年度は全体の10％程度にとどまった。オンライ
ン面接では自分の顔を出さずに話す学生がほとんどであり、学生の側からカウンセラーの顔を見ることはでき
るが、結局電話とさほど変わらない。学生が電話とオンラインのどちらを選択するかに明確な理由は今のとこ
ろ見出せないが、電話は、ビデオ通話のリンク等をやり取りする手間が省け、何より手軽でなじみがあること
から選ばれることが多いと想像される。相談方法別件数の月次推移（図５）を見ると、例年通り、８月や２～
３月など登校する機会が減る時期には対面面接が極端に減少し、電話相談が増加する。オンライン面接は２月
に若干増加しているが、年間を通して10％以下を維持しており利用率は低い。

コロナ禍前の2019年度以前には行われていなかった遠隔相談であるが、それが当たり前になった今、来談者
が減少する閑散期にどの程度貢献しているのだろうか？年間の学部生来談者全体数（のべ人数）に占める閑散
期各月（８月、２月、３月）の来談者割合を、遠隔相談を実施していなかった2019年度と2023年度で比較した
ところ、2019年度では閑散期の来談者割合は3.6～4.0％であったが、2023年度は５～5.7％と、おおよそ1.5～
２％増加していることが分かった。相談は継続したいが学校に行く機会がない、定期がないので交通費がかか
る、体調がすぐれないが家でなら話をしたい、という学生に対して遠隔相談はわずかながらに貢献しているこ
とが推察された。

図５　2023年度　相談方法別件数の月次推移（学部生のみ）
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２．学生の個人相談
⑴　月別利用件数（表５、図６）

月別利用件数の年間推移は例年、４月から徐々に増加し６～７月に年間ピークを迎え８月に減少、秋学期が
始まる９月から徐々に増加し10、11月が年間で第二のピークとなり年度末にかけて減少してゆく、という経過
をたどる。昨年度は、秋学期以降に来談数が伸び悩み、年間の月別利用件数の増減もめりはりのない状況で
あったが、今年度はグラフを見てもわかる通り例年の増減パターンに当てはまる結果となっている。月ごとに
振り返ると、４月は対人関係にまつわる１年生からの相談が多く、５月の連休明けからは新規数が増加し、年
度初めの頑張りや緊張から心身の症状を呈するケースや就職活動につまずきを感じて来談する４年生が複数来
談した。７月には実人数、新規数ともに昨年比で増加し、年間で最も来談数の多い月となった。教育支援課、
学生支援室、医務室からの紹介で相談室につながる学生が増え、それに伴って家族・教職員の対応件数が昨年
比でおよそ５倍となった時期である。９月にはグループ演習に負担を感じ、退学まで考える学生が相次いで来
談した。来談した学生のほとんどがそれまで目立った修学上の問題はなく、そうした学生らが授業内で退学を
考えるまでに追い詰められていることに驚きを禁じ得なかった。10月は年間で最も学生の新規数が増えた月で
あり延べ人数、実人数ともに昨年度を大きく上回った。８月末にカウンセラー１名が退職したため９月、10月
は２名体制での運営となり、カウンセラーは多忙を極め、学生の相談枠の調整に苦慮することもあった。12月
は緊急対応が入ったこともあり教職員対応数が昨年比３倍と増加したが、その一方で10月に新規来談したケー
スの多くが短期で相談を終了し、学生対応数は減少した。グループ演習が12月には終盤を迎え、なんとか危機
を乗り越えた学生らが相談を終結した、という事情もある。

各月を振り返るとこのようになるが、年間を通した傾向としては、やはり継続して来談する学生（延べ人
数）が減少していることと教職員の対応件数（延べ人数）が増加している、ということであり、これは概要で
述べた通りである。

図６　2023年度　相談件数の月次推移

表５　2023年度　相談件数の月次推移

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計
情報学部 28 33 47 58 27 38 52 43 31 34 20 19 430
健康栄養学部 4 5 5 19 7 8 13 22 9 9 9 7 117
学部生以外 3 4 3 3 1 1 1 0 0 0 1 0 17
家族 0 0 1 2 0 1 0 0 3 0 1 3 11
教職員・その他 5 12 24 32 8 23 11 18 28 24 14 10 209
合計 40 54 80 114 43 71 77 83 71 67 45 39 784
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⑵　相談内容別利用件数（表６、図７）
相談内容別利用件数をみると、心理領域の相談は423件で全体の75％を占め、次いで進路（72件12.8％）、修

学（56件9.9％）と続く。心理、進路、修学領域の相談件数が上位となるのは例年の傾向と同じである。昨年
度（心理57％、進路28％、修学13％）との比較では、心理が18％増、進路が15.2％減、修学が3.1％減となった。

小分類に目を向けると、「性格行動」（心理領域）が39.2％と最も多く、「精神衛生」（心理領域、19.9％）、
「将来の方針」（進路領域、10.5％）、対人関係（心理領域、10.6％）、学業（修学領域、8.0％）と続く。「就職」
（進路領域）は2.3％と少ないが、就職に関する具体的な相談はキャリア支援課を利用するよう促す場合が多く、
相談室で受理する相談は、自らの適性、自己理解、卒後の社会適応など「性格行動」（心理領域）に分類され
るような内容が多い。そのため実際には「性格行動」に就職にまつわる相談が相当数含まれている。また、発
達特性に関する相談も「性格行動」に分類されることが多く、「性格行動」が網羅する範囲が広いことが、例
年相談数が多くなる要因となっている。

昨年との比較で目立つのは「将来の方針」が約17％減少し、「性格行動」が16％増加したことであろう。昨
年度は「将来の方針」が例年になく増え、例年相談数の多い「性格行動」「精神衛生」をも上回る結果となっ
た。これは昨年度の報告で述べたように、コロナ禍により長期的に社会活動を抑制された後、突然平常化と
なった際の学生の戸惑いが「将来の方針」増加の要因であると推察され、昨年の結果が特異的であったと言え
る。ゆえに今年度の例年並みの結果は、大学生活が平常化した表れとも受け取れる。

図７　2023年度　相談内容別利用件数 表６　2023年度　相談内容別利用件数（延べ人数）

修学 進路 心理 生活 その他
情報学部 53 60 307 3 7
健康栄養学部 3 2 109 0 3
学部生以外 0 10 7 0 0
合計 56 72 423 3 10
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⑶　学年別利用件数（表７、図８、図９）
2023年度の学年別利用件数（表６）は、延べ人数は４年生が167人と最も多く、続いて３年の112人であり、

１年と２年はそれぞれ102人と同数であった。そして今年度から新しくカウント枠として設けた「卒業延期者」
が64人であった。実人数をみると3年生が17人と最も多く、４年（15人）、１年（13人）、２年（12人）、５年生
以上（５人）と続く。学年別利用件数（図８）では４年生が延べ人数全体の30％を占め、１～３年生はおおよ
そ20％ずつ、卒業延期者は実人数が少ないながらも延べ人数では全体の12％を占める結果となった。

過去の実績との比較を可能にするために、「卒業延期者」のデータを除外して各学年の全体に占める割合
（のべ人数）を算出すると、１年21.1％、２年21.1％、３年23.2％、４年34.6％となる。2018年度から2022年度
までの過去５年間の学年ごとの来談率平均値（延べ人数）と今年度のデータを比較すると、今年度は１年生と
４年生が多く、２、３年が少ない傾向にあることがわかる（図９）。過去５年間のデータで４学年中最も少な
いのは１年生であるが、昨年、今年と１年生の来談率が20％を上回るようになり増加傾向にあることが分かる。
本来、全く新しい環境におかれた１年生の来談率が上がることに不思議はないのだが、環境への不慣れから来
談に尻込みすることは大いに予想できる。ではなぜ１年生の来談率が昨年に引き続き増加しているのかと推察
すると、一つは昨年度の入学前相談で来談した学生が入学後も相談を継続していたことが挙げられるだろう。
もう一つは、入学してくる世代が、スクールカウンセラーの配置（1995年～）や特別支援教育の実施（2007年
～）など、学校現場における相談機能が拡充して行く中で成長しており、他者に相談することへの抵抗感が比
較的薄くなっていることが考えられる。３年生の延べ人数は４年に次いで多く、実人数は４学年中１番多い17
名となっているが、一人当たりの平均来談回数が6.6回と最も少なくなっており、近年の相談室の利用状況（実
人数が増加し延べ人数は減少）を体現する結果となった。延べ人数においては１～４年の中で４年生が最も多
いが、４年生はコロナ禍下の2020年度に入学しており、過酷な大学生活を強いられた学年である。それを示す
かのように４年生の一人当たりの平均来談回数は11.1回と、４学年中で最も多くなっている。その４年生をさ
らに上回ったのは「卒業延期者」であり、実数こそ少ないが、一人当たりの平均来談回数は12.8回となった。

「卒業延期者」は、何らかの事情で留年した学生が分類されている。留年となった経緯や理由は学生それぞれ
で違っており、相談室に足繁く通う中で長年悩みの種となっている自らの性格や特性と対峙し続けた学生も複
数いた。留年は、一般的には否定的な出来事であるが、本人の捉え方次第では自分に合った卒後の選択や今後
の生き方についてじっくりと考える良い機会となる。規定通り歩みを進めることが必ずしも優先されるべきこ
とではなく、自分に合った足取りで着実に前に進むことにも意義があることを、面接を通して学生から学んだ
ように感じた。

図８　2023年度　学年別利用件数

表７　2023年度　学年別利用件数　��　　※延べ人数（実人数）

１年 ２年 ３年 ４年 卒業延期者
情報学部 87（11） 82（10） 110（16） 91（10） 60（4）
健康栄養学部 15（ 2） 20（ 2） 2（ 1） 76（ 5） 4（1）
合計 102（13） 102（12） 112（17） 167（15） 64（5）

図９　過去５年＊の学年別来談率平均値との比較

※単位 =％

74



Ⅲ　アウトリーチ活動

１．広報
2023年度は、長年使用してきた相談室パンフレットを刷新し、例年通り、新入生に入学関係書類とともに送

付した。オリエンテーションでは前年度と同様に「学内相談窓口」という括りで相談室、医務室、学生支援室
が合同で紹介スライドを作成し、新入学生に説明を行った。教職員に向けては「相談室のご案内」をメールで
配信し、学生に対しては例年通りポスターを学内に掲示したほか、「相談室だより」（年５回発行）をホーム
ページに掲載し、B!bb’sメールにて送信した（資料①～⑤）。閉室期間前には外部相談機関の情報を、そして
12月には、厚生労働省が「いのちの日」と銘打つ自殺防止キャンペーンに準じて、外部相談機関である「孤
独・孤立相談ダイヤル」に関する情報提供をするとともに、相談室への来談を促すメッセージをホームページ
とB!bb’s メールにて学生に発信している。

２．ワークショップの実施
実施に至ったワークショップは以下２件であった。他にアサーションをテーマにしたワークショップを企画

したが、参加者がおらず未実施に終わった。

①　湘南キャンパスクイズラリー（4月下旬）
コロナ禍が落ち着き、学生にキャンパス内を歩いてまだ知らない湘南キャンパスの魅力を感じてもらいたく、

クイズラリーを企画した。新入生には、文教大学や湘南キャンパスの魅力を知ってもらい、大学生活のスムー
ズな適応を促すこと、また上級生には、あらためて大学について知ってもらい、大学生活をより楽しんでもら
うきっかけとすることも目的とした。まず、湘南キャンパスに関するクイズ冊子を作成し、食堂など３か所に
設置、ホームページからダウンロードも可とした。期間中は、学生に自由に冊子をとってもらい、自分のペー
スで学内を周り解いていってもらう。学生支援室で解答を掲示し、参加者アンケートに入力した学生には参加
賞（文教オリジナルグッズ）がもらえるようにした。

学生が自主的に実施する形式としたため、正確な参加人数は不明であったが、アンケートには19件の回答が
あった。自由記述には「楽しかった」という声が多くみられ、「キャンパスの中で知らないこと、初めて見る
ことがたくさんあった」など、新たな発見を得た上級生もいた。

②　クリスマスクラフトワークショップ（12/18､ 19、21昼休み開催）
昨年度も行ったワークショップを、日数や品数を増やして、2023年度も企画した。学生支援室のミーティン

グスペースを利用して、支援室スタッフの協力を得て行った。季節感を感じてもらうことや、作業に集中する
ことによる気分転換、他の学生やスタッフとの交流、学生支援室や相談室の広報などが目的である。昨年度に
引き続き、円錐形の厚紙に毛糸を巻き付けて作るクリスマスツリーと、今回新しく追加した、紙刺繍で作るク
リスマスカードの２種類から選んで作ってもらうこととした。短時間で作業負担が少ない内容で、多くの学生
が参加できる昼休みの時間帯に実施した。

３日間で延べ11名の学生が参加し、３日間続けて参加した学生や、１回で複数の作品を作った学生もいた。
アンケート結果からも楽しんで参加した学生が多く、中には「最近はスマホやテレビばかり使っていたので、
手作業で何かを創作するのが懐かしい」との感想もあった。

３．入学前相談
湘南キャンパスでは2021年度（2022年度入学生）から始まった入学前相談も、今年度で３回目となった。実

施目的は前年度と同様、①学生が早期にキーとなる支援者と会い、入学後の相談のハードルを下げること、②
予防的介入により大学生活の初期適応を促すこと、である。

【実施内容・方法】
募集期間：①　2023年11月１日（水）～2024年２月６日（火）　2023年12月までの入学手続き者
　　　　　②　2024年２月６日（火）～３月11日（月）　2023年１月以降の入学手続き者
広報方法：案内メール配信、合格者用ホームページ掲載
相 談 日：①　2024年２月13日（火）～19日（月）　
　　　　　②　2024年３月11日（月）～15日（金）
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【結果】
①　前半（２月）：申込０件
②　後半（３月）：申込４件

（内訳：対面２件、オンライン２件／本人のみ１件、保護者同席２件、保護者のみ１件／学科との情報共有１件）

【実施後アンケート】　回答数２件
〈入学前相談日のお知らせ、予約方法、相談当日までの流れについて〉
　とてもわかりやすい・・・２件

〈相談員の対応について〉
　大変満足・・・・・・・・１件
　満　　足・・・・・・・・１件

〈相談内容に関する不安や心配はどのくらい解消されましたか〉
　解消された・・・・・・・２件　　　

〈自由記述欄〉
　記載なし

【まとめ】
湘南キャンパスでは３年目の実施となり、申込数は昨年度の６件を下回る４件となった。
今年度も申込時の相談内容に応じて、適切に担当部署を振り分けることができた。今回は身体疾患に関する

相談が多く、医務室スタッフが相談に入ることで、より専門的・具体的な対応が可能になり、相談者の安心に
もつながった様子であった。一方、複数の部署が相談に関わることによって同席するスタッフの人数が増え、
当の相談者がしり込みしたり話しにくそうにする場面が見られた。同席者が多いほど相談者は問題の核心に触
れにくくなり、スタッフ側としても守秘義務を徹底することが難しくなる。今年度は保護者が率先して申し込
むケースが多く、相談当日の大学側の対応について直接相談者に確認しづらい状況があった。そのため来年度
以降は、この点をどう配慮してゆくか検討が必要であろう。今回、相談室スタッフは相談内容に関わらず全て
の面接に同席したが、今後は他部署のみで対応できる内容であれば相談に同席することを控え、終了時に相談
者や他のスタッフを交えて入学後の支援体制について確認する、という形をとると良いかもしれない。また、
相談に対応する他部署のスタッフとは、あらかじめ守秘義務について確認しておく必要性を感じた。会議等で
報告を求められた際、相談内容をどこまで開示するかについてはスタッフの専門性によって考え方が違う。匿
名性を維持しながら必要な報告内容を選択するのは容易ではないため、共通のコメントを予め準備しておく、
などの対策をとるといいかもしれない。

最後に、今年度はアンケート回答件数が少なかった。案内はするが強制はしない、というスタイルをとった
結果と思われるが、来年度は来談者にはその場でアンケート用紙を手渡すなどの工夫が必要かもしれない。

４．その他の取り組み
相談室・キャリア支援課連絡会（12月20日）

昨年に引き続きキャリア支援課との連絡会を実施した。相談室からは、2022年度から2023年度にかけての相
談室における進路、就職に関する相談受理状況について報告をした。キャリア支援課からは、湘南校舎におけ
る就職活動の全体的な動きや職員の方々の所感をうかがうことができた。また昨年度の連絡会を受けて、キャ
リア支援課から相談室に紹介のあった学生が両室を行き来しながら無事に内定・卒業をしたケースについて振
り返りを行った。昨年からの懸案事項である、キャリア支援課でキャッチした特性のある学生をどう相談室に
つなげるか、については、キャリア支援課職員の方々より前向きなアイデアをいくつもいただくことができた。
実現可能なものは来年度より実施を検討したい。

Ⅳ　スタッフの訓練及び研修

日本心理臨床学会第42回大会（9月1日～3日　対面開催）
学生相談の事例発表を中心に参加した。印象的だった発表は、生育歴の中でトラウマを抱えた大学生の面接

過程であった。組織の中でトラウマが再演されると支援者側に様々な感情が生まれ、結果的に支援のつながり
が分断されやすい。発表者は事例を通してTIC（トラウマインフォームドケア）の視点、すなわち大学職員が
トラウマに関する理解を深め、支援に生かすことの意義を唱えた。しかし面接の過程で印象的だったのは、不
適切な行動を繰り返す学生と大学が対立する中で、粘り強く学生に寄り添い続けるカウンセラーの姿であった。
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事例の転機が大学組織と学生との衝突によって作られたようにも感じられ、もし大学側が知的理解によって冷
静に対処していたら、学生が好転するきっかけも失われていたかもしれない。学生相談におけるカウンセリン
グは、カウンセラーと学生の２者関係で完結するものではなく、時に教職員の心の動きを大きく巻き込みなが
ら展開してゆくものであることを再認識させられる発表であった。カウンセラーの献身もあり、知的理解を超
えた心のぶつかり合いが最後に「学生のため」に集約されていくさまは感動的であった。

Ⅴ　課題と展望

学生の援助要請行動を引き出す工夫を模索する
学業不振や欠席の多さ、見るからに心身の健康を損なっているなど、問題が外から見て分かる学生について

は何らかの支援につながる可能性があるが、表向きよく適応している学生が抱える深刻な悩みには、本人が申
し出ない限りなかなか手が届かないのが実情である。2023年度においては、まさにそうした難しさを感じる事
例に直面することがあった。全国の大学・短大を対象にした調査では「悩みを抱えていながら相談に来ない学
生への対応」を学生相談における特に必要性の高い課題であると回答した大学は、全体の85.9％にのぼった

（独立行政法人日本学生支援機構,2014）。学生の援助要請行動をどう引き出すかについては、長年議論されて
いるものの決定的な手立ては存在しない。ここではいくつかの研究レポートを参考に、「学生がアクセスしや
すい相談室」にするために湘南校舎でできることを模索し、今後の課題としたい。

　　①　来談前の不安を軽減する工夫
　　　 　学生の援助要請を阻む心理的要因として、援助を申し出る決まり悪さや自己開示への不安、拒絶や

無視へのおそれ、自己達成の放棄、等が挙げられる。また「心理的問題を持つ＝異常・不適応」との
間違った思い込みも根強い（高野・宇留田,2002）。こうした心理的要因を軽減させるために、相談室
は情報提供（広報）の仕方や内容を工夫する必要があると思われる。例えば来談する前にホームペー
ジ等で、予約状況や相談室で受けられる支援内容に関する情報を得られるようにし、学生から見た相
談室の「見えない部分」をなるべく開示してゆく。相談室が心理的問題ばかりを扱う場所ではないこ
とを示すために、大学生が一般的に持つ学業や日常生活の問題、発達上の問題の相談も受け付けてい
ることを提示することも必要だろう。このように相談室で受けられる支援をより具体的・明確に示す
ことで、学生は相談室利用が自分にとってどの程度有効であるかを想像できるようになると思われる。
守秘義務が守られることはこれまでも周知してきているが、それに加えて、相談室における支援では
学生の意志や主体性が尊重されること（自己開示を強要しないこと）を伝えられるといいかもしれな
い。その他、電話による匿名の相談を積極的に受け入れることを広報する、学生が気楽に参加できる
ワークショップを実施し、相談室をより身近に感じてもらう機会を作る、なども考えられる。

　　②　広報を通じた心理教育
　　　 　学生が抱える問題には、自分自身では問題と認識しにくいものが多数ある（高野・宇留田,2002）。

ホームページや相談室だより、パンフレット等で、大学生にとって身近な日常の問題や心理領域に関
する情報を扱い、学生が自らの問題を理解・査定をし、来談の必要性を自分で判断できるようになる
とよいのではないか。

　　③　友人や保護者に対する心理教育・広報
　　　 　私立大学学生生活白書（一般社団法人日本私立大学連盟,2022）によると、不安や悩みの相談先は

「友人」61.2%、「家族」48.5%であり、「学生相談室」と回答したのはわずか3.2％であった（いずれ
も複数回答）。また抑うつと自殺念慮に焦点を当てた研究（木村・梅垣・水野,2014）においても同様
に、専門家よりも友人・家族に援助を求めることが多い、とされている。これらの事から、学生を取
り巻く友人・家族をターゲットにした心理教育や広報が有効であると考えられる。学生には来談を促
すばかりでなく、身近な友人が心の不調を訴えた時にピアサポーターとして相談室利用を勧めてもら
うよう広報をし、保護者には入学時に保護者向けの相談室案内を配布する、などを検討するとよいか
もしれない。

上記のような工夫を実際に行なってゆく際に課題となるのは、情報提供の場の確保である。今年度の来室者
アンケートの結果では、来談のきっかけとして「ホームページの閲覧」が「教職員の紹介」に次いで多かった。
しかし現在のホームページは相談室として独立したものではなく、文字以外のデータを掲載することが難しい
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ため、学生にとっては非常に見にくいものとなっている。援助要請を引き出す環境を作るためにも、ホーム
ページを通じて視覚的にわかりやすく、多様な情報が提供できるようになると良い。まずは独立したホーム
ページの開設を検討し、相談室の中心的な情報源として学生に認知されるようになることを目指したい。
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東京あだちキャンパス業務報告





2023年度 東京あだちキャンパス医務室業務
４月　学生定期健康診断　4/3（月） ・4/4（火）

学生定期健康診断尿再検査　4/13（木） ・4/14（金） 
医務室利用状況集計
保健センター会議
衛生委員会
学生支援連携協議会
校医内科相談・婦人科相談・精神科相談

５月　新入生歓迎スポーツ大会救護待機　5/16（火）
教職員健康診断　5/31（水）
医務室利用状況集計
保健センター会議
衛生委員会
学生支援連携協議会
校医内科相談・婦人科相談・精神科相談

６月　医務室利用状況集計
保健センター会議
衛生委員会
学生支援連携協議会
校医内科相談・婦人科相談・精神科相談
オープンキャンパス救護待機　6/25（日）
教職員ストレスチェックの実施

７月　医務室利用状況集計
保健センター会議
保健センター合同会議
衛生委員会
学生支援連携協議会
校医内科相談・婦人科相談・精神科相談
オープンキャンパス救護待機　7/16（日）
年報準備
結核予防費補助金申請書および実績報告書作成
教職員ストレスチェック後の評価、ハイリスク者への対応

８月　医務室利用状況集計
衛生委員会
オープンキャンパス救護待機　8/20（日）

９月　医務室利用状況集計
保健センター会議
衛生委員会
学生支援連携協議会
校医内科相談・婦人科相談・精神科相談
オープンキャンパス救護待機　9/17（日）
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10月　医務室利用状況集計
保健センター会議
衛生委員会
学生支援連携協議会
校医内科相談・婦人科相談・精神科相談
祝日授業救護待機　10/9（月）
総合型選抜入試救護待機
全国大学保健管理研究集会

11月　医務室利用状況集計
保健センター会議
衛生委員会
学生支援連携協議会
校医内科相談・婦人科相談・精神科相談
学園祭救護対応　11/10（金）～11/13（月）
新年度予算作成
新年度健康診断予定表作成
学校推薦型選抜入試救護待機
教職員インフルエンザ予防接種

12月　医務室利用状況集計
保健センター会議
衛生委員会
学生支援連携協議会
校医内科相談・婦人科相談・精神科相談
定期健康診断実施に関する業者との打ち合わせ
総合型選抜2期救護待機

１月　医務室利用状況集計
保健センター会議
衛生委員会
学生支援連携協議会
校医内科相談・婦人科相談・精神科相談

２月　医務室利用状況集計
保健センター会議
衛生委員会
学生支援連携協議会
大学入学共通テスト救護待機　1/13（土）・1/14（日）

３月　新年度用書類作成・学生健康管理データ整理
医務室利用状況集計
年間医務室利用者集計（学生・教職員）
保健センター会議
衛生委員会
学生支援連携協議会
Ｃ日程入試救護待機
卒業式救護待機　3/15（金）
学生定期健康診断準備
足立区結核健康診断実施報告作成
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東京あだちキャンパス医務室活動報告
Ⅰ　2023年度東京あだちキャンパス医務室利用状況

１．医務室利用者数【学生】（表１～２、図１）
学生の疾病傷病等による来室延べ利用者数は、内科66件（3.51%）、外科43件（2.29%）、その他13件（0.69%）、

総利用者数は、122件（6.49％）だった。月別の疾病利用者数は６月に多い傾向がみられた。

２．疾病別利用者数【学生】（表３～４、図２）
疾病、傷病、相談、医師診察等での年間の医務室延べ利用者数は851件であった。疾病別にみると、内科で

は風邪による利用率が最も多く、外科では擦過傷、切傷・裂傷、捻挫、靴擦れが多かった。学生の健康相談は
年間を通して利用者があり、年間69件の利用者があった。

３．傷害保険・初診料負担制度適用者数（表５）
正課中・学校行事中・課外活動中・通学途中等の怪我で医療機関を受診した学生は、１件のみ届出があり、

傷害内容は靭帯損傷であった。

４．時間帯別利用者数（表６、図３）
利用者数を時間帯別にみると、昼休みの時間帯の利用者が最も多く、次いで多かったのは３限にあたる時間

帯であった。

５．各種検査・その他の利用（表７～８、図４）
校医相談の利用者は内科14件、婦人科10件、精神科12件だった。血圧・体脂肪測定は、延べ99件だった。

ベッド休養者は、年間で延べ44件だった。健康相談の利用は延べ144件だった。
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表２　2023年度　月別利用者数【学生】

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
内　科 3 5 11 13 0 0 9 9 9 4 2 1 66
外　科 6 8 11 2 1 3 4 4 0 3 1 0 43
その他 5 1 4 1 1 0 0 0 1 0 0 0 13

図１　2023年度　月別利用者数【学生】

図２　2023年度　月別医務室利用状況（疾病・傷病・相談・医師診察等）

表３　2023年度　月別医務室利用状況（疾病・傷病・相談・医師診察等）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計
学生 200 147 89 72 7 9 26 36 74 64 12 6 742

教職員 12 11 7 12 2 13 19 7 3 8 4 6 104
その他 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 5

合計 213 159 97 85 9 23 45 43 77 72 16 12 851

表１　2023年度　医務室利用者数【学生】� ※表の数字は延べ数

区　分
学部学科 学生数 利　　用　　内　　訳 計内　科 外　科 その他
経営学部 経営学科 751 16 2.13% 12 1.60% 2 0.27% 30 3.99%

国際学部 国際理解学科 556 36 6.47% 20 3.60% 7 1.26% 63 11.33%
国際観光学科 560 14 2.50% 11 1.96% 4 0.71% 29 5.18%

大　　学　　院 13 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00%
合　　　　　計 1,880 66 3.51% 43 2.29% 13 0.69% 122 6.49%

※学生数は2023年５月１日時点
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表４　2023年度　疾病別利用数（学生）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

内
　
　
　
科

風 邪 1 1 4 4 0 0 3 3 8 1 0 0 25
頭 痛 0 1 2 3 0 0 1 3 0 0 0 0 10
胃 ・ 腹 痛 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 4
下 痢 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
気 分 不 快 2 2 3 5 0 0 5 2 1 3 1 0 24
過 呼 吸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3
内 科 合 計 3 5 11 13 0 0 9 9 9 4 2 1 66

外
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科

切 傷 ・ 裂 傷 1 0 2 0 0 0 1 3 0 0 0 0 7
擦 過 傷 3 1 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0 9
火 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
刺 傷 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
肉 離 れ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
打 撲 ・ 挫 傷 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3
捻 挫 0 2 2 0 0 1 0 0 0 0 1 0 6
突 き 指 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
化 膿 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
外 傷 性 水 疱（ ま め ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
爪 割 れ 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 3
靴 擦 れ 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 4
筋 肉 痛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
関 節 痛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
腰 痛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
虫 刺 さ れ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
脱 臼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
靱 帯 損 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
骨 折 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
湿 布 交 換 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ガ ー ゼ 交 換 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2
そ の 他 1 2 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 5
外 科 合 計 6 8 11 2 1 3 4 4 0 3 1 0 43

そ
　
の
　
他

婦 人 科 系 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
皮 膚 科 系 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
眼 科 系 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
耳 鼻 科 系 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4
歯 ・ 口 腔 外 科 系 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
精 神 科 系 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他 合 計 5 1 4 1 1 0 0 0 1 0 0 0 13

総 合 計 14 14 26 16 2 3 13 13 10 7 3 1 122

健 康 相 談 21 11 8 6 2 1 6 1 8 1 4 0 69

搬 送 （ 救 急 車 ） 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
搬 送（ タ ク シ ー） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
搬 送 （ そ の 他 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合 計 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
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表５　2023年度　傷害保険・初診料負担制度適用者集計

傷害保険適用 初診料負担制度適用
総合計正課中

行事中
課外

活動中
通学中
その他 計 正課中

行事中
課外

活動中
通学中
その他 計

切 傷 ・ 裂 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0
擦 過 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0
火 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0
刺 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0
打 撲 ・ 挫 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0
捻 挫 0 0 0 0 0 0 0 0 0
突 き 指 0 0 0 0 0 0 0 0 0
化 膿 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ま め 0 0 0 0 0 0 0 0 0
爪 割 れ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
靴 擦 れ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
筋 肉 痛 0 0 0 0 0 0 0 0 0
関 節 痛 0 0 0 0 0 0 0 0 0
腰 痛 0 0 0 0 0 0 0 0 0
虫 刺 さ れ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
脱 臼 0 0 0 0 0 0 0 0 0
靭 帯 損 傷 0 1 0 1 0 0 0 0 1
骨 折 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ア キ レ ス 腱 損 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0
肉 離 れ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
半 月 板 損 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0
リ ン パ 節 炎 0 0 0 0 0 0 0 0 0
シ ッ プ 交 換 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ガ ー ゼ 交 換 0 0 0 0 0 0 0 0 0
交 通 事 故 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他（ 外 科 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0
婦 人 科 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0
皮 膚 科 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0
眼 科 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0
耳 鼻 科 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0
歯 科・ 口 腔 外 科 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0
精 神 科 系 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合 計 0 1 0 1 0 0 0 0 1

表６　2023年度　時間帯別学生利用者数（疾病）

時　　　間 人　数
　　　～　9：10（始業前） 1
　9：11～10：50（１限） 24
10：51～12：20（２限） 19
12：21～13：10（昼休み） 27
13：11～14：50（３限） 26
14：51～16：30（４限） 20
16：31～18：00（５限） 5
18：01～　　　（放課後） 0

合　　　計 122
※集計対象は内科・外科・その他のみ

（健康相談や健康管理等は含まない）

図３　2023年度　時間帯別利用者数
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表７　2023年度　各種検査・その他の利用

学生 教職員 その他 合計
内 科 医 師 相 談 14 0 0 14
婦 人 科 医 師 相 談 10 0 0 10
精 神 科 医 師 相 談 12 0 0 12
血 圧・ 体 脂 肪 測 定 75 24 0 99
アルコールパッチテスト
C O モ ニ タ ー
健 康 相 談 119 25 0 144
ベ ッ ド 休 養 28 15 1 44
搬 送（ 救 急 車 ） 1 0 1 2
搬 送（ タ ク シ ー） 0 1 0 1
搬 送（ そ の 他 ） 0 1 0 1
合 　 　 　 　 計 259 66 2 327

表８　2023年度　ベッド休養数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

学 　 生 3 3 4 6 0 0 0 5 2 3 1 1 28

教 職 員 2 2 0 0 0 3 4 1 0 1 0 2 15

そ の 他 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

合 　 計 6 5 4 6 0 3 4 6 2 4 1 3 44

図４　2023年度　ベッド休養数
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Ⅱ　2023年度定期健康診断

１．学生定期健康診断
　日    程：2023年４月３日（月）、 ４日（火）
　受診状況：図表参照（表９～10、図５～６）

2022年度と同様新型コロナウイルス感染症対策のため、健診ルートを逆戻りがない１方向に設定し、受付前
の検温と手指の消毒、着替えの貸し出しはしない等の対策を講じた。また、混雑を避ける為に受付時間を概ね
20分間隔に分散するよう指定し実施した。

受診率は全体で92.0％であった。学年別でみると１年生が最も高く99.6％、次いで２年生・３年生の93.0％
と続く。学部別にみると経営学部93.1%、国際学部91.3％であった。３～４年生では、就職活動やインターン
シップの日程と大学の健康診断日が重なり、後日外部医療機関を受診する者が多かった。新型コロナウイルス
感染症罹患等により当日受診できなかった学生の対応として、教職員健康診断日の受診を可能とした。

①　胸部Ｘ線検査の有所見者は、０名だった。（表11）

②　内科健診の有所見者は、４名だった。内訳は、心雑音・貧血・体重減少（るいそう）・甲状腺腫大が各１
名であった。（表12）

③　尿検査は当日のコンディションにより検査できない者があるため、後日再検査日を設けて対応した。初回
検査の有所見率は全体で2.7％であった。有所見内容は、蛋白尿陽性者28名、尿糖陽性者４名、潜血陽性者
17名、蛋白及び潜血陽性者３名であった。未受診者には繰り返し再検受診を勧めている。（表13）

④　心電図検査は学部１年生を対象として実施した。有所見者は２名だった。有所見者には繰り返し再検受診
を勧めている。（表14）

⑤　血圧測定の全体的な分布は、正常値は95.4%、境界域3.8%、高血圧は0.8%であった。境界域および高血圧
の者を男女別にみると、境界域は男子で7.0%、女子で0.7%、高血圧は男子で1.4%、女子で0.1%と男子の割
合が高かった。境界域および高血圧を示した者に対して、個別通知を行い、再測定とともに生活指導を行っ
た。（表15～16）

⑥　肥満度についてはBMIを用いた。BMIでは、やせが男子15.1％、女子17.1％であった。BMI　25≦～ <30
は、男子10.3％、女子6.4％であった。BMI30≦～＜35は、男子2.3%、女子1.3％であった。BMI35≦～＜40
は、男子0.6％、女子0.4％であった。BMI40≦～は、男子0.4％、女子0％であった。男女とも肥満に対しや
せの割合が多くなっている。必要に応じて学校医相談等につなげている。（表17～18、図8）

身長・体重平均値の結果は表19に示す。

学生の健康診断受診に関する各種問合せ、既往歴等の健康状態の確認、受診後の再検査・精密検査等の受診
案内、受診後のフォローなど健康管理に係る業務は延べ742件であった。

健康診断証明書の発行件数は、226通であった。（表20）
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表９　2023年度　学生健康診断受診状況（学年別）

学　年 対象者数（名） 受診数（名） 受診率（％）

１年生 485 483 99.6

２年生 472 439 93.0

３年生 456 424 93.0

４年生 454 372 81.9

大学院 13 11 84.6

合計 1,880 1,729 92.0

表10　2023年度　学生健康診断受診状況（学部別）

所　属 対象者（名） 受診数（名） 受診率（％）

国際学部 1,116 1,019 91.3

経営学部 751 699 93.1

大学院 13 11 84.6

合 　 計 1,880 1,729 92.0

図５　2023年度　学生健康診断受診率（学年別）

図６　2023年度　学生健康診断受診率（学部別）
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表13　2023年度　健康診断受診結果集計表（尿検査）�

所 　 属
受診状況 有所見者数 有所見内訳

対象者数 受診者数 受診率（％） 有所見者数 有所見率（％） 蛋　白 糖 潜血 蛋白・潜血
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

学部生

１年 259 226 485 258 221 479 99.6 97. 8 98. 8 3 6 9 1.2 2. 7 1. 9 3 4 7 0 1 1 0 2 2 0 1 1
２年 240 232 472 217 217 434 90.4 93. 5 92. 0 9 7 16 4.2 3. 2 3. 7 7 5 12 2 0 2 0 4 4 0 2 2
３年 215 241 456 197 221 418 91.6 91. 7 91. 7 3 8 11 1.5 3. 6 2. 6 2 1 3 0 0 0 1 7 8 0 0 0
４年 233 221 454 180 181 361 77.3 81. 9 79. 5 2 7 9 1.1 3. 9 2. 5 1 4 5 0 1 1 1 2 3 0 0 0

大学院 4 9 13 3 8 11 75.0 88. 9 84. 6 1 0 1 33.3 0. 0 9. 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
総合計 951 929 1,880 855 848 1,703 89. 9 91. 3 90. 6 18 28 46 2.1 3. 3 2. 7 14 14 28 2 2 4 2 15 17 0 3 3

表14　2023年度　健康診断受診結果集計表（心電図検査）

所　属
対象者数 受診者数 受診率（％） 有所見者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
経 営 学 部 140 66 206 135 66 201 96.4 100.0 97. 6 0 1 1
国 際 学 部 123 161 284 120 159 279 97.6 98. 8 98. 2 1 0 1

総合計 263 227 490 255 225 480 97.0 99. 1 98. 0 1 1 2
※対象者は学部１年生

表11　2023年度　健康診断受診結果集計表（胸部レントゲン）

所　属
対象者数 受診者数 受診率（％） 有所見者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

学部生

１年 259 226 485 258 224 482 99.6 99. 1 99. 4 0 0 0
２年 240 232 472 218 219 437 90.8 94. 4 92. 6 0 0 0
３年 215 241 456 197 226 423 91.6 93. 8 92. 8 0 0 0
４年 233 221 454 180 188 368 77.3 85. 1 81. 1 0 0 0

大学院 4 9 13 3 8 11 75.0 88. 9 84. 6 0 0 0
総　合　計 951 929 1,880 856 865 1,721 90.0 93. 1 91. 5 0 0 0

表12　2023年度　健康診断受診結果集計表（内科検診）

所　属
対象者数 受診者数 受診率（％） 有所見者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

学部生

１年 259 226 485 257 224 481 99.2 99. 1 99. 2 2 0 2
２年 240 232 472 218 219 437 90.8 94. 4 92. 6 0 1 1
３年 215 241 456 197 226 423 91.6 93. 8 92. 8 1 0 1
４年 233 221 454 180 188 368 77.3 85. 1 81. 1 0 0 0

大学院 4 9 13 3 8 11 75.0 88. 9 84. 6 0 0 0
総　合　計 951 929 1,880 855 865 1,720 89.9 93. 1 91. 5 3 1 4
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表15　2023年度　健康診断受診結果集計表（血圧測定）

項　目 性別
受 診 状 況 初 回 測 定 要再検査 再測定

対象
者数

受診
者数

受診率 
（％）

正　常 境界域 高血圧 境界域～高血圧 正　常 境界域 高血圧
人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％）

学
部
生

１年
男子 259 258 99.6 235 91.1 19 7.4 4 1. 6 23 8.9 15 5.8 0 0. 0 0 0. 0
女子 226 224 99.1 219 97.8 4 1. 8 1 0. 5 5 2. 2 3 1. 3 0 0. 0 0 0. 0
計 485 482 99.4 454 94.2 22 4.6 5 1. 0 28 5.8 18 3.7 0 0. 0 0 0. 0

２年
男子 241 218 90.5 191 87.6 22 10.1 5 2. 3 27 12.4 13 6.0 0 0. 0 1 0. 5
女子 232 219 94.4 217 99.1 2 0. 9 0 0. 0 2 0. 9 2 0. 9 0 0. 0 0 0. 0
計 473 437 92.4 408 93.4 24 5.5 5 1. 1 29 6.6 15 3.4 0 0. 0 1 0. 2

３年
男子 216 197 91.2 185 93.9 9 4. 6 3 1. 5 12 6.1 6 3. 1 0 0. 0 0 0. 0
女子 246 226 91.9 226 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
計 462 423 91.6 411 97.2 9 2. 1 3 0. 7 12 2.8 6 1. 4 0 0. 0 0 0. 0

４年
男子 240 180 75.0 170 94.4 10 5.6 0 0. 0 10 5.6 10 5.6 0 0. 0 0 0. 0
女子 231 188 81.4 188 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
計 471 368 78.1 358 97.3 10 2.7 0 0. 0 10 2.7 10 2.7 0 0. 0 0 0. 0

大学院
男子 5 3 60.0 3 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
女子 9 8 88.9 8 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
計 14 11 78.6 11 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0

総合計
男子 961 856 89.1 784 91.6 60 7.0 12 1.4 72 8.4 44 5.1 0 0. 0 1 0. 1
女子 944 865 91.6 858 99.2 6 0. 7 1 0. 1 7 0. 8 5 0. 6 0 0. 0 0 0. 0
計 1,905 1,721 90.3 1642 95.4 66 3.8 13 0.8 79 4.6 49 2.9 0 0. 0 1 0. 1

正　常…最高血圧140mmhg未満かつ最低血圧90mmhg未満
境界域…最高血圧140mmhg以上又は最低血圧90mmhg以上
 高血圧…最高血圧160mmhg以上又は最低血圧100mmhg以上

表16　2023年度　健康診断受診結果集計表（血圧測定）

性別

受 診 状 況 初 回 測 定

対象者数 受診数 受 診 率 
（％）

正 常 境 界 域 高 血 圧

人数 率（％） 人数 率（％） 人数 率（％）

男子 961 856 89.1 784 91.6 60 7.0 12 1.4

女子 944 865 91.6 858 99.2 6 0. 7 1 0. 1

合計 1,905 1,721 90.3 1, 642 95.4 66 3.8 13 0.8

図７－１　2023年度�血圧測定結果（男子） 図７－２　2023年度�血圧測定結果（女子）
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表18－２　2023年度　男・女別肥満度集計（女子）� （％）
項目 受診者数 やせ ＜18.5 正常 18.5≦～＜25 肥満１度 25≦～＜30 肥満２度 30≦～＜35 肥満３度 35≦～＜40 肥満４度 40≦～

総合計 865 148 648 55 11 3 0

表18－１　2023年度　男・女別肥満度集計（男子）� （％）
項目 受診者数 やせ ＜18.5 正常 18.5≦～＜25 肥満１度 25≦～＜30 肥満２度 30≦～＜35 肥満３度 35≦～＜40 肥満４度 40≦～

総合計 856 129 611 88 20 5 3

表19－１　2023年度　【身長（cm）】

所属
１学年 ２学年 ３学年 ４学年

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

国際学部
国際理解 171 159.1 170.1 157.8 171.5 158.7 171.3 158.9
国際観光 171 158.4 171.3 159.7 169.6 158.7 170.1 158.9

経営学部 経営 171.2 158.9 171 159.1 171.4 158.3 172.7 158.2
学年平均 171.1 158.8 170.8 158.9 170.8 158.6 171.4 158.7
大学院 171.8 158.5 180.7 163

表19－２　2023年度　【体重（kg）】

所属
１学年 ２学年 ３学年 ４学年

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

国際学部
国際理解 63.4 53.6 60. 6 53. 5 61. 5 53. 7 65. 9 54. 6
国際観光 63.1 52.7 65. 3 53. 9 61. 9 52. 9 63. 2 51. 9

経営学部 経営 61.8 51.6 63. 1 51. 8 64. 9 52. 3 66. 6 54. 6
学年平均 62.8 52.6 63. 0 53. 1 62. 8 53. 0 65. 2 53. 7
大学院 62.8 55.2 70. 1 60. 3

表19－３　2023年度　【身長（cm）・体重（kg）】

男子 女子

身長全体平均 172.8 159.4

体重全体平均 64.4 54.6

表20　2023年度　健康診断証明書発行部数

健康診断証明書発行部数

自動発行機出力数 223通

内部発行数 3通

合計 226通

表17－１　2023年度　男・女別ＢＭＩ集計〔男子〕

所　属 対象者数 受診者数 受 診 率 
（％）

やせ 正常 肥満１度 肥満２度 肥満３度 肥満４度
BMI＜18.5 BMI18.5≦～＜25 BMI25≦～＜30 BMI30≦～＜35 BMI35≦～＜40 BMI40≦～
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

学部生

１年 259 258 99.6 41 15.9 186 72.1 22 8.5 7 2. 7 2 0. 8 0 0. 0
２年 240 218 90.8 35 16.1 151 69.3 25 11.5 5 2. 3 1 0. 5 1 0. 5
３年 215 197 91.6 28 14.2 151 76.7 14 7.1 3 1. 5 1 0. 5 0 0. 0
４年 233 180 77.3 25 13.9 120 66.7 27 15.0 5 2. 8 1 0. 6 2 1. 1

大学院 4 3 75.0 0 0.0 3 100.0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
総合計 951 856 90.0 129 15.1 611 71.4 88 10.3 20 2.3 5 0. 6 3 0. 4

表17－２　2023年度　男・女別ＢＭＩ集計〔女子〕

所　属 対象者数 受診者数 受 診 率 
（％）

やせ 正常 肥満１度 肥満２度 肥満３度 肥満４度
BMI＜18.5 BMI18.5≦～＜25 BMI25≦～＜30 BMI30≦～＜35 BMI35≦～＜40 BMI40≦～
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

学部生

１年 226 224 99.1 47 21.0 163 72.8 9 4. 0 5 2. 2 0 0. 0 0 0. 0
２年 232 219 94.4 35 16.0 163 74.4 19 8.7 1 0. 5 1 0. 5 0 0. 0
３年 241 226 93.8 33 14.6 179 79.2 10 4.4 2 0. 9 2 0. 9 0 0. 0
４年 221 188 85.1 32 17.0 139 73.9 14 7.5 3 1. 6 0 0. 0 0 0. 0

大学院 9 8 88.9 1 12.5 4 50.0 3 37.5 0 0. 0 0 0. 0 0 0. 0
総合計 929 865 93.1 148 17.1 648 74.9 55 6.4 11 1.3 3 0. 4 0 0. 0
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Ⅲ　教職員の医務室利用状況

１．医務室利用者数（表21～22、図９）
教職員・その他の医務室利用者総数は延べ105件であった。内訳は内科45件、外科10件、その他29件、校医

相談３件、相談18件であった。風邪による利用者が最も多かった。月別にみると、教職員では９～10月の利用
者が多かった。

２．ストレスチェック実施状況（表23）
2023年度東京あだちキャンパスでのストレスチェックの実施率は87.4％、ハイリスク者への産業医面談実施

率は、37.5％であった。

表21　2023年度　教職員・その他疾病別利用者数

教職員 その他 計

内
科

風邪 12 0 12
頭痛 3 0 3
胃・腹痛 3 0 3
下痢 0 0 0
気分不快 11 0 11
過呼吸 0 0 0
その他 16 0 16
内科合計 45 0 45

外
科

切傷・裂傷 3 0 3
擦過傷 1 0 1
火傷 0 0 0
刺傷 0 0 0
打撲・挫傷 3 0 3
捻挫 0 0 0
突き指 0 0 0
化膿 0 0 0
まめ 0 0 0
爪割れ 0 0 0
靴擦れ 0 0 0
筋肉痛 0 0 0
関節痛 0 0 0
腰痛 1 0 1
虫刺され 0 0 0
脱臼 0 0 0
骨折 0 0 0
湿布交換 0 0 0
ガーゼ交換 0 0 0
その他 2 0 2
外科合計 10 0 10

そ
の
他

婦人科系 0 0 0
皮膚科系 0 0 0
眼科系 1 0 1
耳鼻科系 0 0 0
歯・口腔外科系 0 0 0
精神科系 6 0 6
その他 22 0 22
その他合計 29 0 29

傷 病 利 用 合 計 84 0 84
相 談 18 0 18
校 医 相 談 3 0 3
総 合 計 105 0 105
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表23　2023年度　ストレスチェック実施状況

対象者数 回答者数 実施率 ハイリスク者数 産業医面談
実施件数 面談実施率

全体 111 97 87.4% 8 3 37.5%

Ⅳ　教職員健康診断

日程：2023年５月31日（水）
受診状況（表24～26、図10）

受診率は、専任教員 85.1％、専任職員 72.4％、契約職員 58.3％、非常勤教員 5.8％であった。専任教員の
学部別受診率は表24－２のとおりである。学内集団検診での受診者を対象とした、各検査項目の有所見者数を
表25に示す。

表24－１　2023年度　教職員健康診断受診者数

対象者 受診者 受診率（%）

専任教員 47 40 85.1

専任職員 58 42 72.4

契約職員 12 7 58.3

非常勤教員 104 6 5.8

合　計 221 95 43.0

表24－２　2023年度　専任教員学部別健康診断受診者数

対象者 受診者 受診率（%） 未受診者

経営学部 14 12 85.7 2

国際学部 32 27 84.4 5

表22　2023年度　月別医務室利用状況（教職員・その他）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

教 職 員 13 12 5 13 4 14 15 7 3 8 4 7 105

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 　 計 13 12 5 13 4 14 15 7 3 8 4 7 105

図９　2023年度　月別医務室利用状況（教職員・その他）
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表25　2023年度　教職員健康診断受診率推移（%）

2022年 2023年
専任教員 80.4 85.1
専任職員 84.5 72.4
契約職員 63.6 58.3

非常勤教員 10.5 5. 8

表26　2023年度　教職員健康診断　受診者及び有所見者数

受診者数 有所見者数
聴力（1000Hz） 89 0
聴力（4000Hz） 89 4
胸部X線検査 88 1

血圧 89 20
貧血 89 8

肝機能検査 89 9
血中脂質検査 89 36

血糖検査 89 8
尿検査（糖） 89 3

尿検査（蛋白） 89 1
心電図検査 89 12

※2023年5月29日実施分（非常勤教員除く）

図10－１　2023年度　教職員健康診断受診者率

図10－２　2023年度　教員学部別健康診断受診者率
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表28　2023年度　東京あだちキャンパス　新型コロナウイルス感染症陽性報告数推移（学生）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

陽 性 報 告 数（ 件 ） 11 5 13 31 0 10 30 7 8 14 1 0

図11　2023年度　東京あだちキャンパス　新型コロナウイルス感染症陽性者推移（学生）

Ⅵ．新型コロナウイルス感染症陽性者推移（学生）　

東京あだちキャンパスにおける学生の新型コロナウイルス感染症陽性者の推移は表28、図11の通りである。

Ⅴ　教職員インフルエンザ予防接種の実施

日　　　　　　時：2023年11月８日（水）10：00～16：30　※休憩時間含む
協 力 医 療 機 関：医療法人財団　綜友会
費用（自己負担）：3,250円（1,250円）
申 込 総 数： 91 名
受 診 者 総 数： 88 名

2023年度も教職員を対象としたインフルエンザ予防接種を実施した。2023年度は学園からの接種費用の補助
（１人2000円）があり、各自の自己負担金を1250円として、申込時に費用を徴収して実施した。申込みは総務
課で取りまとめた。実接種者数は88名だった。（表27）

表27　2023年度　インフルエンザ予防接種受診者内訳

教員 職員
他校舎 その他 計

専任 非常勤 専任 契約
26 7 36 2 4 13 88
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東京あだちキャンパス相談室活動報告
Ⅰ　2023年度　運営体制

相談員（契約職員）は、2023年度４月より引き続き３名体制であったが、８月末で１人退職して２名体制と
なり、11月中旬に１人補充され再び３人体制となった。相談員は全て臨床心理士や公認心理師の有資格者であ
る。勤務は、週３日が１人、週２日が２人、月曜日～金曜日までの週５日運営となった。

相談室の運営に関しては、勤務日毎のカウンセラー間の申送りを軸に、教育支援課課長にも適宜報告、相談、
情報共有しながら行った。また、大学夏季休業期間中にカウンセラー全員が集ってカウンセラー研修会を実施
し、相談室運営や対応事例に関する検討等を行った。

Ⅱ　相談活動

１．相談活動全体
（１）概要　（表１）

全利用延べ件数は313件となり、前年度（269件）よりも44件増加した。また、313件の内訳をみると、学生
対応延べ件数が207件（前年度238件）、学生以外の保護者や教職員対応延べ連携件数については、今年度は106
件であり、昨年度の31件を大幅に上回った。ここについては、これまで以上に他部署との細かなやり取り（情
報共有など）が増えてきたことにより、カウント方法を６月より変更し、１学生につき他部署との情報共有な
どのやり取りをした場合は、１カウントを１日の上限としてカウントしていくことにしたため、昨年度から比
較して大幅な増加に繋がったといえる。

また、年間の学生に限った実人数は24件であり、そのうち新規学生は15件となった。昨年度の実人数は35件
（うち新規学生は29件）であることからすると、来談する学生は昨年度より減少したものの、新たに来談する
学生が多くみられる傾向は続き、かつ継続的に利用する学生も一定数みられることからすると、心理的な安心
感を得られる相談環境は、引き続き提供出来ているものと考えられる。

利用学生の学部ごとの割合は、経営学部、国際学部の2学部間ではおおむね１：４で国際学部の学生の利用
が多かった。また学科別にみると、国際学部内では国際理解学科の学生の利用が多かった。性別ごとの割合は、
全体としては男子学生よりも女子学生の利用が多かった。ただし、学部別にみると、国際学部は全体同様女子
学生の利用が多い傾向が見られたが、経営学部については男子学生の利用が多かった。キャンパス開設3年目
で相談利用率がまだまだ低いという面があるが、その背景には相談室の周知の度合いや、学部生ごとの特性な
どの要素も絡み合って反映されている可能性はある。利用率だけに着目するのではなく、今後も相談室が本
キャンパスの学生にとって有意義な存在となるよう、検討と工夫を重ねていきたい。
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表１　相談室　年間相談対応表（2023年４月～2024年３月）

学部 学年 性別 修学 心理 進路 生活 その他 計 延人数 実人数 新規人数

経
営
学
部

1年
男 0 0 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2年
男 0 6 0 4 0 10 10 2 1
女 0 3 0 0 1 4 4 1 1

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3年
男 0 0 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4年
男 0 5 0 0 0 5 5 2 2
女 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5年以上
男 0 0 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 0 14 0 4 1 19 19 5 4

国
際
学
部

1年
男 0 0 0 0 0 0 0 0 0
女 0 49 0 0 0 49 49 4 2

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2年
男 0 74 0 0 0 74 74 2 1
女 0 26 0 0 0 26 26 4 3

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3年
男 0 0 0 0 0 0 0 0 0
女 0 19 0 0 0 19 19 5 3

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4年
男 0 4 0 0 0 4 4 1 1
女 13 3 0 0 0 16 16 3 1

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5年以上
男 0 0 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 13 175 0 0 0 188 188 19 11

大学院・
専攻科

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学生対応総数 13 189 0 4 1 207 207 24 15

保護者 7 7
教職員連携 89 89

その他 10 10
連携対応総数 106 106

※対応数とは、ある学生に対するカウンセリングや、相談予約受付対応、様子確認などの連絡も含めたもの。
※連携対象の「その他」は、外部機関のこと。
※「２部署以上との連携」とは、学生が含まれていれば学生１カウント、それ以外は対応した相手を全てカウントした。
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（２）相談方法　（表２）
相談方法については、表２の通りとなった。今年度カウントしたメール対応についてであるが、これはカウ

ンセリングではなく、学生との予約にまつわるやり取りや、来談出来ていない継続学生に対し様子を確認する
ために行ったものである。また、電話対応も昨年度の23を上回ったが、こちらの内訳をみても、カウンセリン
グ対応を上回っての様子確認が行われた。このような作業も、大学における学生支援においては、学生のド
ロップアウトを少なくするための地道な対応と考える。また、各キャンパスにおける学生や学科の特徴によっ
ても、求められる支援の在り方は異なるものと考えると、今回の結果より、カウンセリング対応だけでない支
援の充実も、本キャンパスの学生対応においては必要となってきている可能性が指摘できよう。ここについて
は、今後も相談対応データを丁寧に積み重ね、本キャンパスの学生に、より有効な支援の在り方を模索してい
きたい。

表１　相談方法（学生）の内訳

相談方法 対応 件数

対面
カウンセリング 102

受付対応 14

オンライン カウンセリング 14

電話
カウンセリング 10

様子確認、予約関連 26

メール 様子確認、予約関連 41

計 　 207

図１　相談方法別の相談件数

（３）来談経路　（図２参照）
来談経路については、自分以外の「他者から勧められて」来談した学生が９人と全体の6 ０％を占めている。

その内訳は、「学生支援室」と「教員」がそれぞれ３人（３３．３％）と最も多かった。学生支援室は、学生が
気軽に話をしに来たり、予約なしで相談をしに訪れる場であり、その中で、内容によって個別に相談室の利用
を紹介いただく流れに結びついた。

なお、「自発的に」来談する例は、ポスターの掲示やリーフレットの配置、大学のHP上での案内や、新入生
のオリエンテーションで紹介時間をいただき、利用の仕方や場所などについて説明する機会を持つことによっ
て相談室の存在を知っていただいたことがきっかけではと推測される。相談室利用件数がなかなか伸びない点
について、全体的にまだまだ周知が不十分であることに加え、学生たちが多く集う教育研究棟や講義棟から離
れた場所且つわかりにくい配置場所にあるという相談室の配置条件や、学内相談部署である学生支援室に比べ
て予約等の利用の手続きが必要であること、精神面の問題を取り扱うというある意味ネガティブな認識を持っ
ていることによる“相談室の敷居の高さ”などが要因として考えられるかもしれない。今後も大学内で休学や
退学につながる学生たちが、状況的に追い込まれる前にヘルプを出せる環境づくり、予防活動の啓発など、相
談室ができることを考えていきたい。そして、相談室の存在がもう少し学生たちにとって身近なものになるよ
う、周知活動の工夫も含めて、学生、教職員等にアプローチしていきたい。
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図２　来談経路の内訳

２．個人相談
（１）月別対応状況　（表３、図３、４参照）

東京あだちキャンパス相談室は、開室して３年が経過した。全体的に対応件数は増加傾向にあり、さらには
通年における対応件数の推移をみていくと（表３参照）、2023年度は１年を通して、比較的コンスタントに対
応が必要となった。ここについては、前半の特に５月、６月、７月にかけて（図４参照）は、学生対応だけで
なく、連携対応も多くみられたこと、後半の春休みに入る１月～３月にかけても、学生への対応が引き続き行
われてきたことが、全体的な数値を伸ばした要因といえよう。

また、連携対応の増加については、昨年度の６月から、カウント方法に変更を加えたため、厳密な比較とは
いかないものの、保健センター相談室の認知が年々広まり、教職員からの情報共有やコンサルテーション依頼
など、より積極的に対応を求められるようになった結果とみることはできよう。次年度も引き続き、相談対応
の在り方に留意しながら、本キャンパスに有効な支援の在り方を検討・実施していきたい。

表３　最近３年間の相談対応件数の月別推移

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

21年度 5 8 21 31 10 14 30 24 29 24 20 22

22年度 19 33 56 34 11 23 17 21 25 11 8 10

23年度 25 30 37 32 14 31 23 25 20 26 26 24

図３　利用件数の月別推移（学生のみ）
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図４　利用件数の月別推移（連携含む）

（２）主訴別または相談内容利用件数　（図５参照）
学生の主訴内容別対応件数は、「心理」189件、「修学」13件、「生活」４件、「その他」１件であった。また、

この「心理」189件のうち、163件が心身（心理面）の健康に関する主訴となった。この傾向は、昨年度から引
き続きみられているが、可能性として、もう一つの学内部署である学生支援室からの支援も根付いてきている
ことが、背景の一つとしてあるように思われる。即ち学生支援室では、日常的な悩みの広い受け皿として担っ
ていただいており、そこから継続的で専門的な心理的介入や心理支援が必要になった場合に、相談室へ学生を
紹介していただく流れが定着してきた。こうしたサポート体制が整ってきたことから、各相談部署の特徴を生
かしながら、学生に対する有効な役割分担が可能になってきたともいえよう。今後も保健センター相談室を利
用する学生の状態には留意しつつ、同じ相談部署である学生支援室との連携も適宜行いながら、相談対応の質
を高めていきたい。
「連携」対応件数は106件であった。前年度の31件からは大幅な増加となったが、これについては、昨年６月

からカウント方法に変更が加えられ、より細かな情報共有などもカウントに加えていったことから、大幅な増
加に繋がったものと思われる。ちなみに、この106件のうち、20件は相談室を利用する前の学生であった。内
容的には、主に、他部署からの情報提供を受けたり、コンサルテーションを求められるケースであった。また、
保護者から学生を相談室に繋ぐための問い合わせも少数みられた。この相談室を利用する前の学生について、
昨年度はカウントしていないため比較対象にならないが、ここで言えるのは、相談室に必ずしも繋がっていな
い、いってみれば相談予備軍に対する間接的な支援も、相談室には求められているといえよう。この傾向につ
いては、大学における相談一部署として、今後も引き続き留意していきたい。
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図５　主訴別または相談内容別利用件数

※今年度のあだち相談室では、一ケースにつき、一日一度だけカウントを行い、日が変われば改めてカウントするという方法で
集計を行った。

（３）学年別利用件数　（図６参照）
学年別の利用件数は、延べ人数では２年生が114件と一番多く、次いで１年生（49件）、４年生（25件）、３

年生（19件）となり、他学年と比べ２年生の利用が５割強を占めた。２年生への対応における内訳としては、
カウンセリング対応が67件、その他（予約受付や様子確認）対応が47件であった。これらより、来室する学生
ばかりでなく、当日来室に繋がらなかったとしても、相談室を利用している学生にかわりはなく、そのときの
状態に合わせて何らかの対応が適宜必要となっている学生も半数近く占められており、多様な支援の在り方が
浮き彫りになったといえよう。一方、学年ごとの差異については、今年度は昨年度に比べ４年生が少なくなっ
たが、その年によって来談する学年の特徴があるのか、個人による要因が強いのかは、ここでは言及できない
が、恐らく両方の要因が絡み合っている可能性は推察される。ここについては、今後も推移に留意しながら慎
重に検討を重ねていきたい。

図６　学年別対応者数（延べ）
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Ⅲ　アウトリーチ活動

１．広報
今年度の新入生オリエンテーション（新入生対象：経営学部・国際学部）については、相談員の勤務日に重

ならない土曜日に実施されたことから、教育支援課職員の方々に相談室のガイダンスをお願いした。その際使
用していただくスライド資料を事前に作成した。また、学部２年生以上の在学生と大学院生には、例年通りに
相談室リーフレットを配布した。また、相談室ホームページ、ポスターもそれぞれ掲示した。さらには、「相
談室だより」を年２回発行し、相談室の周知に努めた。掲載内容としては、相談室の概要、カウンセラーから
のメッセージ、メンタルヘルスに関するミニコラムなどであり、それらを通じて相談室を利用するきっかけや、
自他の心身の健康への関心に繋がりやすくなることを目指した。

また今年度も、国際学部１年生ゼミを担当する先生方数名が各ゼミナール生を引率し、相談室を訪問してく
ださるという機会に恵まれた。カウンセラーからは、相談室に関する案内や利用方法に関する説明を行った。

２．学生向け体験イベント
昨年度は対面授業が再開されたことで、イベント実施においても対面が可能となったこともあり、全学年を

対象とすることにした。内容的には、コミュニケーションに焦点をあてた企画とした。今年度は各学期に１回、
在籍学生を対象とした体験イベントを企画、開催した。

（１）春企画「大学生のためのマインドフルネス体験講座～“今、ここで”の自分をありのままに体験する～」
【日時】
令和５年７月６日（木）　15時00分～16時00分 

【場所】
演習室1204教室（講義室南棟１号館２階）、図書館脇の渡り廊下 

【対象】
東京あだちキャンパスの学生10名程度

【実施者】
相談室カウンセラー１名

【申し込み方法】
Googleフォームに入力、相談室窓口

【周知方法】
Bibbsからのメール送信（リマインド含）、保健センター相談室ホームページ、学内ポスター掲示（北門側の
学生用掲示板や図書館前の電光掲示板の利用も含む）、相談室利用学生への声掛け

【実施準備】
イベントポスターの作成、申込フォームおよび事後アンケートフォームの作成、配布用マインドフルネス関連
資料（「マインドフルネスについて」「心の温度計」「呼吸ワーク」「歩くワーク」）の作成、実施日前のカウン
セラーによるシミュレーションを行った。

【実施内容】
①マインドフルネスに関するレクチャー（教室）　②マインドフルネス体験（教室、渡り廊下）　
③体験後の振り返り（教室）

【実施報告】
参加者２名　
●参加者特性：①参加申込のきっかけ「Bibbsメールにて知った」１名、「教職員に勧められた」１名、②マ
インドフルネスを「知っている」２名　③保健センター相談室を「知らなかった」１名、「知っている」１名
●アンケート結果： ①企画実施日時や方法：時間帯や場所、人数、スタッフの対応など、全て「適切だった」
が２名　②企画内容についての感想：マインドフルネスへの興味が持てた、内容を理解できた、エクササイズ
を日常に活用したいと思った、もっと学びたい、全て「そう思う」が２名

【考察と課題】今回の参加者は２名に留まったが、ワーク後のシェアリングでは、それぞれの意見交換がなさ
れ、かつ、今回のワークを今後に生かしたいといった共有にまで至り、とても有意義な展開がみられた。東京
あだち相談室として開設３年目を迎える中で、こうした初めて出会った学生同士の相互交流が見られたことは、
相談室が学生向けのイベントを実施する意義を再考する契機となった。今後は、これまでに計画・実施してき
たイベントの在り方に、さらなる工夫を凝らし、学生同士がより気楽に参加でき、かつ何か一つでも体験を通
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じたお土産が得られるような企画も取り入れていきたい。そのためには、学生向けイベントを実施する目的と
もいえる、“周知”と“介入”という２つの観点を軸にしながら、学生の実態やニーズを把握していくことが、
何よりも重要であろう。

（２）秋企画：「コラージュ体験でリフレッシュ」
【日時】
令和５年12月11日（月）　12時30分～16時00分 
※途中出入り自由（12時30分～13時10分：集合＆レクチャータイム）

【場所】 
学生支援室（Bルーム）

【対象】
東京あだちキャンパスの学生10名程度 

【実施者】
相談室カウンセラー２名、学生支援室コーディネーター１名　（計３名）

【申し込み方法】
Googleフォームに入力、相談室窓口

【周知方法】
Bibbsからのメール送信（リマインド含）、保健センター相談室ホームページ、学内ポスター掲示（北門側の
学生用掲示板や図書館前の電光掲示板、食堂、カフェテリアへの掲示）、相談室利用学生への声掛け

【実施準備】
学生支援室（Bルーム）スタッフとの打ち合わせ　※開催協力依頼、イベントポスターの作成、申込フォーム
および事後アンケートフォームの作成、コラージュで使用する雑誌やチラシ等の素材を収集（学内他部署に協
力依頼）、必要備品の購入、当日資料の作成、スタッフによる事前施行

【実施内容】
タイムスケジュール
12時30分～13時10分（昼休み時間帯）今回のイベントの目的およびコラージュの説明
13時10分～実際に自分のコラージュを作ってみよう！
14時30分～＜１回目＞他の参加者とのシェアリング 
15時30分～＜２回目＞ 他の参加者とのシェアリング 
16時00分   イベント終了　その後スタッフ振り返り、後片付け

【実施報告】
参加者　参加者３名（いずれも事前申込有、当日参加なし）
●参加者特性：①参加申込のきっかけ　「Bibbsメールにて知った」１名、「教職員に勧められた」１名、「相
談室スタッフにきいて知った」１名
具体的な参加理由：空きコマの時間に話したかったから、ゼミの先生からの課題で参加、テーマや内容に興味
があった、他の学生と関わる時間が欲しかった
●イベント中の参加者の様子：
・作業をしながら、和やかな雰囲気の中参加者同士や職員との交流を楽しむことができていた。
・ 使用した素材は主に図書館から除籍処理した雑誌（約40冊）や新聞、フライヤーで、各自で写真やイラスト

を自由に選びながら思い思いの作品を仕上げていた。
・ 雑誌の写真等をきっかけに自分の経験や趣味趣向等について語り、自分なりのこだわりを作品中に表現して

いた。他の参加者やスタッフとのシェアリングでは、作品とともにテーマ、自分の感じたことや思いなどを
発表し合った。

・ 参加者自身がコラージュという作品を通して自己表現ができたり、自分自身の内面への気づきを得たり、他
者の作品を見て共感したりする経験ができていた。

・出来上がった作品に満足感を感じ、喜んで持ち帰る様子も見受けられた。
・ これまでBルームに足を運んだことがない学生も、今回の参加により、どんな場所であるかを知ることがで

きた。
●アンケート結果報告　

（学生Ａ）楽しかった。今回授業の関係で他の参加者と作業時間がすれ違ってしまって残念だったが、またイ
ベントがあったら参加して話をしたい。
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（学生Ｂ）今回ゼミの先生の紹介で参加したが、思っていたより楽しくて有意義な時間だった。ゆるゆるっと
した雰囲気がとっても居心地よかった。

（学生Ｃ）楽しかった。スタッフの作品も共有できて面白かった。

【考察と課題】参加者から、今回のイベントに参加するまでＢルームのことを知らなかった、もっと早く知っ
ていたら良かった、という声があり、相談室企画のイベントへの参加が、学生にとってＢルームや相談室とい
う身近な学内相談窓口を知るきっかけとなることを改めて実感した。また参加者の中で、「講義の受講等のみ
では他学部の学生となかなか交流できないため、今回イベントで就活や学生生活のことなど他の学生の話を聞
くことができて良かった。」との感想もあり、今回のようなワークショップ形式のイベントが、ピアサポート
の場としても活用できるものと考えられる。今後の課題として、より多くの学生に参加してもらえるよう、こ
れまでの参加者の声も参考に企画を考え、全体への周知方法なども改めて検討していきたい。相談室企画のイ
ベントを定期的に実施しながら、学生が必要な時に利用できる身近な相談窓口としての周知につなげたいと考
える。

Ⅳ　入学前相談

心身の発達や障害などの問題、不登校など、何らかの社会的不適応経験や困り感を持って入学をしてくる学
生への早期支援の方法として、越谷キャンパスでは2018年度から、湘南キャンパスでは2021年度から実施して
いる。昨年度から東京あだちキャンパスでもこの入学前相談の取り組みを行っており、今年も同様に実施した。

実施目的は、他の２つのキャンパスと同様に①学生が早期にキーとなる支援者と会い、入学後の相談のハー
ドルを下げること、②予防的介入により大学生活への初期適応を促すことである。支援を必要とする入学生と
その保護者を対象に、カウンセラーが入学後の修学上及び生活上の心配事について話をうかがい、問題解決に
つながるよう助言と情報提供を行った。

【実施内容・方法】
＜時期＞
合格発表時期に合わせ、前半と後半に分けて計10日間実施を計画した
①　前半：2024年２月13日（火）～19日（月）　2023年12月までの合格者対象
②　後半：2024年３月11日（月）～15日（金）　2024年１月以降の合格者対象
＜周知方法＞
今年度は総合型選抜の合格発表（2023年11月１日）に間に合わせて３キャンパス共通の「入学前相談のお知ら
せ」の文書を合格者専用ホームページ上に掲載した。
＜予約方法＞

「入学前相談のお知らせ」文書に３キャンパス共通の予約フォーム（Google Form）のQRコードとURLを掲載
した。相談希望者には、氏名、相談形態の希望（対面またはZoomによりオンライン）、参加人数（保護者同伴
の有無）、現住所および入学後の住所、入学予定学部、相談内容、相談希望日時を記入した上で申し込みを依
頼した。
＜情報共有について＞
入学する学部に相談内容等の情報を共有する要望があった場合は、学生に同意を得た上で学部長宛の報告書を
作成することとしていたが、前半・後半ともにそのような要望はなかった。

【結果】
①　前半（2024年２月13日～19日）：申し込み　１件
　　内訳：オンライン１件／保護者同伴０件、情報共有０件
②　後半（2024年３月11日～15日）：申し込み　１件
　　内訳：対面相談１件

対面相談後のアンケートでは、
日程のお知らせ・予約方法・相談までの流れについて・・・わかりやすかった。
相談員の対応について・・・大変満足、相談内容について・・・解消された、全体の感想としては、「親身に
相談に乗って下さり不安がとても解消されました。」とのコメントをいただいた。
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【まとめ】
　東京あだちキャンパスでは昨年度に引き続き、２度目の「入学前相談」であった。相談件数については、昨
年度に比べ１件減り、前半と後半を合わせて２件の実施となった。この件数に関して、今年度の周知方法が
ホームページ掲載のみになったことの影響がどの程度あったのかは他キャンパスの実施報告を踏まえて再考す
る必要があると考える。
　今年度の東京あだちキャンパスで受けた入学前相談の特徴としては、2件共に設定した相談期間に留まらな
い対応が求められた。相談内容としては、入学するにあたって必要となる手続きや書類など、事務関連にまつ
わる情報提供が主となったケースが1件と、大学生活適応に関する相談であった。事務関連にまつわる情報提
供については、相談日よりも前に困りごとを確認し、必要に応じて関係部署を利用できるよう、事前に情報提
供を行った。大学生活適応に関する相談については、授業に関すること、入学準備について、プレースメント
テストやサークル活動についてなどの質問があり、教育支援課スタッフにも説明補足していただきつつ、それ
ぞれの疑問点になるべく具体的にお答えできるよう対応した。
　いずれも、大学生活に関する情報を丁寧に伝達することで当該学生は過度な不安を抱くことなく、必要な手
続きに関しても円滑に進めながら大学入学および生活を迎えられるものと推察できた。こうした、入学前の不
安に対する傾聴やそれに応じた情報提供は、入学予定学生の大学生活に対するレディネス（心身の準備性）形
成へのアプローチとしては非常に有効と思われる。

Ⅴ　スタッフ研修

１．カウンセラー研修会
＜実施日＞2023年８月17日（木）
＜参加者＞非常勤カウンセラー３名、教育支援課長

非常勤カウンセラー全員が顔を合わせる機会として、夏季休業中にカウンセラー研修会を実施している。今
年度は、教育支援課長にも同席していただき、相談室業務の検討と確認やケース検討などを行った。とくに学
内連携に関する意見交換が活発に行われ、実際の支援内容、それに伴う問題と課題について共有し、今後の実
践に向けての共通理解を得ることができた。

Ⅵ　その他

１．DV・虐待被害を受けた（またはその可能性）学生対応フローの検討・作成
学内他部署において、DV被害が疑われる学生への対応について、他部署（教育支援課）へ相談室がコンサ

ルテーションを行ったことが契機となり、今後緊急対応などが必要になった際など、学内外の関連部署・機関
とのスムーズな対応が可能となるよう、学生対応フローの検討および作成を行った。その後、教育支援課長か
ら教育支援課職員にも共有いただいた。
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資料①−２
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の
で
、
で
き
る
限
り
予
約
時
間
５
分
前
を
目
安
に
来
室
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
※
相
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希
望
の
方
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ス
タ
ッ
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ル
ー
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に
直
接
来
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し
て
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だ
さ
い
。
 

   

◇
大
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こ
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大
学
生
活
に
つ
い
て
考
え
た
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、
授
業
や
勉
強
へ
の
不
安
を
解
消
し
た
い
、

課
外
活
動
（
部
活
、
サ
ー
ク
ル
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）、
日
常
生
活
の
気
に

な
る
こ
と

 
な
ど

 

◇
進
路
や
将
来
の
こ
と

 

 
  
就
職
や
進
学
な
ど
進
路
に
つ
い
て
考
え
た
い
、

 

自
分
の
適
性
に
つ
い
て

 
な
ど

 

◇
自
己
に
つ
い
て

 

 
自
分
の
性
格
に
つ
い
て
、
性
に
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い
て

 
な
ど

 

◇
対
人
関
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に
つ
い
て

 

 
  
教
員
と
の
関
係
、
家
族
と
の
関
係
、
恋
愛
関
係
に
つ
い
て

 
な
ど

 

◇
心
身
の
不
調
に
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い
て

 

 
や
る
気
が
で
な
い
、
眠
れ
な
い
、
気
分
の
落
ち
込
み
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な
ど

 
 

心
身
の
調
子
を
改
善
し
た
い
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必
要
に
応
じ
て
、
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内
機
関
や
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外
の
専
門
機
関
（
医
療
機
関
な
ど
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を
ご
案
内
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
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た
と
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と
で
（
相
談
内
容
）
 

 

相
談
室
と
は
？
 

保
健
セ
ン
タ
ー
内
で
の
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

 

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
 
 

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
 

お
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軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

う
ま
く
言
え
な
く
て
も
 

大
丈
夫
で
す
。
 

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
 

試
し
に
行
っ
て
み
よ
う
、
 

と
い
っ
た
理
由
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
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が
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。
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が
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迷
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。
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。
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付
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相談室だより 
 

 
 

ようこそ 文教大学東京あだちキャンパスへ 
うららかな春の陽気と共に、今年度がスタートしました。文教大学東京あだちキャンパス内に

は、たくさんの木花が植えられていて、春を身近に感じることができます。 

2021年 4月に開設された本キャンパスも今年 4月に、2周年を迎えました。キャンパス

開設後、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、対面授業ができない時期がありました。    

しかし、現在は、対面授業が基本となっています。このような変化を受けて、皆さんも人と会う 

ことや、キャンパスの様々な施設を利用する機会が、以前よりも増えたでしょうか。 

保健センター相談室は、在学生の皆さんが無料で、気軽に利用できる場所です。たとえば、

「友達ができるか不安」、「授業に集中できない」、「最近、体が怠くて、やる気が出ない」等、  

皆さんが気になっている・困っていることなどを公認心理師や臨床心理士等の資格をもつ  

専門家に相談できます。相談内容は、どんなに些細なことでも問題ありません。是非、お気軽に

保健センター相談室をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文教大学東京あだちキャンパス保健センター 

文教大学東京あだちキャンパス 図書館棟１階 保健センター内 

電話： ０３-５８５６-５６６９（相談室直通） 

メールアドレス： adachi-soudan@stf.bunkyo.ac.jp （予約専用） 

2023年度 春号 

カウンセラー紹介 

川端カウンセラー 
（月・火 勤務） 

新型コロナ感染予防対

策が緩和される新たな

１年が始まりますね。

みなさんとの出会いを

楽しみにしています。 

 

 

 

田中カウンセラー 
（水・木・金 勤務） 

何かがうまくいかなく

なったら、相談室にも

ご相談ください。心身

のバランスを一緒に見

直してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

冨樫カウンセラー 
（水・木 勤務） 

人生の約四分の一を 

海外で過ごしました。 

行動分析学と認知行動

療法が専門です。お気

軽に相談室をご利用く

ださい。 

開室日： 平日（土日・祝日は閉室） 

開室時間： 9：30～16：30 

場 所： 図書館棟 1階保健センター 

相談方法： 

① 対面* 

② 電話 

③ オンライン 

*原則、初回は対面で行います。

東京あだちキャンパス保健センター相談室 

相談室 

ホームページ 
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暑かった夏が過ぎ、いよいよ秋学期がスタートです！これから、比較的過ごしやすい秋の季節がやってき
ますが、こうした季節の変わり目は心身の調子を崩しやすい時期でもあります。このような時期に、自分の
今の状態について目を向けてみてはいかがでしょうか。そのための方法の一つとして、今回は「マインドフルネ
ス」についてご紹介しようと思います。 

マインドフルネスとは 
 マインドフルネス（Mindfulness）は、「サティ」という仏教用語を英訳したもので、漢字では「念」が該
当しますが、現在では「気づきを向ける」という日本語が使われることが多いです。また、従来は仏教におけ
る瞑想実践に関する概念でしたが、今では仏教の文脈から離れて、心理学や医療の分野でも知れ渡る
ようになりました。 
心理学におけるマインドフルネスとは、「自らの体験（自分自身をとりまく環境や自分自身の反応）

に、リアルタイムで気づきを向け、味わい、手放すこと」です。 
 
【マインドフルネスの基本原則】 
マインドフルネスができるようになるためには、自分を観察できるようになる 
＝「もうひとりの自分」を作る  
 〇「もうひとりの自分」は、自分の体験を、興味をもって優しいまなざしで観察する。 
 〇「もうひとりの自分」が観察した自分の体験を一切否定したり、評価したりしない。その体験がポジティ
ブなものであっても、ネガティブなものであっても、「あるがまま」を受け止め、受け入れる。 
 〇自分の体験は、一切コントロールしようとしない。ポジティブな体験を長引かせようとしたり、ネガティブ
な体験を早く終わらせたりしようということをしない。 
自分のすべての体験に対して、一切のコントロールを手放し、 
興味関心を持ちながら受け止め、味わう。 
「ああ、今の自分にはこんなストレスあるのだな・・・」 

どんな体験もそのうち消えていくので、 
消えるにまかせて”さよなら”をする＝マインドフルネス！ 

 

 

文教大学東京あだちキャンパス保健センター 

文教大学東京あだちキャンパス 図書館棟１階 保健センター内 

電話： ０３—５８５６—５６６９（相談室直通） 

メールアドレス： adadhi-spudan@stf.bunkyo.ac.jp （予約専用） 

20２３年秋号 

相談室だより 
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大
学
生
の
た
め
の

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
体
験
講
座

～
“今

、
こ
こ
で
”の

自
分
を
あ
り
の
ま
ま
に

体
験
す
る
～

開
催
日
時
：
2
0
2
3
年
7
月
4
日
、
7
月
6
日

1
5
時
0
0
分
～
1
6
時
0
0
分

※
２
日
間
と
も
同
じ
内
容
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は
、
自
分
が
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
、

そ
の
ま
ま
受
け
止
め
、
味
わ
い
、
手
放
す
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

忙
し
い
日
々
に
こ
そ
、
自
分
だ
け
の
感
覚
に
意
識
を
向
け
て
み
る
と
、

意
外
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

当
日
は
、
簡
単
な
レ
ク
チ
ャ
ー
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
行
い
ま
す
。
情
報
過
多
な
日
常
を
、
“穏

や
か
に
”過

ご
し
つ
つ

乗
り
切
る
方
法
と
し
て
、
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

※
問
い
合
わ
せ
先
※

文
教
大
学
保
健
セ
ン
タ
―

東
京
あ
だ
ち
キ
ャン
パ
ス
相
談
室

＜
参
加
費
＞
無
料

＜
定
員
＞
10
名
程
度

（
東
京
あ
だ
ち
キ
ャン
パ
ス
の
学
生
）

＜
場
所
＞
講
義
室
南
棟
2階

12
04
教
室
集
合

＜
申
込
方
法
＞

←
G
oo
gl
eフ

ォ
ー
ム

も
しく
は

保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室
へ

〆
切
66月

3300
日
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2023年 12月 11日 （月） 

コラージュ体験で 
リフレッシュ 

コラージュとは？ 
コラージュとは、雑誌やパンフレットなどから自分の好きな写真 

や絵を切り抜き、台紙へ自由に貼り付けて一つの作品に仕上げ

る簡単な創作技法です。作品を制作する過程で、自己表現が可

能となったり、自己理解が深まったり、ストレス発散や癒しの効

果を得たりすることができると言われています。                                        

 

～ コラージュを作ってリフレッシュ！ 

リラックスしたひと時を過ごしませんか？～ 

 
 
【イベント開催時間】  １２時３０分～１６時００分 
           （１２時３０分～１３時１０分 : 集合＆ レクチャータイム） 

【場所】   学生支援室 Bルーム（教育研究棟 講義室南棟 1階） 

【対象】   東京あだちキャンパスの学生 10名程度 

【参加費】 無料 
 

 

★「コラージュ」は、紙

に好きな写真の切り抜

きなどを張り付ける    

表現方法です。 

★作った作品は、   

持ち帰りできます！ 

★手ぶらで参加OK！  

使用する材料や道具は

すべてこちらで準備し

ます。 

★イベント開催時間中

は出入り自由！ 

 

★参加申込〆切は  

  12月 8日（金）    

参加申込方法 

QRコードから申込フォームへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※保健センター相談室に来室

して申し込みをしてもOK！ 

 

 

 

 

 

文教大学保健センター                           

東京あだちキャンパス相談室企画 
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文教大学東京あだちキャンパス保健センター相談室 主催 

「コラージュ体験でリフレッシュ」 様子 
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文教大学保健センター規程

（趣旨）
第１条　 この規程は、文教大学学則第62条第２項に基づき、文教大学保健センター（以下、「センター」とい

う）の組織及び運営に必要な事項を定めるものとする。
（設置）
第２条　センターは、本部を東京都足立区花畑５丁目６番１号（東京あだち校舎）に置く。

（目的）
第３条　センターは、学生及び教職員の心身の健康の保持、増進を図ることを目的とする。

（業務）
第４条　センターは、前条の目的を達するために、次に掲げる業務を行う。
　⑴　　学生及び教職員の心身の健康診断並びにそれに基づく健康指導、健康の保持及び増進の業務
　⑵　　文教大学における保健に関する事業、行事等の企画及び立案についての指導並びに援助
　⑶　　学生及び教職員のための身体的又は精神的健康相談、及び必要に応じた応急処置等
　⑷　　疾病予防、心身の健康の保持及び増進に関する授業、講演、講習会等の健康教育活動
　⑸　　疾病予防、心身の健康の保持及び増進に関する保健衛生観念・知識についての指導及び援助
　⑹　　心身の保健に関する専門的事項についての調査及び研究
　⑺　　その他センターに必要な業務
　２　　 センターは、必要に応じて前項の各号の業務を遂行するために、学生支援室、学生支援連携協議会等

の学生支援を行う学内他部門、学外専門機関と協働する。
（組織）
第５条　センターは、前条の業務を行うため医務室、相談室を置く。

（構成）
第６条　センターは、次の者をもって構成する。
　⑴　センター長
　⑵　センター次長２名
　⑶　センター主任 各学部１名
　⑷　東京あだち教育支援課長、越谷学生課長及び湘南教育支援課長
　⑸　東京あだち教育支援課、越谷学生課及び湘南教育支援課職員
　２　 前項第４号又は第５号に該当する者には医療、看護、心理の資格（医師、保健師、看護師、公認心理師、

臨床心理士）を有する者を含めなければならない。
（センター長）
第７条　センターにセンター長を置く。
　２　センター長は、専任教員の中から任期満了の２か月前までに学長が指名し、任命する。
　３　センター長は、学長の命を受けセンターの運営方針を決定し、その業務を統括する。
　４　 センター長は、毎年度の終わりに当該年度の事業経過及び次年度事業計画を学長に報告し、その承認を

得なければならない。
　５　センター長は、センターの業務遂行状況について、適宜学長に報告し、また協議するものとする。
　６　センター長は、運営会議を開催し、議長となる。
　７　センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。
　８　センター長が任期途中で交代した場合、後任の任期は、前任者の残任期間とする。

（センター次長）
第８条　 センター次長は、専任教員の中から任期満了の２か月前までに、センター長が推薦し、学長が任命す

る。
　２　センター次長は、センター長が所属する校舎を除く各校舎に置く。
　３　センター次長は、センター長を助け、センター長の命を受けてセンター業務を分任する。
　４　 センター長に事故ある場合は、センター次長がセンター長の職務を代行する。なお、センター長はセン

ター次長の中から予め職務を代行する者を指名しておくものとする。
　５　センター次長の任期は２年とし、再任を妨げない。
　６　センター次長が任期途中で交代した場合、後任の任期は、前任者の残任期間とする。
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（センター主任）
第９条　 センター主任は、センター長の命を受け、センターが第４条に掲げる業務を遂行するため、センター

の運営に携わる。
　２　　センター主任は、各学部長が、主任の任期満了の１か月前までに推薦し、学長が任命する。
　３　　 前項の規定にかかわらず、学長が必要と認めた場合には、センター長が推薦した者を、学長が任命す

る。
　４　　主任の任期は２年とし、再任を妨げない。
　５　　センター主任が任期途中で交代した場合、後任者の任期は、前任者の残任期間とする。

（保健センター運営会議）
第10条　 第４条に掲げる業務を遂行するために、保健センター運営会議（以下、「センター会議」という。）を

開催する。
　２　　センター会議の構成員は、第６条に定める者をもって構成する。
　３　　センター会議は、年２回開催することを原則とし、必要に応じて臨時にこれを開催できることとする。
　４　　 センター長は、必要に応じてセンター長が認めた者をセンター会議に招請し、意見を聴くことができ

る。
（保健センター校舎会議）
第11条　 センター長又はセンター次長は、各校舎における第４条に定める業務を遂行するため、保健センター

校舎会議（以下、「校舎会議」という。）を開催することができる。
　２　　 校舎会議の構成員は、第６条に定めるセンター会議の構成員のうち、当該校舎に所属する者とする。

ただし、センター長又はセンター次長は、必要に応じて構成員以外の者を校舎会議に招請し、意見を
聴くことができる。

　３　　 校舎会議は、毎月１回（８月を除く。）開催することを原則とし、必要な場合は臨時にこれを開催で
きることとする。

　４　　センター長又はセンター次長は、校舎会議の内容をセンター会議に報告しなければならない。
（校舎責任者）
第12条　 センター長またはセンター次長は、所属する校舎の校舎責任者（以下、「校舎責任者」という。）とな

り、校舎会議で決定した事項を遂行する。
　２　　校舎責任者は、校舎のセンター業務を掌理する。
　３　　 校舎責任者に事故あるときは、校舎責任者は当該校舎に所属するセンター主任の中から予め指名され

た者が、その職務を代行する。
（付属診療所）
第13条　センターに付属診療所を置くことができる。
　２　　付属診療所に関する細則は、必要に応じて別に定める。

（守秘義務）
第14条　 センターの構成員は、業務上知り得た個人のプライバシーに関する情報を、正当な理由なく漏らして

はならない。センターの構成員でなくなった後においても同様とする。
（センターの事務）
第15条　 センターの事務は、大学事務局学事部東京あだち教育支援課、越谷学生課及び湘南教育支援課が所管

する。
（改廃）
第16条　この規程の改廃は、大学審議会の議を経て学長が決定する。
　　附　則
　１　　この規程は、令和３年４月１日から施行する。
　２　　 この規程の施行にともない、文教大学保健センター規則、文教大学越谷保健センター規程及び文教大

学湘南保健センター規程は廃止する。
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保健センター案内図
東京あだちキャンパス

図書館棟１階
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保健センター案内図
東京あだちキャンパス
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湘南キャンパス
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2023年度　東京あだちキャンパス構成メンバー

■保健センター次長　遠山　道子（経営学部教授）
　　　　　　　主任　奥田　孝晴（国際学部教授）
　　　　　　　主任　上山　晋平（経営学部専任講師）

□事務部門
倉持　修一（教育支援課課長）～2023年９月
福田　陽一　　　　〃　　　　　2023年10月～

□業務部門
※医務室
　　保　健　師　細谷　道子（専任）2023年12月～越谷キャンパスへ異動
　　保　健　師　野﨑　麻由（専任）
　　看　護　師　福原　幸女（業務委託）2023年10月退職
　　看　護　師　清野　朝葵（業務委託）2023年11月～
　　保　健　師　森田　　笑（業務委託）2023年12月～
　　校　　　医　田村　洋平（内科/非常勤）
　　校　　　医　池上　芳美（婦人科/非常勤）
　　校　　　医　三井　容子（精神科/非常勤）
　　産　業　医　高濱　美里（脳神経内科/非常勤）

※相談室（契約職員）
　　カウンセラー　田中　有紀
　　　　　　　　　川端　順子
　　　　　　　　　冨樫　耕平　2023年８月退職
　　　　　　　　　池永　里子　2023年11月～

2024年度　東京あだちキャンパス構成メンバー

■保健センター次長　遠山　道子（経営学部教授）
　　　　　　　主任　杉山富士雄（国際学部准教授）
　　　　　　　主任　上山　晋平（経営学部専任講師）

□業務部門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□事務部門
※医務室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福田　陽一（教育支援課課長）
　　保　健　師　野﨑　麻由（専任）　2024年10月退職
　　看　護　師　清野　朝葵（業務委託）
　　保　健　師　森田　　笑（業務委託）
　　校　　　医　田村　洋平（内科/非常勤）
　　校　　　医　池上　芳美（婦人科/非常勤）
　　校　　　医　三井　容子（精神科/非常勤）
　　産　業　医　高濱　美里（脳神経内科/非常勤）

※相談室（契約職員）
　　カウンセラー　田中　有紀　2024年４月まで
　　　　　　　　　池永　里子
　　　　　　　　　鎌田　友博　2024年４月～
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2023年度　越谷キャンパス構成メンバー

■保健センター長　成田奈緒子（教育学部教授）
主任　松田　典子（教育学部准教授）
主任　水野　康弘（人間科学部准教授）
主任　亀田　裕見（文学部准教授）

□業務部門 □事務部門
※医務室 石山　哲夫（学生課課長）

保　健　師　片岡江里子（専任） 松本　和俊（学生課課長代理）
　　保　健　師　細谷　道子（専任）2023年12月～
　　看　護　師　野口　輝美（契約職員）
　　保　健　師　森田　　笑（業務委託）2023年11月迄
　　校医・産業医　黒沢　　進（内科/非常勤）
　　医　　　師　寺師　恵子（婦人科/非常勤）
　　医　　　師　北辰病院より派遣（精神科/業務委託）

※相談室（契約職員）
カウンセラー　葦名みさお

塩沢　薫子
平田　尚寛
小島　綾子
齋藤　　岳
髙谷　優希

2024年度　越谷キャンパス構成メンバー

■保健センター長　成田奈緒子（教育学部教授）
主任　松田　典子（教育学部准教授）
主任　水野　康弘（人間科学部准教授）
主任　亀田　裕見（文学部准教授）

□業務部門 □事務部門
※医務室 石山　哲夫（学生課課長）2024年９月迄

保　健　師　片岡江里子（専任） 徳久　昌子（学生課課長）2024年10月～
　　保　健　師　細谷　道子（専任）　 松本　和俊（学生課課長代理）
　　看　護　師　野口　輝美（契約職員）2024年９月迄
　　校医・産業医　黒沢　　進（内科/非常勤）
　　医　　　師　寺師　恵子（婦人科/非常勤）
　　医　　　師　北辰病院より派遣（精神科/業務委託）

※相談室（契約職員）
カウンセラー　葦名みさお

塩沢　薫子
平田　尚寛
小島　綾子
齋藤　　岳
髙谷　優希

124



2023年度　湘南キャンパス構成メンバー

■保健センター次長　浅川　雅美　（健康栄養学部教授）
　　　　　　　主任　杉野嘉津枝　（健康栄養学部准教授）
　　　　　　　主任　松本　修一　（情報学部准教授）

◇業務部門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇事務部門
　医務室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定塚　祐介（湘南教育支援課長）
　　看　護　師　藤木　二三子（専任）
　　看　護　師　中川　志麻（業務委託）
　　校　　　医　中村　三郎（内科/非常勤）
　　医　　　師　権丈英理子（婦人科/非常勤）
　　医　　　師　朝倉　　新（精神科/非常勤）
　　産　業　医　原田　　久（非常勤）

相談室（契約職員）
　カウンセラー　久保嶋大介　2023年９月まで
　　　　　　　　榊原　裕美
　　　　　　　　森　　陽子
　　　　　　　　阿久津章乃　2023年11月～

2024年度　湘南キャンパス構成メンバー

■保健センター次長　浅川　雅美　（健康栄養学部教授）
　　　　　　　主任　杉野嘉津枝　（健康栄養学部准教授）
　　　　　　　主任　松本　修一　（情報学部准教授）

◇業務部門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇事務部門
　医務室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定塚　祐介（湘南教育支援課長）
　　看　護　師　大河原貴美子（契約職員）2024年６月～
　　看　護　師　小野　祥子（契約職員）
　　看　護　師　中川　志麻（業務委託）
　　校　　　医　中村　三郎（内科/非常勤）
　　医　　　師　権丈英理子（婦人科/非常勤）
　　医　　　師　朝倉　　新（精神科/非常勤）
　　産　業　医　原田　　久（非常勤）

相談室（契約職員）
　カウンセラー　森　　陽子
　　　　　　　　阿久津章乃
　　　　　　　　今村　幸恵
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発　行　2024年12月
　　　　文教大学　保健センター
　　　　東京あだちキャンパス
　　　　　　東京都足立区花畑5－6－1
　　　　　　電話　03（5686）8577㈹
　　　　　　医務室直通電話　03（5856）5648 
　　　　　　相談室直通電話　03（5856）5669
　　　　越谷キャンパス
　　　　　　埼玉県越谷市南荻島3337
　　　　　　電話　048（974）8811㈹
　　　　　　医務室直通電話　048（974）0055 
　　　　　　相談室直通電話　048（974）9211
　　　　湘南キャンパス
　　　　　　神奈川県茅ヶ崎市行谷1100
　　　　　　電話　0467（53）2111㈹
　　　　　　医務室直通電話　0467（54）3712
　　　　　　相談室直通電話　0467（54）3818
印　刷　コスモプリンツ株式会社　048（554）7111㈹

文教大学保健センター年報

合同第17号
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